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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「真しん夜やさん、朝ですよ～。起きてくださ～い」

　カーテンの隙すき間まから朝日の差し込む一室で、ベッドに向かって声をかける少女がいた。

　白く美しい髪を背に流し、小柄な体たい躯くにもかかわらず主張の激しい大きな胸をもつ少女は、頭頂部の猫耳を揺らしながらベッドに片膝ひざをのせ、覆おおい被かぶさるように──

「起きないと～……キス、しちゃいま………………ちゅ」

　そっと、ベッドで眠っている少年に口付けた。

「…………音ね々ね子こ、警告中にするのはずるくないか」

「やめたほうがよかったですか？」

「……ごちそうさまでした」

「ふふっ、お粗末様ですっ♪」

　目を覚ました少年──真夜が神妙な顔で手を合わせるのを見て、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ猫耳の少女──音々子は指を三本立て、小首を傾かしげた。

「おはようございます。まずは、ご飯にしますか？　お風呂にしますか？　それとも……わたし、ですか？」

「寝起きからその三択とは斬ざん新しんだなー」

　……まあ、選んでいいというのなら。

　真夜が悩んだのも一瞬。

　躊躇ためらうことなく音々子の腰を掴つかみ、ベッドに引きずり込んだ。

「じゃ、まずは音ね々ね子こで」

「きゃ～♪」

　悲鳴とは裏腹に、笑顔でされるがまま引きずり込まれた音々子が、むしろ自分から身体からだをすりすりと真しん夜やにすりつけだす。

「やーらかい……あったかい……」

　小さく華きや奢しやなくせに、しっかりと出るところは出ているやわらかな身体を押しつけられ、自分からも積極的に触りにいき、真夜の頭が夢見心地に落ちていく。

　と、それに気づいたように、至近で音々子が眉まゆを上げ唇を尖とがらせた。

「二度寝はダメですよ、真夜さん。そろそろ起きませんと学校に遅刻します。……それで、次はどちらを選びますか？」

「んー、じゃあ音々子で」

「それでは今と変わりませんよぉ」

　言いながらも、満更でもない様子で、また音々子が真夜に身体をすりつける。

　真夜はそんな音々子を抱きしめ、

「だから──音々子とお風呂入って、音々子と朝飯……で、どうかな」

「……もう、真夜さんったら…………遅刻する気満々ですね？」

「ん？　遅刻するようなことを、するつもりなのか？」

「わ、わたしじゃなくてっ。真夜さんがするんでしょう……？」

「違いない」

　お互いの瞳ひとみにお互いが映るような距離で笑いあい、二人して抱き合ったまま器用にベッドから抜け出す。名残惜しそうに、どちらからともなく腕を放し、

「では、先に降りてお湯を沸かし直しておきますね」

　そう言って背を向けた音々子を、真夜が呼び止めた。

「ああ、そうだ。言い忘れるところだった」

「ふぇ？」

　と、振り向いた音々子の唇に、真夜は不意打ちで唇を重ね──

「おはよう、音々子。──愛してるぞ」

「おはようございますっ、真夜さん。わたしも愛してます♪」




　これは、このバカップルがさらなるイチャつき方を模も索さくしていく、そんなお話。

　たとえ二人の間になにがあり、今があるとしても。

　たとえそれが何千何万──世界中の人々を巻き込む事態に発展しても。

　この物語は途中の読点コンマに過ぎず──そう、




　ただの──惚気のろけ話だ。






　　　プロローグ　ピリオド






　何処いずこともしれぬ薄暗い部屋の中に、声が響いた。

「愛とは……なんだ？」

　しわがれた声の主は一人の老人。

　長い髭ひげを蓄たくわえたやせぎすの老人が、部屋の中央から誰にともなく問いを放ち、

「──わたしは、あなたが書き上げた知識の集大成」

　涼やかな、ガラスを爪つま弾びくような声が応こたえた。

　それは、白い少女。

　服も髪も肌も全すべてが白い少女は、暗い部屋の一層闇やみ深い壁際にあって、なお白く。

　精せい巧こうな人形のごとき美び貌ぼうを動かすことなく、淡々と応えた。

「あなたが知らないものは、答えられません」

　だが、無む下げに切り捨てられた老人は笑む。少女の瞳ひとみを見つめ、口を開く。

「ならば──」

　その事務的な言葉こそを予期していた、と子供のような無邪気さで。

　その予期されたことが覆らなかったことに、末期の寂しさを滲にじませ。

「──〝愛〟を探せ」

　闇の中でなお無む垢くな白さを保ち続ける少女に全てを託し──告げた。

「〝愛〟を探せ。〝愛〟を理解しろ。『世界』を創つくり出せ。そのために──」





　　　　◆






　あれから何年、何十何百年が過ぎたのか。未いまだ解答は出ない。

　完成されないままに、彼女は時を漂う。

　書架の中にふと紛まぎれては、自分を手に取った者へ造り手の求めた問いを行ったが、一度としてその解答に納得したことはなかった。

　ただ──違った。違い続けた。

　求めと異なる解答をした者に、彼女は例外なく生へのピリオドを打つ。幾度も、打った。

　いつまでも、無限に思える繰り返しを経へて──

　──ふと、閉鎖された書庫の鍵かぎが開く音がし、足音が響いた。

　微睡まどろみから目覚めつつ、彼女は思う。

　いつものように同じ問いを行う。また答えは出ないだろう。

　そして、きっとまた……。




　あらゆる物語には終わりがある。

　往々にしてその終わりは『そして二人はいつまでもいつまでも幸せに暮らしましたとさ』。

　だが彼女はピリオドを打たれることなく、未完成のままに愛ピリオドを求めて、問う。

　もはや答えを期待することもなく、だが問わずにはいられず、口にする。




『汝なんじ、我を欲するならば────愛を証明せよ』

「好きです結婚してください!!」




　──こうしてその日、答えピリオドを得た。




『いつまでもいつまでも、幸せに暮らしましたとさ』

　同じように終わる物語は星の数を超えて。

　だが本当に気になるのは──その先ではないのか？

　物語は、本当は終わってからが、本当のはじまりではないのか？

　これは、少女の求めた愛ピリオドが、途中のコンマに過ぎなかったというお話。

　全てのはじまりは、この言葉から。この告白プロポーズから。




　たとえ直後に、少女が答えを理解すべく──彼を殺したとしても。




　これが、はじまりピリオドだ。






　　　第一章　白い出会い






　夏の暑さも僅わずかに和らぎ始めた、九月の末。

　日本の関東に位置するベッドタウン──園その代しろ市。

　その中心にある公園に併設された、一際目立つ灰色の直方体──墓石のようだと揶や揄ゆされている私立エンフィールド図書館で、一人の少年が熱く思いを語っていた。

「──完結した物語って、夢があると思いません？」

　開館したばかりの図書館に、他の利用客は見当たらない。彼の語りを聞いているのも、暇そうにパソコンのキーボードを叩たたいている職員と、少年の話し相手の二人だけだ。

　しかし、かまわずに少年は力強く話し続ける。

「完結しているなら、それはもう動きようがない。変わりようがない。つまりは不変！　この物質に囚とらわれた現代において。否いな！　科学万能を標ひよう榜ぼうするこの世界において、絶対にありえない奇跡の状態。これを夢があると言わずに、何を夢見れますか！」

　息も荒く言い切った少年の耳に、小さく手を叩く音が聞こえた。

「なるほど。実にキミらしい意見だ──八や木ぎ真しん夜や君」

　控えめに賛辞の拍手を送るのは、少年──真夜の話を静かに聞いていた中年の男性。

　真夜に図書館へ通い詰める理由を問い、語らせた図書館の司書だ。

　しかし、その姿はおよそ一般的に想像される図書館の司書らしくはない。

　大柄な体たい躯くを軽く着崩したダークグレーのスーツで包み、室内にもかかわらず濃い色メガネサングラスをかけた渋いオジサマは、見た目に違たがわぬ渋い声音で続ける。

「では逆に──〝未完の物語〟には、興味がないかね」

「未完の物語……って、連作小説とか、ですか？」

　……それはまあ、続きが気になるという意味でなら興味はあるけど。

　そう思う真夜に、だが司書は勿もつ体たいぶるように首を振って否定する。

「永遠に完成することのない物語。それを連綿と綴つづる書物──魔法について記した、封じられし魔書に興味はないかね？　もし興味があるのなら……」

　言って司書が取り出したのは、一本の鍵かぎ。

　ところどころに錆さびの浮いた、古めかしい青銅製のウォード錠を手に、司書が薄く笑う。

「見てみるかね？　『禁書庫』を」

　そして──

「キミが、完結させてみたくないか？」





　　　　◆






　魔法なんてものは──ない。そんなこと誰だって知っている。

　……いや、この言い方は正確ではなかった。

　そもそも魔法とは、科学の別名に過ぎないのだ。

　人を乗せた機械が空を飛び、宇宙へすら飛び出し、ついにインターネットが世界中をリアルタイムに繋つないだ、そんな科学万能の現代。

　かつて錬金術と呼ばれたものは、現代では化学と物理、一部はただの料理となり。

　かつて神の奇跡と呼ばれたものは、現代では解析され、ただの自然現象と名を変えた。

　つまり解明されていない科学現象を人々は理解の及ばないものとして、魔法や奇跡、神秘などと言ってもてはやした。それだけのことに過ぎない。

　とはいえ、解明される前の科学を総称したもの──魔法。

　それは当時の人々が理解できないものを、妄想で補い作り上げた世界の解釈だ。

　これを解明された魔法が科学と呼ばれるように、現代風に言うならば、こうなる。

　────中二病、と。

　ならば世界の解釈もうそうを記した魔導書とやらは、当時の人々の黒歴史ノートだろうか。

　現代ですら発見されれば悶もん絶ぜつ必至で面白い黒歴史ノート。

　それがさらに科学も知らぬ過去の人々のものともなれば、これが面白くないはずがない。

　妄想まほうとは、即すなわちロマンと同義語なのだから──。




「──なんて、軽～い考えでホイホイついてきたわけだけど……」

　呟つぶやいた真しん夜やが、見上げる先は見えない。だが、先がないわけでない。

　延々と……本当に延々と、薄暗い階段を降り続け、呼吸の乱れた真夜は気づいていた。

　今し方降りてきた螺ら旋せん階段の始点が、あまりにも高すぎて闇やみに紛まぎれているのだ、と。

「いやいやいや!?　なに!?　なにここ!?」

「お望みの場所だよ、八や木ぎ真夜君。私立エンフィールド図書館、地下三〇階。直通階段のみで辿たどり着つける地下階。それがここ──」

　息一つ乱していない司書が、舞台役者のように大げさな身振りで両腕を広げ、薄い笑いで背後を示す。

「──『禁書庫』だ」

　それは扉。真夜も、大柄な司書の身の丈すらも、はるかに超える大扉だ。

　上端が見えないほどの螺旋階段や司書の言葉が示す事実もさることながら、古い木製の大扉はその中でも一際異彩を放っていた。

　それはまるで、『禁書庫』という名の通り、

　──入るな。

　そう、警告を放っているかのようだ。

「最後の確認だ──入るかね？」

「……ここまで来て、引き返すわけにもいかないよなあ」

　しかし渋るような口調とは裏腹に、真夜の口角が吊つり上あがる。理由は至し極ごく単純──

「当然、入りますよ。なにせ男ってのは、いくつになってもロマンと冒険が好きな人バ種カですから！」

「いい答えだ」

　より一層笑みを深くした司書が、鍵かぎを差し込み扉に手をかける。

「ようこそ『禁書庫』へ。感性の赴おもむくまま、感じるまま、好きなように見ていきたまえ」

　次の瞬間、大扉が鈍い軋きしみをあげ、その身を開いた。

「──キミが真に望むのならば、未完の魔導機書は自おのずと姿を現すだろう」





　　　　◆






　そうして数分の後、真しん夜やは一人で『禁書庫』を歩いていた。

　真夜の傍そばに司書の姿は、ない。というのも、開いた『禁書庫』に真夜が目を奪われている隙すきに、一人でさっさと上階に戻ってしまったようなのだ。

「まったく、あのヤクザ司書は……」

　気づくと姿を消していた司書のことを愚痴りながら、真夜は周囲を見回し眉まゆ根ねを寄せた。

「……にしても、この部屋どうなってるんだ」

　古さゆえの威圧感を放つ大扉。古めかしい鍵。そして『禁書庫』などという大おお仰ぎような名前。

　だが実際に中を歩いてみると、そこは随分と洗練された空間だった。

　床はそれ自体が発光しているのか、ほのかに辺りを照らし、歩くのに不自由はない。

　さらに光る床も、規則的に並ぶ本棚も、そこに並ぶ本にも、埃ほこりは一切見当たらない。

　……乾いた空気に埃一つ舞わない空間。なるほど、書物管理を徹底するなら、このくらいしていても不思議はないけど……魔法フアンタジーというより、どうにも機械的な最先端の設備って印象が強いんだよな。

　魔法という言葉に感じる雑然さとは対極の、コンピュータの集まるサーバールームのような、自分すらも異物に思える機械的な整然さ。

　だというのに、辺りを見回しても機械の類たぐいが動いている様子はない。

　まるでここだけ、時間が止まっているかのように。ただひたすらに静かで、動くものもない。書物を保管する、その一点のためだけに造られた空間が、そこにあった。




　左右に連なる書棚の列を横目に見ながら、真夜は迷宮のような『禁書庫』を進む。

　異国の字で書かれた書物も、カラフルな絵図のみが描かれた絵本も、どれもがこれまでに見たことのない、いつもなら一も二もなく飛びつく書籍の数々。

　しかしそれらを前にして、そのどれも手に取ることなく、真夜は奥を目指し続けていた。

　歩いている真夜自身わからぬままに、気づかぬままに──感じるままに。

　まるで、なにかに導かれるように。真夜は奥へ奥へと進み続け──

「……ん？」

　真しん夜やの足が、止まった。

　そこは他と変わらない、ぎっしりと本の詰まった壁のような本棚に前後を挟まれた迷宮の一角。代わり映えのしない、これまでも無数に通り過ぎてきたのと同じ書架の隙すき間まだ。

　だが──その中の一冊。

　真夜の頭より少し上に収められている古い革張りの本に、視線が吸い寄せられた。

　とくに目を引く特徴もない。まわりにも似たものが無数にあるただの古書だ。──なのに。

　……なんで俺はこの本が──この本だけが気になるんだ。

　そもそも、どうしてここまで真まっ直すぐ、他の本に目移りすることもなく歩いてきたのか。

　疑問は尽きないものの──

「感性の赴おもむくまま感じるままに、か。なら、この本に惹ひかれた……いや、誘われたってか？」

　司書の言葉を思い出して苦笑した真夜は、古書を棚から抜き出した。

　手に取った本の分厚さはハードカバーの小説程度。大きさも同じくらいだろう。

　表紙にも背にも、文字は一切書かれておらず、複雑な模様だけが描かれているそれは、ぱっと見では高級な日記帳のようにも見える。

　しかし、真夜の中でなにかが告げていた。

　──これで間違いない、と。

　その感覚に答えを出せぬまま、真夜は古書の表紙に──指をかけた。

　それが──全すべての始まりで、全ての終わりだと、知る由もなく。




　瞬間。青白い光が『禁書庫』に走った。

「っ──!?」

　光は一瞬。しかし光に眩くらんだ真夜の目はしばらく視力を失い……『禁書庫』が薄暗さを取り戻した数秒後、彼はゆっくりと目を開いた。

　そこに──




　──〝白〟が、あった。




　薄暗い禁書庫に浮かび上がる鮮烈な色しろが、人型をしていると気づいたのは即座。

　白い髪、白い肌、白い服。無む垢くな──真っ白な、少女。

　白に包まれた少女が、書架の隙すき間まに忽こつ然ぜんと姿を現していた。

　だが、少女の唐突な出現に驚くのもつかの間。さらなる違和感が真夜を襲う。

　それは、人ならざる要素。人にあらざる、獣の要素。

　少女は頭頂部と腰の後ろに──猫の耳と尻尾を持っていた。

　信じがたくも目の前にある現実しようじよに、真夜の目が奪われ胸が高鳴る。

　一瞬前とも、『禁書庫』に入ったときとも異なる興奮に、真夜は少女を見つめ──

『…………』

　──見返された。

　つい、と少女がガラス玉のような瞳ひとみを正面、真しん夜やに向ける。

　その顔は人間味や感情など、微み塵じんも感じられぬ無表情。

　無機質な感情のない、ただのプログラムじみた声音で、少女が口を開く。

　……答えを誤れば、そこで終わる。

　視線一つに本能が畏い怖ふと恐怖の叫びを上げる、圧倒的な存在感で──

　真夜に、問いかける。




『汝なんじ、我を欲するならば────愛を証明せよ』

「好きです結婚してください!!」




　──即答。

　一呼吸分の間すら挟まず。危機感を覚える直感も一切全すべて無視して。

　真夜は、想おもいのままを言葉にしていた。

『……………………』

　沈黙が重い。

　しかし真夜にとって、それこそが答えだった。












　なんでこんな言葉プロポーズが口をついて出たのか。

　いや、なんでもへったくれもない。言葉にすればただ一言に集約できる。

　──一目惚れ、だ。

　白く長い髪は絹のように美しく、古風な白い服ドレスに包まれた身体からだは華きや奢しやで小柄。にもかかわらず、服の上からでもわかるほどに胸は大きく、スタイルもため息が出るほどに素晴らしい。

　そして愛らしい童顔の上にある一対の三角形──髪と同色のフサフサした毛に覆われた猫の耳ネコミミ。腰の後ろから伸びる、これまた触り心地の良さそうな猫尻尾しつぽ。

　彼女が人とは異なる証あかし。しかしそれを含めても──否いな！　含めてこそ少女は──

　────超……かわいい……っ!!

　これで惚ほれるなってほうがどうかしてるだろうと、真しん夜やには断言することができる。

　そんな男の夢を具現化したかのごとき女の子が本から出てきた。これを論理的に説明すると、こういうことになる。

　すなわち、〝俺の嫁〟が本から飛び出してきた、と。

　……論理性がない？　でも問題ない。

　問われた〝愛〟自体、そもそもが論理的ではないのだから！

　論理も因果も原因も、この子のかわいさの前には全すべてが無意味だ。

　こんなにかわいい子が、科学的に論理的に、この世に存在しているわけがない。それほどまでに、一瞬で目と心を奪われるほどの完成された完かん璧ぺきな造形美。

　このかわいすぎる獣耳少女の存在が示すこと、それはつまり──

　──魔法は、実在した。

　虚空から少女が現れた。それも、どう見ても本物としか思えない質感の猫耳と尻尾を持った少女が、だ。これをどのように科学的に論理的に解釈する？

　……できない。少なくとも自分が知る現代の科学では、説明がつかない。

　ならばそのような事象を、どのように呼ぶか。──こう呼ぶしかあるまい。

〝魔法〟と。

　大おお仰ぎような理論も理屈も必要ない。百聞は一見にしかず。ただ一度の視認だけで、強制的に理解させられてしまう。させられて、しまった。

　さようなら科学、おいでませ魔法。この子と出会わせてくれて、ありがとう魔法。

　…………いや、魔法と決まったわけじゃないけどさ。




　真夜の解答プロポーズから数秒。沈黙したままの少女が動いた。

　追尾するカメラのように見返すだけだった、生気の宿らぬ紅玉の瞳ひとみに意図が宿り──

　──目が合った。

　真夜がそう認識した瞬間。真夜の身体から──いや、身体だけではない。八や木ぎ真夜という存在を構成する全てが、消失した。全てが解け、取り込まれる。

　身体からだも意識も、彼の全すべてが取り込まれ精査され、意味を求めて検分される。全てが暴かれ必要な因子だけが抽出され読み取られる。

　最後は二択。正解か──不正解か。

　結果は、形として現れた。巻き戻しのように彼の肉体が形を取り戻し、意識が再構成される。なに一つ変わらない八や木ぎ真しん夜やが、再び世界に具現化される。

　…………っ!?　今のは、なんだ。夢──白昼夢、か……？

　頭をよぎった光景と工程に、慌てて視線を自分の身体に落としてみるも、当然のようになくなっていたりはしない。傷つきもしていなければ、倒れてすらいない。

　しかし僅わずかな時間の間に、微かすかに、本当にあったのかも疑わしいほど微かに、男とも女とも、それ以前に生物の声かも機械音かもわからない音が真夜の耳に届いた。

〈基幹式──起動。『追記シークエンス』…………開始します〉

　その言葉を理解するよりも記憶にとどめるよりも早く、

「────ぇ、あ、は、はははいぃ!?」

　鈴を転がすような澄んだ声が『禁書庫』に響き渡った。

　驚きと戸惑いに彩られた声を上げたのは、目の前の白い少女。

　ほんの数秒前まで無表情だった少女の顔には、すでに欠片かけらもその面影は残っておらず、

「え、えとえと……す、好きって。け、けけけ結婚って……!?」

　あわあわと手を振り、視線を彷徨さまよわせ、頬ほおを真っ赤に染めている姿は、どこからどう見ても、突然告白されて戸惑う普通の乙女のものだった。

　だから真夜は繰り返す。

　自らに生じた想おもいを、真剣な眼まな差ざしと共に言葉にする。

「ああ、そうだ。結婚だ。俺とじゃ……嫌か？」

「い、いえいえいえ！　嫌というわけではなくてですね。むしろ大歓迎といいますか！　こちらこそよろしくお願いしますといいますか……はぅぅ……」

　途端、ぶんぶんと先程に倍する速度で手を振りながら、少女が早口に捲まくし立たてる。

　途中で我に返ったのか、尻すぼみに小さくなる声を聞きながら。真夜はその意味を反はん芻すうし、汗ばむ手を握りしめた。

　それが自分の妄想が作りだした幻聴ではないことを祈りつつ、震える声で確認する。

「それは……オーケー、ってことか？　俺の告白を、受けてくれる……のか？」

「はぅ……」

　真夜の問いかけに、少女は微かすかな声をもらすと小さな手で顔を覆ってしまう。

　それでも指の隙すき間まからは大きな瞳ひとみがチラチラと真夜を覗うかがっており、そこに宿る感情が真夜に伝わってくる。

　一つは戸惑い。一つは恥ずかしさ。

　そして──期待と喜び。

「っ」

　しばらく真しん夜やを覗うかがっては照れくさそうに視線をそらす少女だったが、やがて意を決したように、顔を隠す手を下ろした。

　露あらわになった頬ほおは真っ赤に染まり、丸く大きな紅くれないの瞳ひとみは潤うるみを帯びて。

　小さく深呼吸を繰り返し、揺れる白く長い髪をほのかな灯あかりで煌きらめかせ。

　口元をほころばせた少女は、祈るように胸元で手を組み合わせ──




「はい……♪」

　──こくり、と大きく、はっきりと、首を縦に動かしたのだった。




「ぃよっしゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!!　生きててよかったぁあああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ふにゃっ!?　そ、そこまでですか!?」

　ビクッと跳ねて目を白黒させている少女に、真夜は全力で頷うなずく。

「彼女いない歴イコール年齢の俺だぞ!?　それがこんなにかわいい子と出会えて、告白して、オーケーをもらえたんだ！　これを喜ばずしてどうする!!」

「ふ、ふぇ……？　か、かわいいって……わ、わたしが……？」

「もちろん！　かわいくて綺き麗れいで愛らしくて……もうとにかく最高！　ストライク！」

　告白の返事がもらえた。それもＯＫだったということで、箍たがの外れた真夜は一息に捲まくし立たて──一瞬で正気に戻った。

「い、いや、こんなに喜んでおいてなんだけど、本当にいいのか？」

「はい？」

　不思議そうに小首を傾かしげる少女の姿に、真夜の愛いとしさが募る。だが──

「俺たち初対面だろ？　そんな知らないやつから、いきなりされた告白だけど……いいのか？」

　真夜には『頭おかしいんじゃねえの』と我ながら思う理屈だが、一目惚れという〝理由〟がある。しかしこの少女は、どうなのか。

　なにせ初対面の唐突な告白だ。普通はお断りされるものだろう。

　平静を装いながらもその実、シャツの下では冷や汗がだらだら流れている真夜に、少女はきょとんと丸い瞳をさらに丸くして──

「もちろん──いいに決まってます」

　頷いた。白い髪を揺らし、さも当然だとばかりに、しっかりと。

　少女は目を細めると、照れくさそうに口元を緩ゆるめて続ける。

「その……『この人だ』って思ったんです。いえ、〝感じた〟でしょうか。あなたこそ、わたしと寄り添う人。わたしが心から寄り添いたいと思えた人。わたしにこの気持ちを教えてくれた……愛しい人♪」

　話しながら頬を染め、瞳を潤ませ、少女が熱っぽく自分の想おもいを語る。

「この人しかいないって、思えたんです。わたしにはこの人しかいないって。この人が、いいんだって♪」

「……つまり、一ひと目め惚ぼれ？」

「もう、そう言ってしまうと風情ふぜいがないじゃないですかっ」

　溶けそうなほど熱のこもった語りに、照れくさくなった真しん夜やが短くまとめると、少女はぷくっと頬ほおを膨らませて抗議する。

「こうすることが愛なのだと教えてくれたのは、あなたなんですよ？」

「俺が？　そんなこと言ったっけ？」

「いえ、言ってはいません。ですが、しっかりと識しっています。あなたの愛、それは──」

　それは、

「──大切な人と〝永遠〟を共にする。なにがあっても、なにをしても、まわりがどうあっても。ずっとずっと、共に居続ける」

　真夜を見つめて、どこか陶然とした微笑ほほえみを浮かべ、少女が呟つぶやく。

「強烈で鮮烈で、これまで出会ったことがないほどに純粋な想おもい。わたしが最も納得した答え。これが……〝愛〟。だから、少し遅れてしまいましたが……」

　紡がれる言葉の意味を考えるよりも早く、ふわりと白い髪が舞い──距離が縮まった。

「わたしに告白プロポーズしてくれて、ありがとうございます……♪」

　その言葉は真夜の胸元から。

　華きや奢しやな身体からだをそっと寄り添わせ、腰に回した腕はしっかりと組み合わされ。

　放さないというように、想いを直接伝えるように……少女が、真夜を抱きしめた。

「は……え？」

　一拍遅れて真夜が少女の行動に驚きの声を上げる。

　腰には細い腕が、足には細身の割に肉感的な太ももが。

　そして腹には小柄な身体には似つかわしくないほど大きな胸が、その形が歪ゆがむほどにしっかりと触れており、各所から少女の柔らかさが伝わってくる。

　はっきりいって……たまらない。

「んぅ……だ、だめですよぉ。も、もぞもぞしないでください……」

「そ、そんなこと言われてもだな……!?」

　真夜の動きがなにかを刺激したのか、どこか熱い吐息まじりに少女が囁ささやく。

　胸元から上目遣いに見上げる少女の顔には厳しさも嫌悪もなく、ちょっと困ったようなはにかんだ優しい笑みが浮かんでいる。

「お嫌……でしたか？」

　先程の真夜の言葉をなぞるように、少女が気遣わしげに眉まゆ尻じりを下げる。

　そこからは真夜を想う気持ちだけが感じられ……真夜が拒否すれば、少女が大人しく離れるだろうことは明白だった。

　だから──真夜は、そっと手を伸ばした。

「……これで返事にさせてもらえると助かる」

「ふぇ？　……えへへ」

　早鐘を打つ鼓動を抑えながら伸ばした真しん夜やの手が、少女の小さな頭をなでる。

　一瞬目を丸くした少女だったが、真夜の手を振り払うことはなく。むしろ自分から頭をこすりつけるようにして吐息をもらした。

「あは。大きな手、ですね。気持ちいい……です」

　うっとりと目を閉じ。真夜に向けて顔を上げ、顎あごを上げ。少女の唇が震える。

「……いい……ですか？」

　その少女の許可を求める言葉で、仕草で、ふと真夜は一つの可能性に思い至った。

　いやいやまさかこんな唐突に、と思うものの、彼女は本から出てきた猫耳少女。今更これくらいは驚くに値しない。

　脈絡？　この行こう為いにそんなもの必要あるまい。想おもいに突き動かされて、ただそれだけだ。

　……なるほど。つまりこれはあれか。




　告白プロポーズに、行キ動スで応こたえてくれようとしているのか……っ!!




「い、いいぞ。ドンと……や、優しくか……？　と、とにかく！　俺はいつでもＯＫだ！」

「はい。それでは──」

　少女の腰に真夜が腕を回すと、彼女は嬉うれしそうに笑みを深める。

　脳を溶かす甘いミルクのような香りが、抱きしめた少女から。

　真夜よりも頭半分以上背の低い少女は、近すぎる距離にか、これからの行為にか、頬ほおを朱に染め、上目遣いに彼を見上げる大きな紅玉の瞳ひとみを閉じる。

　赤く色づいた唇を真夜に寄せ、少女は──




「────呼出コール《狭間の踏破者スルーオーバー》」




　囁ささやきと同時、周囲に光が溢あふれた。

　真夜の唇を、彼女からもれた息がくすぐるも、予期した柔らかで弾力のある感触はなく。

　少女の唇からこぼれたのは、吐息でもなく水音でもなく──意味を持つ言葉だった。

「……は？」

　目を開いた真夜がまず認識したのは、緑鮮やかな木々。

　視線を上げると燦さん々さんと降り注ぐ陽光がそれらに影を落とし、青い空に雲はない。

　近くからは小鳥の囀さえずりが、遠くからは子供たちの騒ぎ声が、リアルな音として耳に届く。

　つまり──

「……は？」

　真夜と少女は幾本もの木々の間で──外で抱き合っていた。

　……待て。待て待て待て！　なにがどうなってる。さっきまで『禁書庫』──空気の動きすらない、地下深くにいたはずだ。それがどうして、風の気持ちいい外にいるんだ!?

　戸惑いながらさらに視線を動かした先、真しん夜やは木々の隙すき間まから灰色の物体を見つけた。

　キャラメル箱をそのまま立てたような、人工的で無機質な直方体の建物──図書館。

　ほんの数秒前までその地下にいた図書館が、木々の隙間から真夜に裏側を晒さらしていた。

「ってことは、図書館の裏手、か……？」

　たしかに図書館の裏手は、ちょっとした林になっていた。

　しかし、さっきまでいたのは、たしか図書館の地下三〇階。

　さらに裏手の林なら、横方向にもずいぶんと動いている。こんなところへ一瞬のうちに移動できるなんて──

「キミは、いったい……」

　少女は真夜の身体からだを名残惜しそうにゆっくり離すと、数歩下がった。

　身体の前で白くほっそりとした指を揃そろえ、しゃらりと長い白髪を絹のごとき滑らかさで流し、恭しく頭を下げる。

　彼女の桜色の唇から紡がれるのは、厳かな宣言にも似て。

　空気を震わせる澄んだ声に、歓喜をたっぷりと滲にじませて。

　少女が──答えた。




「わたしは魔導機書レトヴイワール。愛を探求した魔法使いの集大成にして、愛を探し続けるモノ。愛を証明してくださった方に、同等以上の愛を返すモノ」

　そうして頭を上げた少女は、にっこりと笑って、こう告げるのだった。




「これからよろしくお願いします、愛しい人マイマスター♪」





　　　　◆






　真夜が少女に告白プロポーズしたのと、ほぼ同時刻。

　公園を挟み、市街地と反対に位置する高級住宅街。その中でも一際広大な敷地をもつ屋敷で、二つの人影が対たい峙じしていた。

　人影の片方が、髪をかき上げながら口を開いた。

「──誰の許可を取って、誰の部屋にいるのかしら？　それも、土足で」

　冷たい声で言い放ったのは、まだ少女といっても差さし支つかえのない若さの女性だ。

　茶色の髪は先端を緩ゆるく束ねたストレート。髪と同色の瞳ひとみは涼しげな切れ長。モデルもかくやといった長身は、街を歩くだけで声をかける男が途切れることはないだろう。

　──その美び貌ぼうを越えた威圧感に抗することができるのならば、と注釈は付くが。

　しかし威圧感など微み塵じんも感じていないかのように、人影のもう一方があっさりと応こたえた。

「比較的楽に行ける距離にある〝魔法使いの名家の当主様〟の部屋に──誰の許可もなく。玄関を通ったわけでもないのでね。土足のまま失礼するよ」

　足下を指しつつ、どこか面白そうに応こたえた彼は、ダークグレーのスーツに包まれた身体からだを僅わずかに揺らし、サングラスに隠されていない口元を薄い笑いに形作る。

　……やっぱりこいつ苦手。

　女性──名な広ひろ冷れい香かは今にも舌打ちをしそうなほどに不快で顔を歪ゆがめる。

　常に崩さない薄笑い。なにもかもを見透かしたような態度。全すべてが気にくわない。

〝魔法使い〟と、あっさり口にするところも、そうだ。

　──魔法使いは実在する。

　それを知り、理解し、平然と口にするこの男。こちらまほうつかい側の存在であるのは間違いない。

　しかし──正体不明。〝司書〟などと名乗っているが、魔法使いの名家とのたまったその総力をあげても、この男の正体どころか本名さえ掴つかむことができない。

　よもや彼の所有する図書館の名が、そのまま本名というわけでもあるまい。

　……いえ、それすらもありえそうで──ともかく。

　嫌悪感を隠すことなく、眉まゆを上げて冷香は問いかけた。

「で、そのご近所まで来たから寄ってみました、という体ていで何をほざくのか、ご説明頂けるのかしら？」

「もちろんだとも。大変な朗報だ。キミに伝えたら、すぐに〝他の者〟のところにも急がねばならない」

　これだ。こいつは目的がわからない。変な情報を持ち込むが、その意図は……。

　冷香が思考に結論を出すよりも早く、司書と名乗る男が笑みを深めた。

「お望みの魔導機書レトヴイワール──動きだしたよ。手に入れたくば、どうぞ」

　…………へぇ。

「お望みの魔導機書？　そんなものは自分で造るわ」

　……わかってる。こいつが何のことを言っているのか。だけど真意を探るためにはもう少し多くを語らせる必要が──。

　そんな冷香の心中などお見通しといった様子で、司書が笑顔で告げた。

「──〝世界創造の『未完の魔導機書』〟……まあ、ネタをばらすと、私が持ってたのだがね。七年ほど前から」

　……こいつは……っ。

　思わず上げそうになった声を、手の平に爪つめが食い込むほど拳こぶしを握り堪こらえる。

　あっさりとこちらが望む情報を全て提供、あまつさえ自分が持っていたという。

　世界中の魔法使いが喉のどから手が出るほど欲するものを、自分が隠し持っていたと悪びれる様子もなく。

　挙げ句にこいつはこう言った。他の人にも伝える──と。

「情報提供には感謝するわ。──でも、他の人に伝えるのは諦あきらめて」

　そう言って、冷れい香かは司書が現れてから初めて笑みを浮かべ──

「あなたは、ここで死ぬの」

　──瞬間、部屋が凍いてついた。

　椅い子すを机を壁を柱を──いや、部屋だけではない。屋敷が瞬時に凍結し──砕ける。

　発動と同時に庭へ飛び降りた冷香が睨にらむ先──ではなく、背後から声が聞こえた。

「おやおや……もったいない。良い屋敷だったのに、お金持ちは羨うらやましい」

　そこに、司書がいた。何事もなかったかのように立つ様は、埃ほこりほども冷香の魔法に注意を向けていないかのようだった。

　冷香が司書を追い払うために使った大規模魔法。屋敷ごと崩した一撃に、司書が笑う。

「これほどの魔法を行使して『しわ寄せ』がこの程度とは。見事なものだ」

「────チッ」

　かつて屋敷だった氷片が吹雪のように渦巻く庭で、枯れ果てた木に座って平然と零こぼす司書の姿に、冷香は舌打ちする。




　魔法──それは過程、因果を無視し〝結果だけ〟を場へ反映させる術だ。

　誰もが科学万能などと称しておきながら、世界の理ことわりを何一つ解明などしていない現代。皆が勘違いしていることがある。

　たとえば火を起こすのなら、まず火花を起こし、可燃物や燃焼性気体に着火させ──といった科学に則のつとった手順を取らずとも、真理まほうに通じる者は知っている。

　本来、火など「在れ」と口ずさめば、そこに在る。ただそれだけだ。

　拙つたない定理で世界を解説しようと今日も苦心する学者様方には、本当にご苦労様としか言えないけれど──それでも。

　科学が珍しく正解を出していることが一つある。

　──無から有は生じず、ネゲントロピーは存在しないということ。

　魔法がいくら過程を無視しようとも結果が生じている以上、その確定に要したエネルギーは必ず何ど処こかから回収される。それが科学が唯一正しく知り得ている世界の理だ。

　世界を意のままに歪ゆがめ、『しわ寄せ』と呼ばれるエネルギーの転換現象を制するもの──それが魔法使いと呼ばれる存在だ。

　だが、今なお木に座って笑う男の台詞せりふには、二つの皮肉があった。

　一つは、この規模の魔法──冷香がもっと冷静に制御すれば、庭を枯らすことなく発動できたこと。

　そしてもう一つは、その台詞を吐いた司書の存在そのもの。

　制御をある程度無視してでも速射を優先した、避けられるはずのない範囲凍結。にもかかわらず、この自称司書は五体満足でニヤニヤと冷香を見下ろし続けている。未いまだに、だ。

　周囲の被害を抑え、確実に司書へ魔法を届かせる。そんな、もう一つの方法もあったが──咄とつ嗟さゆえに間に合わなかった。

　冷れい香かが忌々しげに見返す前で、司書の姿が薄くなる。

「それでは、私はこれにて退散するとしよう。──自らの願いのため、尽力するといい」

　それは氷片の交じる一陣の風に覆われた瞬間、彼女の前から消え去った。




　司書の去った屋敷跡で何事か思案していた冷香は、不意に背後へ声を投げかけた。

「──ロコ」

　そこには何もなく──いや、

「……はい」

　応こたえる声が、あった。

「出かけるわ。用意しなさい」

「……了解」

　淡々とした声を伴い、暗がりから一人の少女が姿を現す。

　そう。これが、もう一つの方法──




　──魔導機書レトヴイワールだ。






　　　第二章　彼と彼女の初めて






　──魔導機書。

　魔法使いが集大成として造る、己おのが知識の全すべてを記した書物。

　その書物を核とした──魔法生物である。




　出会った当初、死を予感させるほどの重圧を放っていた少女は──

　現在、木の下でうずくまりながら震え声で、そう説明した。

「えーと、広所恐怖症……ってやつなのかな？」

「ままままさかそんな。たた、ただ狭いところじゃないと落ち着かないだけですから！」

「それを広所恐怖症って言うんだけど……」

　ともあれ。要するに、この子は本らしい。

　狭い本棚に長年収まっていたのなら、広所恐怖症というのも、まあ理解できなくはない……そう、少し前に語った少女の言葉を思い出す──。




「本と本の間を渡り、わたしは世界中の書棚を巡ってきました。それは本としてであり──この姿で外に出たのは、こうしてマスターとお会いした今が初めてなんです」

　と、少女は語った。

　──ガクガク震えながら、どもりながらの説明だったので、自分でいくらか補完したら、となるのだが。

　そして自身がそんな状態にもかかわらず、健けな気げにも真しん夜やに説明した少女はというと……木の下こそが最後の聖地といわんばかりに、未いまだ小さくなって震え続けていた。

「青い、天井……あれが、空。なにも遮るものがない外…………ひ、広いですっ。広いですよぉ……っ!?」

「広いって……まだ林の中だし。林から出たら公園だから、もっとだだっ広いぞ？」

「ふぇっ!?」

　少女の白い顔から、さらに色がなくなり、震えが大きくなる。

　……追い打ちになっちゃったかー。

　つまり、逆がいいわけだ。なら──

「えっと、狭いところ……室内とかがいいのか？」

「（こくこくこく！）」

「じゃあ──」

　単純な話だ。この少女は広いところが苦手らしい。

　涙目で震えている姿はかわいいが、このまま放置しておくわけにもいくまい。だから室内……といっても、少女は猫耳と尻尾しつぽが目立つから、そこらの喫茶店というのも難しい。












　……うん、これは緊急避難的なアレだ。どれだって言われてもわからないけど、とりあえず好機には違いあるまい。仕方ない仕方ない。いやー、もうこの方法しかありませんな。

　自己弁護オーケイ。同時に緊張もある程度ほぐれた。

　だから真しん夜やは、その言葉を口にする。

　ぷるぷる震えて庇ひ護ご欲をこれ以上ないほどに煽あおってくる少女に、手を差さし伸のべ──

「────うちに、来るか？」





　　　　◆






　──と自分で言っておきながら思う。

「出会って一秒で求婚して、そのまま家に連れ込むってどうなんだよ……」

　冷静に考えると、なかなかに最低な男なのではないだろうか。

　しかし真夜の心配を他よ所そに、その連れ込まれた少女──屋根も壁もある室内に入って落おち着ついたらしい少女は、おっとりと首を傾かしげる。

「？　婚姻の仲とは通常同居するものでは──はっ！」

　少女は言いながら気づいたようで、バッと顔を上げ、縋すがるように真夜を見上げた。

「ここ、これが書に曰いわく『別居夫婦』──マ、マスターのいるところが、わたしのいるところですので！　せ、せめて『家庭内別居』というものにしていただくわけには……」

「いや、そこじゃないし家庭内別居もしないし……って、うん。気にしてないならいいや」

　さらりと婚姻の仲と言われたことに鼻の下が伸びるのを自覚しつつ、爽さわやかに断じた。

「別居……しません？」

「しないしない」

　心配そうな少女に何度も頷うなずきを見せ、ふと真夜は覚えた疑問を口にした。

「というか『書に曰く』って、俺と出会うまでは本の姿だったんだよな？」

　なのにどうやって本を読んで──と思う真夜に、笑顔を取り戻した少女は首を縦に振る。

「ええ、たしかにわたしの本質は本です。そのため、わたしは触れた本の内容を全すべて自身に転写──記録することができるんです。一字一句、余すところなく」

「魔法の本すげえ……」

「ふふ。いくらでも、無制限に転写し続けられますよ。なにせ魔法の本ですので」

　ちょっと誇らしげに大きな胸を張る少女。なんともかわいらしい。

「えっと……それじゃあ、そろそろそんな魔法の本さんの名前を訊きいてもいいか？」

「…………ふぇ？」

　一瞬、なにを問われたのか、と少女が首を傾げる。

　それもそうだろう。告白プロポーズしてから自己紹介だなんて、過程をすっ飛ばしすぎにもほどがある。

　──しかし、過程をすっ飛ばすのは真夜だけでなかった。

「えと、『おまえ』でかまいませんよ？」

「…………早くない？　さすがにそれはちょっと早くないか？」

「この国では、人間の夫婦は『おまえ』『あなた』と呼び合うものなんですよね？　それに、マスター──あなたにも喜んでいただけると思ったのですが」

　少女がきょとんと首をかしげる。その仕草は相変わらず小動物のように愛らしい。

　そんな仕草の少女に『あなた』なんて呼ばれては、幼妻のようでたまらなくなる。

「うんまあ、間違っちゃいないんだけどな……」

　需要は十二分にあるし、男子的には一種の憧あこがれでもある。喜ばないわけがない。

　……だからこそ、恋人ができてまだ数十分と経たっていない俺には、若干ハードルが高すぎやしませんかねぇ……!?

「い、いつかはそう呼び合えたらいいけど、とりあえずお互いの名前は知らないとな」

　少女の想おもいに「ありがとう」と、真しん夜やは少女の頭をなでて続ける。

「というわけで、まずは俺から。俺の名前は八や木ぎ真夜。高校二年の十七歳だ」

　くすぐったそうに目を細めていた少女は、こくりと小さく頷うなずくと真夜を見つめ、

「それでは──真夜さん、とお呼びしますねっ♪」

「おおう……」

　……なんだ……なんなんだ、この破壊力は。

　一目見た瞬間に惚ほれ込こんだ少女──それも告白を受けてくれた恋人に、下の名前で呼ばれる。笑顔で、楽しそうに、弾んだ声音で。これは想像以上にヤバイ。

　その上、少女は──

「真夜さん、真夜さん。真夜、さん………………えへへ♪」

　自身へ馴な染じませるように何度も何度も口の中で真夜の名前を転がし、嬉うれしそうに頬ほおを染めて、はにかんだりする始末。

　恋人に名前を呼ばれた衝撃もさることながら、その仕草がかわいくてたまらない。

　抱きしめたくなる衝動を堪こらえ、努めて平静を装いながら真夜は先を促す。

「そ、それで、キミの名前は？」

「はいっ、真夜さん♪」

　弾んだ声を上げ、ふわりと微笑ほほえみ、少女は自身の名を口にした。

「《追書変異ネストラネ・リワード・コア》。わたしの名前は、《追書変異ネストラネ・リワード・コア》といいます」

　…………。

「…………うん？　ごめん、もう一回いい？」

　完全な不意打ちに、思わず聞き返してしまう。

　間抜け面を晒さらす真夜に少女は嫌な顔一つせず、ゆっくりと繰り返す。

「ネストラネ・リワード・コア──です。基き幹かん式しきという魔導機書わたしの根幹を成す固有魔法の名前なので、これがわたしの名前といえます。…………長いですよね」

　……たしかに長い。そして微妙に言いづらい。

　真しん夜やが曖あい昧まいに頷うなずくと、「ですよね」と少女はころころ笑い、考え込むように目を閉じた。

　しばしの沈黙が流れ……ふと少女の手が自分の耳に──頭頂部にある猫耳に触れた。

　そしてさも名案が浮かんだというように手をポン、とあわせ、

「では真夜さん。わたしのことは、お気軽に『ネコ』とお呼びくださいっ♪」

「いやいやいや!?　それはあまりにも安直すぎるだろ!?」

「わたしは気にしませんよ？」

　うにゃん？　と手を猫っぽく丸めて、かわいらしく小首なんてかしげる少女。

　……かわいすぎて悶もん死ししそう。ねこじゃらしとか買ってきたい。

　たしかに猫耳と尻尾しつぽはあるし、愛称っぽく略したら『ネコ』にもできるが。

　さすがに恋人をネコと呼ぶのは………………あ、いや。揺れてませんよ？　そういうプレイもアリかもとか思ってませんよ？　首輪もいい……あ、違う。そうじゃない。

「真夜さんは、なにかありますか？」

　内なる欲望と葛かつ藤とうする真夜に、少女が訊たずねる。

　その上目遣いの瞳ひとみやパタパタ揺れる尻尾からは期待がありありと感じられ、真夜としては、何としてもその気持ちに応こたえたくなる。

「そうだな……」

　……安直すぎず、難しすぎず。ある程度無難で、しかし平凡すぎると……とはいえ、こだわりすぎて読めない名前になってしまうのも……。

「真夜さんからいただけるのなら、なんでもかまいません。真夜さんのお好きなように、お気に召す名前でお呼びくださいっ」

　少し恥ずかしそうな声は真夜の耳じ朶だに甘く響き、何を考えていたのか忘れてしまうほどに心地が良い。それはまるで高名な音楽家の奏でるピアノのような音色で──

「────『ネネコ』」

　その考えに至り、真夜の口は自然と動いていた。

「『ネネコ』────『音ね々ね子こ』ってのは、どうだ？」

　さらさらとメモ帳に名前を書き、少女に手渡す。

　少女の提案に一文字足しただけだが、小動物っぽい仕草や雰囲気の少女には子猫のような愛らしさがあって、ネコという言葉が似合っているのもたしかなのだ。プレイ関係なく。

　そして漢字は、綺き麗れいな音こえから──という、ある意味苦くるし紛まぎれの提案ではあったのだが、

「ネネコ……！　素敵な響きです！」

　意外や意外。少女には思いの外、好評だった。

「音々子、音々子っ。真夜さんが名付けてくれた名前。わたしは今日から音々子ですっ♪」

　キラキラと瞳を輝かせ、歌うように自分の名前を呼んで無邪気に喜ぶ姿は、小柄で童顔な少女の姿によく似合っていて愛らしい。

　……ここまで素直に喜んでもらえると、名付けた甲か斐いもあるってもんだ。

　しかし同時に、少しだけ心配にもなる。

「いいのか？　こんな簡単に決めて。名前ってのは大事なものだろ」

「ふふ。大事だからこそ、ですよ。真しん夜やさんに、わたしの愛いとしい人に付けてもらった名前。これほどに素敵な名前はありませんっ」

　にぱっと心底からの嬉うれしそうな笑顔を向ける少女──いや、音ね々ね子こ。

　……そう言われては、納得しないわけにはいかないな。

　音々子はしばらく、にこにこと自分の名前が書かれた紙を指でなぞったり、

「えへへ……音々子。わたしの名前。音々子……♪」

　とか嬉しそうに呟つぶやいていたかと思うと、不意に真夜へ視線を向けた。

「真夜さんっ」

「ん？」

「えへへ、真夜さんですっ」

「あ、ああ。真夜さんだな」

「はいっ」

　楽しそうに音々子は真夜の名前を呼ぶ。

　会話を続けるでもなく、ただ名前を…………ああ、なるほど。

「真夜さんっ」

「…………音々子」

「！　はいっ、音々子ですよ♪」

　音々子の幼い顔が、ふにゃ、と笑みに緩む。どうやら正解だったようだ。

　頭の白い猫耳はピコピコと忙せわしなく揺れ、尻尾しつぽは悶もだえるようにパタパタとくねって彼女の感情を表に示す。

　愛しい人に付けられた名前を、愛しい人に呼ばれる──そのことが無性に心地良いのだと、音々子は全身で表現していた。

「あは。真夜さんに『音々子』って呼ばれると、とっても嬉しいですっ」

「そりゃよかった。だったら何度でも呼んでやるよ、音々子。音々子音々子ねーねこ」

「も、もうっ。そんなに連続で呼ばれては嬉しすぎて、まいってしまいますよぉ♪」

　漫画などで時折ある、恋人同士が名前を呼び合っていちゃつくシーン。

　そんなシーンの度『名前を呼ぶだけで、なにをそんなに……』と呆あきれていたのだが──

「反撃ですっ。真夜さん真夜さんし～んやさんっ」

「音々子音々子ねーねーこっ」

「うにゃぁ♪」

「おおおおお……っ」

　……ごめん、これは楽しい！　楽しすぎる！

　名前を呼ぶ度に音々子がかわいらしい反応を返してくれることが嬉しく、そして自分の名前が音々子から発せられると、温かな気持ちが胸の奥からわき上がってくる。

　これはハマっても仕方がない。名前を呼び合うだけでここまで幸せになれるなんて、

　──恋人とは、なんと素晴らしくも恐ろしいものなのだろうか。





　　　　◆






　太陽がもうすぐ頂点に至ろうかという頃、一人の少女が駆け足気味に歩いていた。

　……本当はもっと急ぎたいけど、汗だくの姿を見せるのはみっともないから、あくまで粛々と早歩きで。女の子はこうして見えないところでも努力するものなのです。

「お兄ちゃん、もう帰ってきてるかなー」

　雲一つない秋晴れの空を見上げながら、少女──結ゆ愛あは呟つぶやいた。

　兄は朝からいつものように図書館へ出かけていった。無類の本好きでもあるけれど、それ以上に兄があそこに通うのは、手を合わせるためで──。

「……っとと」

　軽く頭を振って思い出した過去を振り払う。自分が考えても仕方のないことだ。

　それに、あれはもう終わったことだから……と、そう自分に言い聞かせ──

「よしっ」

　いつも通りなら兄はもう帰ってきてる。だったら午後は二人でだらだらしてもよし。ちょっと買い物に出てもよし。

　……うん、お買い物にしよう。男女二人でお買い物だもん！　デートだよ、これは！

「ただいまー！」

　結愛は勢い込んで自宅のドアを開け、慣れた動きで靴を脱ごうとして、気づいた。

　……あれ？　見たことない靴だ。お客さんかな？

　きちんと揃そろえられた、黒のストラップシューズ。妙に古風な作りで、そうそうお目にかかれない感じで高級そうだ。当然、女物。

　脱ぎたての自分の靴と見比べ、サイズの小ささからおそらく子供用だろうと推測する。

　ふと耳を澄ませば、リビングからは楽しそうな歓談の声が微かすかに聞こえてきており……

　…………女物の靴……楽しそうな声……。

　くすっと結愛から笑いがもれた。

「ここは一発、ガツンとかましておくべきだよね……！」

　はじめが肝心。初対面は相手が感じる印象の半分以上を占めるらしい。

　玄関の鏡で、さっと身だしなみをチェックする。

　長い黒髪は尻尾しつぽの短いツーサイドアップ。それほど背の高くない身体からだは均整の取れたスレンダーな体型。女子なら誰もがうらやむ理想の体型に加え、常に悪戯いたずらっぽく煌きらめく黒の瞳ひとみと健康的に色づいた紅あかい唇など、顔もアイドルなど目じゃないほどにかわいらしい。

　天が二物も三物も与えたような美少女、と断言して誰も反論できまい。

「よっし、問題なし！」

　欠点を挙げるとすれば──ただ一点。

　結ゆ愛あは短い我が家の廊下を駆け……

「お兄ちゃん、たっだいまー！　愛いとしの結愛ちゃんが帰ってきたよー！　いっぱいいっぱい愛しあおうねー！」

　リビングに繋つながるドアを開くと同時に、いつも通り叫んだ。

　──そう。結愛は、重度の兄馬鹿ブラコンだった。

「お、結愛。おかえりー」

　そんな結愛が見たのは、ソファーに座り、むやみやたらと幸せそうな笑顔で手を振る愛しの兄。そして──

「えと、おかえりなさい……？」

　兄に寄り添って座る、見知らぬ白い少女。

　それもとんでもなくかわいくて綺き麗れいな、この世のものとは思えないほどの美少女。

　しかしなによりも結愛が驚いたのは、白く美しい髪でも、自身よりさらに小柄なのに服の上からですらわかるスタイルの良さでも、愛らしい童顔でもなく。

　不思議そうに立ち上がった彼女の──

「──猫耳!?　尻尾しつぽぉ!?」





　　　　◆






「なにそれ本物!?　うわ、動いてる！」

「え、ええ。本物……というのも変ですが、本物ですよ」

　音ね々ね子この戸惑うような言葉に合わせ、猫耳と尻尾が困ったように揺れる。

　……いやもう、ほんとかわいすぎるでしょう。と真しん夜やは思い、ほう、と息をつく。

　しかし……しかし、だ。冷静になって考えてみると──

「ってか、なんでこんなものが？　それ以外は人間とまったく同じ見た目なのに」

「その……魔導機書レトヴイワールはたとえ人の姿をしていても、人ではありません。ですので間違わぬよう、なにかしらモチーフとなった動物の特徴を、その身体からだに有しているんです」

　人と同様の姿で魔導機書に社会へ紛まぎれ込まれては、魔法使いですら判別が効かなくなる。

　見た目のみならず、魔法使いの索敵にも引っ掛かることのない──そう設計された高度な魔法の産物。そんなものを常に警戒し続けるなど、愚の骨頂だ。

　それゆえの獣の要素──判別部位。明確に造物主しようしやと被造物どうぐを区別するシステム。

　プライドのためだけではない。魔法使い同士の牽けん制せいと威嚇を兼ねた──最後の一線。

「…………もっとも、わたしの場合、判別部位の意味はあってないようなものですが」

　小さく小さく、隣の真夜にすら聞こえないほどに小さく音々子が呟つぶやく。

　そもそも魔導機書が判別部位を有する理由を──誰が、どれだけ高度に、どう造っても判別部位が現れる理由を、正しく理解している魔法使いは何人いることか。

　と、思う音々子の視線の先で、真夜の手がなにかを我慢するようにぴくぴくと動いた。

「魔法使いってのは、いい仕事をするもんだな。ただでさえかわいい音ね々ね子こに、こんなかわいらしいものをつけるなんて。魅力が何倍──いや、何百倍だ……っ!!」

「ふ、ふぇ……ありがとうございます。よければ……さわって、みますか？」

「いいのか!?　それじゃあ、遠慮なく……」

　嬉き々きとして真しん夜やは音々子へ手を伸ばす。その指先がなぞるように猫耳に触れ──

「んっ」

　……温かい。温かさは血の通っている──生きている証あかしだ。

　どこか本能的にほっとする温かさが最初に。次に、ふわふわとした感触がある。

「ふにゃ……」

　音々子の猫耳を覆う短い毛は猫の毛そのもので、指先でなぞると柔らかい。

　そして、僅わずかに力をこめると、

「ふあっ……!?」

　コリッとした感触が指先に伝わってくる。

　音々子のそれは、紛まぎれもなく本物の猫耳だった。

「うぅ……真夜さん、激しいですよぉ……♪」

　──同時に、どうやら音々子の一ひと際きわ感じやすい部位でもあるらしかった。




「え、えーと……発言よろしいでしょうか」

　それは、真夜が音々子の猫耳をいじりだして五分ほど経たったころだった。

　声の主は叫びをあげて以降、固まっていた少女──結ゆ愛あ。

「え、なに。おまえまだいたの？」

「ずっといたよ!?　なんかお兄ちゃんがおっぱじめちゃってるし、そっちの人はいじられてエッチな声あげてるしで、正直頭がパンクしそうだよ!?」

　うむ、たしかにエロかった。そのままベッドに連れ込みたくなるくらいに。

「あ、こいつ俺の妹。八や木ぎ結愛。一歳下の高校一年」

「結愛さん、ですね。わたしは音々子と申します」

「あ、えっと、八木結愛です────って、違う！　そうじゃない！」

　溜たまっていたものを吐き出すように、結愛が再び叫ぶ。

「なに!?　このエロい猫は誰!?」

　それはおまえ自分の不穏な発言を棚上げしすぎだろう、と真夜は思うものの……

「えっと……本当に、どちら様で……？」

　心配と警戒もあらわに音々子を見る結愛の姿で、真夜は頭を切り換えた。

「んー……」

　なんて言おう。

　……などと悩むまでもなく、音々子との関係はこの一言に尽きるのだが。

　そう、音々子は──

「俺の──嫁だ!!」

「ふぇっ!?　お、お嫁さんですか!?」

　驚きの声は、なぜか隣から聞こえてきた。

　音ね々ね子こが──プロポーズし、受けてくれたはずの彼女が、隣であわあわと手を振りながら真っ赤な顔で慌てているのを見て、真しん夜やの額を鈍い汗が伝う。

　……あ、あれー？　どうして音々子が驚いてるのかなー？　もしかして告白とか全部、俺の勘違いだったのかなー？　あ、やべえ。そう考えると死にたくなってきた。

「え、えとえと……た、たしかにわたしは真夜さんを受け入れて……でもこんな、いきなりご家族にだなんて♪」

　……訂正。悶もだえてました。超かわええ。生きる気力わいてきた！

　小声で「きゃ～っ♪　きゃ～っ♪」なんて叫ぶという器用なことをしつつ、熟れたリンゴのようになった頬ほおを押さえてくねくねと悶える音々子。かわいいことこの上ない。

　だが直後、二人を現実に戻すように、ドンッ!!　と壁を叩たたく大きな音が鳴り響いた。

「嫁!?　そんなの私は認めないよ！　お兄ちゃんと結婚するのは私だもん!!」

「……はいはい、大きくなったらな」

「もう十分大きいよ!?　結婚だってできる歳としだよ!?」

「え、もう十分大きい？　…………はっ」

「お兄ちゃん、今どこを見て鼻で笑ったのかな……？　事と次第によっては、お兄ちゃんは明日の朝、シーツにくるまってさめざめと泣くことになるよ……!?」

「襲う気か!?　おまえは実の兄を手込めにする気なのか!?」

「その方がいろいろ早いし、お兄ちゃんはいつか襲うけど……今はそっちじゃなくて！」

　キッと音々子を睨にらみつけた結ゆ愛あは大きく息を吸い、

「音々子さんって、結局何者なの!?」

　怒りとも困惑とも取れる叫びを、家中に響かせた。




「──と、いうわけだ」

「わからないよ!?　れと……れとびわーる？　とかって言われても！」

「うん、ぶっちゃけ俺もわかってない」

　ただ、と真夜がその黒い瞳ひとみを鋭くし──言った。

「音々子が超絶かわいいってことだけは、十分すぎるくらいわかってる」

「我が兄ながらアホだ！　そんな若干、頭が足りてないお兄ちゃんも大好き！」

　ともあれ。

「音々子。せっかくの機会だし、もうちょっと詳しく音々子のことを教えてくれないか？」

「……ふふ。今までは知り続けるだけの存在でしたが、こうして知ってもらうというのも、いいものですね」

　音々子は照れたように小さく笑い、頷うなずいた。

「わかりました。わたしのことを、お話ししますね」





　　　　◆






「──と、これが魔法です。中には『しわ寄せ』自体を魔法の効果に組み込んでしまう魔法使いもいる、と聞き及んでいます。ここまでは大丈夫ですか？」

　魔法のシステムや成り立ちについて一連の説明を終えた音ね々ね子こが、小さく首を傾かしげた。

　それは講義に慣れていない教育実習生のようで、なんとも癒やされる。

　──が、講義内容はまったく別だ。

「……『しわ寄せ』……ネゲントロピー……。お兄ちゃん、わかった……？」

「お、おう。言葉の意味くらいは……」

　専門用語のオンパレードに、新しい原理の説明。そもそもの〝魔法〟という非常識で不可思議な存在が真しん夜やたちの常識を崩し、頭をオーバーヒートさせていた。

「あのあの、難しく考えないでくださいね。魔法については前置きですので」

　知恵熱に頭を抱える八や木ぎ兄きよう妹だいへ音々子は慌てて手を振り──

「おそらく重要となるのは──次の一点です」

「……重要？」

　そこはかとなく不穏な響きのする言葉に、真夜が顔を引き締める。

　その予感は正しく、神妙な面持ちの音々子は真夜を真まっ直すぐに見つめ、口を開いた。

「わたしが魔導機書レトヴイワール──書を核とする魔法生物ということは説明しましたね」

　つまり、

「こうして現出している魔法で編あまれた身体からだこそ、人間と遜そん色しよくないものですが──本質的にわたしと真夜さんは、異なるモノなんです。わたしは人ヒ間トでは、ないんです」

　先程までの嬉うれしそうなものとは一変し、どこか暗い影が落ちた哀かなしげな表情で、

「真夜さんはわたしに愛をくださいました。ですが、そのわたしは、あなたと同じヒトではないんです」

　言葉とは裏腹の人間らしさに溢あふれた表情で、音々子は眉まゆ尻じりを下げて語る。

　その、こちらまで悲しくなりそうな音々子の顔を見返しつつ、真夜は考える。

　……人間じゃない、ねえ。本人が明言しているわけだし、それに彼女の出現──そう、出現を目撃してしまっている以上、信じざるを得ない。たしかに、あれは魔法なんて不可思議なものでも関かかわっていないと説明がつかない、唐突すぎる出現だった。

　それに真夜自身、転移という形で魔法を体験している。その経験がなければ、こうもあっさりと魔法という存在を受け入れることはできなかった。

　ならば音々子は言葉通り文字通り、人間ではないのだろう。人間と異なる、魔導機書という魔法で造り出された生物。その証あかしが猫耳と尻尾しつぽだと、彼女は先に語っていた。

　──だけど、

「まあ、それはどうでもいいや」

「ど、どうでもいいって……!?」

　音ね々ね子こが猫耳も尻尾しつぽも立てて、それどころかソファーから僅わずかに飛び上がって驚く。

　……そこまで驚くようなことか？　だって──

「魔法で造られてるとはいえ、身体からだは人間と同じなんだろ？」

「え、ええ。身体に限って言えば、人間との違いを挙げる方が難しいくらいです。判別部位くらいでしょうか」

　驚きながらも判別部位ネコミミを揺らして律儀に応こたえる音々子へ、真しん夜やは頷うなずきを見せる。

「それに中身──心っていうのか精神っていうのか、それだって音々子はかわいらしい女の子だ。まだそんなに経たってないけど、それは十分に伝わってる。つまり見た目も中身もかわいい女の子。ならもう、別に気にすることは何もないだろ？」

「え、えとえと……そ、そうなんでしょうか……？」

「そうなんです」

　困惑する音々子へ力強く断言する。

　それに──と真夜はうっすら笑みながら思う。

　魔法生物なんて不思議な存在。人間のように脆くないと期待できる存在。

　むしろ、それがいい、と言ってもいいくらいだ。

「それとも、音々子は俺が受け入れない方がよかったのか？」

「い、いえいえ！　そんなことは！　その……そんなにあっさりと受け入れてもらえるとは思っていなかったので、ちょっと驚いてしまって……」

「ほほう。あっさりと、ってことは、いずれ俺が受け入れてくれるって信じてたんだ？」

「い、言わせないでくださいよぉ。今、わたしとっても嬉うれしいんですから……♪」

　む～っ、と音々子が拗すねたように唇をとがらせ、しかし尻尾を楽しげにピコピコ跳ねさせる。

　その仕草がかわいくて、想おもいが嬉しくて、愛いとしくて。

「音々子……っ」

　真夜は衝動のままに音々子を抱きしめていた。

「はぅ、真夜さん……？」

　戸惑ったような声をもらしながらも音々子は力を抜き、身体を真夜に預ける。

　抱きしめた音々子の身体は小さく、腕の中にすっぽりと収まってしまうほど。

　華きや奢しやな肢体はこのまま力をこめると折れてしまいそうで、しかしそんな危き惧ぐを見抜いたように音々子からも真夜に腕が回され、さらに身体が密着する。

「真夜、さん……♪」

「音々子……」

　二人の距離は今し方縮まった心の距離を反映するように。

　互いに互いを引き寄せ合い、惹ひかれ合い──

「──わかった」

　と、良い雰囲気をぶち壊すように差し込まれたのは、結ゆ愛あの言葉だった。

「……結愛？　もうちょっと空気読んでくれると、兄ちゃん嬉うれしいんだけどなー」

「空気を読んだから遮ったんだけど？」

「わざとかこの野郎！　これでわかったのが、しょーもないことだったりしたら俺は泣きかねないぞ!?」

「ふっふっふ、心配ご無用。この妹、お兄ちゃんのことなら、なんでもお見通しだからね！」

　言って、得意げに腰に手を当てた結愛は深く息を吸い、

「──ってプレイなんでしょ？　猫耳なんてつけちゃって……この文字通りの泥棒猫は！　お兄ちゃんをかすめ盗とろうったって、そうはいかないんだからね！」

「………………結愛はアホだなあ」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?　なんで急にそんな妙に優しい目で私を見るの!?」

「いや、うん。結愛はそのままでいいのかもな。ある意味落ち着く」

「どういうこと!?　褒めてないってのだけはわかるよ!?」

　ひとしきり叫んだ結愛は、「とにかく！」と肩を怒らせ指を音ね々ね子こに突きつけ、

「お兄ちゃんのお嫁さんになるのは私だもん！　音々子さんには負けないんだから！」

「──はい、頑張ってください」

　ふんわりとした笑顔を小揺るぎもさせない音々子に、あっさりと返された。

　思わず真しん夜やの頭に『暖の簾れんに腕押し』『糠ぬかに釘くぎ』なんて諺ことわざがよぎる。

　それは明確すぎるほどに宣戦布告した結愛も同じだったようで、

「……お兄ちゃん、私相手にされてない!?　されてないよね!?」

「はいはい、頑張ったなー。本妻に勝負挑むなんて無む茶ちやはこれっきりにしろよー」

「お兄ちゃんまで私を子供扱いするー!!　しかも本妻とか言っちゃってるー!!」

　うわ～ん、なんて半分以上本気で泣きつつ、耐えきれなくなったらしい結愛がダッシュでリビングから逃走を図る。その姿は哀れというかなんというか……。

「……で、本音は？」

「ふぇ？」

　結愛の足音が二階に上がったのを確認し、真夜はポカンとしている音々子に問いかけた。

「結愛を応援して頑張ったら、俺が盗られるかもしれないぞ？」

　気づいてないのか、それだけ優しいのか……と苦笑する真夜に、音々子は猫耳を僅わずかに揺らして不思議そうに首をかしげた。

「真夜さんは、わたしに愛を告白してくれました。わたしは、それを受けました。この愛は、真夜さんとわたしの間に存在するものです。そこに結愛さんが介在する要素は、ないですよね？」

　──一瞬、真夜の思考は完かん璧ぺきに停止した。

　だが、すぐにその意味を理解し、安あん堵どが訪れる。

「…………ったく、かわいいなあ、音ね々ね子こは」

「ふにゃっ…………えへへ……♪」

　音々子の頭を照れ隠しでちょっと乱暴になでながら、真しん夜やは思う。

　……よくいえば、〝一いち途ず〟ということになるのだろう。

　唯我独尊、とは違う。他人に対して淡泊というか、周りを一切気にしていないというか──そもそも、認識していないというべきか。

「それに──」

　と、なでられながら音々子が気持ちよさそうに目を細めて呟つぶやいた。

「真夜さんはわたしに愛を教えてくれた方。その想おもいは──愛は、しっかりとわたしの中に在り、刻み込まれて……直接、識っています。わたしがその愛を疑うなんてことは、ありえませんよ。愛いとしい愛しい真夜さん……♪」

　これまで何度も聞き、その度に胸が幸福で満たされてきた音々子の愛を囁ささやく言葉。

　しかしこの呟きだけは──なぜか妙な引っかかりを、真夜の耳に残したのだった。





　　　　◆






　リビングから結ゆ愛あが走り去って、数分後。

　目尻を緩ゆるめてなでられ続けていた音々子が、ふとリビングの時計へと目をやった。

　かと思うと、なにかに気づいた様子で胸元に小さな拳こぶしを作り──

「真夜さん真夜さんっ。お昼ご飯、お作りしますねっ♪」

　突然、そう宣言した。

　時刻はちょうどお昼過ぎ。たしかに、お腹なかも空すいてきたところだが……

「それにしても……いきなりだな」

「ふぇ？　えと、愛しい人には手料理を振る舞うものなんですよね？」

「まあ、そう……なのか？」

『ですよね？』と言われても、音々子が初の恋よ人めである真夜には答えようもないのだが。

　しかし、唯一ともいえる情報源──マンガやアニメや小説や、その他雑多な書籍動画類──では、たしかに、恋人が手料理を振る舞う、というのは定番中の定番だ。

　……とはいえ、かなり順序をすっ飛ばしてるような気もするけど……今更か。

「んー……なら昼食作り、任せてもいいか？」

「はいっ。お昼ご飯だけでなく、家事でも何でも、どんどん任せちゃってください！」

「いやいや、別にそこまでしてくれなくていいんだぞ。そんな使用人みたいに──」

「いいえ。違いますよ、真夜さん」

　すっと伸びた音々子の人差し指が、真夜の唇に触れる。

　真夜の言葉へ喰くい気味にかぶせ、唇に指を当てて物理的にもそれ以上の言葉を封じた音々子は、優しくやわらかく微笑ほほえんだ。

「わたしが、真しん夜やさんに尽くしたいんです。愛いとしい真夜さんのために、わたしができることを全すべてしたいんです。それが、わたしの喜びなんですよ♪」

「…………まったく。そんな風に言われたら反論できないじゃないか」

「ふふ。真夜さんはどーんとかまえて、わたしにお世話されちゃってください。お洗濯もお料理もお掃除も、それ以外のことでも、なんでも真夜さんのためにしちゃいますからっ」

「ありがとう、音ね々ね子こ」

「にゃふ……♪」

　自然と伸びた手が音々子の頭をなで、猫耳をくすぐり。その優しい手つきに悶もだえた音々子が真夜に身体からだをすりつけ──

「──私もお昼作る！」

　ようとしたところで、復活したアホ妹がリビングにご降臨あそばされた。

「家に帰れ、愚妹」

「私の家はここだよ!?」

「うるせえ、三度も邪魔しやがって！　邪魔、しやがって……っ」

「うわ、お兄ちゃんマジ泣き一歩手前だ」

「泣いてないし！　せっかく音々子が手作り料理作ってくれるところだったのに、とかは思ってるけどな！」

　どうやって一階の会話を二階から聞いていたんだ……と真夜が頬ほおをひくつかせる前で結ゆ愛あは堂々と胸を張る。

「我が家の家事は分担制。これでも私は料理係なんだからね！　台所はマイテリトリー！」

「建前はいいから、本音で喋しやべれ！」

「音々子さんばかりに好感度を稼がせないもん！　いきなり手料理だなんて……っ。私のお兄ちゃんは渡さないもん！」

　ですよねー……。

　連れてきた恋人に嫉しつ妬とするなんて、かわいらしいものだけど……。

　こうも度が過ぎると、さすがに妹の行く末が心配になってしまう。もうすでに末期であるのは承知の上でも。

　だから──と、真夜がチラリと音々子を見やると、すぐに音々子も意図を理解し頷うなずいた。

「それでは、結愛さんにも手伝っていただきましょうか」




　──ということで始まった、合同昼食作り。

　関係的には嫁よめ姑しゆうとめの二人、それも出会い頭から一方的に仲の悪い二人の料理は──

「…………」

「…………」

　意外にも波乱も何もなく、穏便に進んでいた。

　お互いに一言も喋しやべらないという──冷戦じみた穏便さで。

　タマネギを角切りにしながら、結ゆ愛あは思う。

　……ほんと、ずるいくらいにかわいいなあ。

　横目に見やる音ね々ね子こは腰よりも長い白髪をうなじでまとめ、結愛同様野菜を刻んでいる。

　だが、その視線は時折──むしろ頻繁に、対面式のシンクを越えてリビングへ──心配そうに台所を窺うかがっている真しん夜やへと、安心させるように注がれていた。

　しかも、目が合ったら嬉うれしそうな笑顔で小さく手を振るなんて、オマケ付きで。

　そんなものを隣で見せられ続ける結愛はたまったものじゃない。正直なところ、嫉しつ妬とを野菜以外にぶつけないようにするので精一杯だ。手元に刃物があるというのも危ない。

　……だけど、そこから読み取れるものも、たくさんあるよね。

　音々子は優しく、健けな気げで、思いやりもある。兄への態度を見る限りこれらは揺るがない。

　兄に向けている感情なんて、いつも素直に兄への想おもいを示す結愛からしても、こっ恥ずかしくなるほどに純粋だ。

　──でも、と結愛の内心に疑問が浮かぶ。

　どこか彼女には──

「いたっ」

　鋭い痛みに結愛が視線を落とすと、指先が僅わずかに切れ血が滲にじんでいた。

　どうやら音々子のことを考えているうちに、手元が狂ったらしい。

　やっちゃった……と思いながら結愛は何気なく横を見やった。

　──しかし、

「……？　なんですか？」

　音々子は、結愛に視線すら向けていなかった。

　そのことに、結愛は違和感が強まるのを感じた。

　結愛の声は隣の音々子にも届いたはずだ。

　だが音々子の様子は変わらない。それまでと変わることなく、笑顔で調理を続けている。

　……たしかに騒ぐほどの怪け我がじゃないけど──なにか、こう。

　これまで兄に向けていた態度から考えると、もう少し反応があってもいいのでは……。

「……いや、別にね？　心配して欲しいわけじゃないんだけど。ほら、隣で人が指を切ったら、もうちょっとなにか反応があってもいいんじゃないかなーって」

　ぷらぷらと血の滲む手を振りつつの結愛に、しかし音々子は幸せそうな笑みを崩すことなく、淡々と告げる。

「皮膚が少々切れただけですし、すぐに処置すれば明日には治癒しますよ」

　──これだ。ずっとあった違和感。

　もっともだ。正論だ。実際大した傷じゃない。

　でも兄に見せているあの態度、あの性格から考えて──

　普通なら結愛を心配し、その処置を自分で行おうとしてもいいのではないだろうか。

　根拠はない。直感でしかない。だが、結愛は思う。

　この人は兄以外がどうなろうと──それこそ指でなく首を切ったとしても、この笑顔のまま同じ事を言うのではないだろうか、と。

　そんなありえない──だが確信に近い不気味さに、言い表せない怖さを感じて……。

　傷を洗う水よりも冷たく背筋を走る悪寒に、結ゆ愛あは僅わずかに身を震わせた。





　　　　◆






「出来損ない」

　親に、兄きよう妹だいに、親しん戚せきに、同胞に。そう、幼い少女は呼ばれ続けていた。

「人間性を棄すてよ。主観に囚とらわれては真理まどうは見えぬ」

　彼女の父はそう語っていた。

　魔法に〝感情〟は不要。喜怒哀楽、あらゆる認知の偏向バイアスは──〝魔法しんり〟には邪魔だ。

　ゆえに──人間性を、人であることを捨てよ、と。

　魔道の名門家系に生まれ、僅か九歳にして家に伝わる魔法の知識、その全すべてを受け継いだ少女は──しかし、人であることを捨てきれず。

　そのために、そのためだけに、一族から〝出来損ない〟と烙らく印いんを押された。

　一族史上最も優秀な彼女は、ただ人であるがために〝出来損ない〟とされた。

「……マスター」

　数年が、経たった。人であることを捨てないままここまで来た。あらゆる手段を用い、一族の誰も及ばぬ実力を見せつけ、当主となった。

　それでも一族はまだ嘲あざけり嗤わらう。〝出来損ない〟、と侮ぶ蔑べつを隠すこともなく。

　それでも少女は思い続けた。子供の時から一貫して思い続けた。

　──真理に到達しようというその欲望は、人間性ではないのか。

　──主観を棄てねば真理が見えないと断言する、それは主観ではないのか。

　──そうして極めた魔道の果て、魔道を極めた先にいる人間性の全てを棄てたものは、ならば魔導機書レトヴイワールどころか──ただの本とどれ程の違いがあるというのか。

　出来損ないだと罵ののしられ蔑さげすまれ、だがそれでも当主に上り詰めた今、なお思う。

　であればなぜ、自分はここまで到達出来た。その出来損ない以下の連中は、なぜ未いまだに自分を見下し蔑む。

　自分は間違っているはずなのに、当主という一族のトップにまで上り詰めた。

　なら〝間違っている〟と判断した前提こそが、間違っているのではないか？

　──それを証明する最も簡単な方法は一つだ。

　あの魔導機書を使ってこの認識が正しいという形に、世界を作り替えてしまえばいい。そうすれば如い何かなる反論も無意味だ。

〝出来損ない〟が見た世界こそが真理だと。

　そのためなら──。




「……それで。ボンクラの方々はあの魔導機書レトヴイワールより先に、結託してアタシを潰つぶすほうが後々楽と判断したわけね？」

　過去に思いを馳はせていた女性──冷れい香かは呆あきれたように呟つぶやいた。

　彼女の言葉に反応し、周囲から色とりどりの光が上がる。それらは収束し扱いやすい形に成形され──集まる光と反比例するように、周囲の木々が熱量いのちを奪われ枯れ果てる。

　──魔法だ。

　各々力を示す魔法使いの集団に囲まれ──しかし、冷香は嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

　……人型の魔導機書は、なし。ま、当然ね。

　魔導機書は魔法使いの集大成。その姿が人に近いほど、魔法使いとしての腕の証あかしだ。

　しかし周囲を囲む魔導機書は──

「ほんと、趣味の悪いグロテスクなものを晒さらして……恥って言葉を知らないの？」

　それは──バケモノの群れ。かろうじて人間のような姿を取っているモノもいるが、それすらも嫌悪感が先に生じるような異い形ぎようだ。

　……これなら合成獣キメラの方がよっぽどマシね。

　これ見よがしにため息を吐ついた冷香は──そっと囁ささやく。

「──ロコ」

「……はい」

　暗がりから一人の少女が姿を現し──途端、周囲の魔法使いに震えが走った。

　少女の外見は十五、六歳くらいか。緩ゆるいクセがある灰褐色の髪は肩口過ぎのセミロング。簡素なワンピースのような服を着た身体からだは華きや奢しやそのものでメリハリはない。

　そして特徴的な、青の瞳ひとみ。静かな湖面を思わせる、感情の窺うかがえぬ冷めた無機質な瞳。

　無表情ながらかわいらしい少女は、異形バケモノと異端まほうつかいが織りなす世界には不釣り合いだ。

　しかし少女は迷い込んだのではない。この場にいるのが正しいと、自身こそは異形の仲間だと、端的に主張していた。

　その頭部にある──兎うさぎの耳で。

「初めまして、の方ばかりかしら。アタシの魔導機書──ロコよ」

　一人の身震いがさざ波のように伝でん播ぱし、魔法使いたちがざわつきだす。

　この場にいる全員が感じたのだ。

　──こいつは、我々の魔導機書とは次元が違う。

　完かん璧ぺきに人間を模した姿形。マスターの指示を理解し、人語で応答する論理しこう。被造物まどうきしよでこれならば、造り手──名な広ひろ冷れい香かという魔法使いは、いったいどれほどの──。

　集団の意思が一つとなった瞬間──襲撃者たちは己おのが魔導機書と共に飛び出していた。

　自身の知りうる最大最強の魔法を唱となえ。魔導機書に持ちうる力全すべての解放を命じ──

「──〝出来損ない〟をどうにかしたいなら、哀れな練度は見逃すとしても数くらい揃そろえてきなさい」

　──次に知覚できたのは、自らの魔導機書レトヴイワールが跡形もなく砕け散る音だった。




　魔法使いという存在は、意外と数がいる。

　この国に限っても、冷れい香かの名な広ひろ家を始め、こうして結託して冷香を襲ってきた連中や彼らの血族など、表に出ないだけで少なからず世の中に存在している。

　それらは家系や個々の魔法使いにより力の強弱も腕前も、得意分野も異なる。

　だが──と白い雪が舞い散る中、恐怖で足の止まった魔法使いは思う。

　……この魔法使いは──冷香こいつはいったい、なんなんだ……？

　認識も及ばない速度で魔導機書を鏖おう殺さつした、この魔法使いは──

「バ、バケモノ……」

「……バケモノ？　こんな美女を捕まえて随分なもの言いね……」

　冷香が髪をかき上げ鼻で笑う。

「よかったわねあんたら。アタシごときをバケモノ呼ばわりするようじゃ──あの魔導機書に遭遇したら、一秒ともたずに殺されてたわよ」




　そうして動くモノのなくなった地で、少女が兎うさぎ耳みみを揺らして問いかけた。

「……殺す？」

　冷香は一瞬だけ顔を歪ゆがめてロコを、そして周囲に転がる魔法使いたちを見据え。

　しかしすぐに、その顔を嘲ちよう笑しように切り替えた。

「……はん、こんなザコども、いつでも家系ごと血族を絶やせるっての。その認識を胸に抱いて、家に帰って貰もらった方が都合がいいわ」

　そうだ。ザコにかまっている余裕などない。

　これから相手にするのは──本物のバケモノなのだから。





　　　　◆






「真しん夜やさん。あ～ん、です♪」

「んむ」

　音ね々ね子こに笑顔で差し出された唐揚げを頬ほお張ばり、真夜は思う。心の底から思う。

「俺は今、最高に幸せだ……っ」

「ふふ、そんなに唐揚げが美お味いしかったんですか？」

「もちろん唐揚げは美味しいさ。音々子の愛情が詰まってるからな」

　でも、

「そんな愛情料理を音々子が食べさせてくれる。そのことが最高に幸せなんだ……っ！」

「も、もう真夜さんったら。そんな風に言われては、頬が緩ゆるんでしまいますよぉ……♪」

　言葉通り顔がふにゃふにゃと緩んでいる音々子は、嬉うれしそうに声を弾ませる。

「で、では真しん夜やさん。もう一度、あ～ん、ですっ」

　真夜はしみじみとこれまでの半生を思い返す。

　苦節一七年。おそらく我が人生の意味はここにあったのだ、と。




「──って、いやいやいや!?　いきなりすぎない!?」

　雛ひな鳥どりのごとく餌え付づけされている兄を見て、結ゆ愛あはたまらず叫んだ。

「なんで!?　なんでいきなり『はい、あ～ん』なんてやってるの!?　羨うらやまけしからんよ!?」

「なんでって……なあ？」

「ええ、なにかおかしなところでも？」

　……ダメだ。このバカップルもうダメだ。いや、カップルだなんて認めないけど。

　嫉しつ妬とのあまり頭痛の生じだした結愛が半眼で言う。

「だってさあ。普通そういうのって段階を踏んでいってするものじゃない？　やろうかやるまいか悩んだり、躊躇ためらってるうちに食べ終わっちゃったり。そもそも付き合ってだいぶ経たってから、やるものでしょ？」

　しかし、横並びで食卓につく真夜と音ね々ね子こは不思議そうな顔のまま、同時に同じ方向に首をかしげ──そのことがまた結愛をイラッとさせる。

「たしかに、突然のことで驚きはしたぞ？」

　とは真夜の言葉。一ひと欠片かけらでも兄に常識が残っていたことに結愛は光を見る──が、直後。

「でも、それだけだなあ。だって、嬉うれしいし。──音々子は？」

「わたしですか？　わたしは、こうすれば真夜さんに喜んでもらえると思ったので。喜んでいただけたようで、なによりですっ♪」

　……それで躊躇わず実践できるってのが……と思う結愛に、真夜が言葉を重ねた。

「わざわざ段階や順番なんて踏まなくても、〝したいと思ったことをする〟──それでいいんじゃないか？」

「そりゃまあ、そうかもしれないけどー……むう」

　普通はそうできないから、悶もん々もんとしてしまうわけなのだが……

「……というかお兄ちゃんさー、妙に女の子に慣れてない？」

　今の態度といい、音々子が来たときから気にはなっていたのだ。

　自分の知る限り、この兄に女の影はなかった。

　その割には積極的にスキンシップをとり、こうして愛情を示す音々子おんなのこに対して、照れというか躊躇いというか……初う心ぶな態度が見られない。

「おいおい、妹よ。そりゃ当たり前だろう」

　しかし結愛の複雑な心境を他よ所そに、何を今更、とばかりに兄が呆あきれた顔で肩をすくめた。

「まさか……とは思うけど、私に隠れて彼女がいた、なんてことはないよね？」

「……お、おう、マイシスター。顔が世間にお見せできない感じになってるぞ」

　若干引き気味の兄は、それでも咳せき払ばらいを一つ、結愛に向けて指を突きつけた。

「女の子なら、ここにいるだろうが。それもとびきりかわいいやつが」

「………………？　え、襲ってもくれないのに、なに言ってるの？」

「かわいかったら即座に襲うわけねえだろ!?　ただの犯罪者じゃねえか！」

　そうじゃなくて、と兄はため息交じりに苦笑し、

「妹とはいえ、結ゆ愛あみたいにかわいい女の子が四六時中側そばにいるんだ。慣れもするさ」

「う、うん。それは……ありがとう……？」

　……う、うわ。どうしよう。面と向かって『かわいい』なんて言われたことなかったから、すごく恥ずかしい……！

　なるほど。こういうのを受けすぎていたから、兄は変な女慣れをしてしまったわけか。

　結愛自身が側で女をアピールし続けていたのも、そこに加わり──つまり、

「…………私のせいかあ……」

　失敗したなあ……ああ、初う心ぶなお兄ちゃん、カムバック……!!

　…………いや、今は今で、アリかな？




　急に考え込みだした結愛を横目に、真しん夜やは、トマトをつまんでいそいそと差し出す音々子へ振り向いた。

「真夜さん、あ～んですよ～♪　今度はプチトマトですっ」

「ん、ありがと。でも俺に食べさせるばっかりじゃなくてさ……ほら、音ね々ね子こも。あーん」

「で、ではお言葉に甘えまして……はむっ」

　差し出された卵焼きを嬉うれしそうに受け取った音々子が、もむもむと何度か口を動かし──数秒後、カッと目を見開いた。

「な、何ですかこれは……！　美お味いしすぎます！　これが料理、食事ですか……！」

　すごいです美味しいです──と繰り返しながら、目を輝かせた音々子が猛もう然ぜんと料理に箸はしをつけていく。それはまるで、何日も食事をとっていなかったかのような猛もう烈れつさであり、

「すごい……なんて躊躇ためらいのない自画自賛……」

　唐揚げも卵焼きも音々子の手作りであることを知っている結愛が、思わず呟つぶやいてしまう。

　そしてそれが耳に入ったのか、音々子がぴたりと箸を止め──すまし顔になった。

「ん、んんっ。べ、別にこれくらい不思議でもなんでもないですね。ええ、当然ですね。料理とは焼く炒いためる揚げる煮る蒸すなど工程の差はあれど最終的にはアミノ酸やタンパク質などの結合を把握し旨うまみ成分をいかに上う手まく引き出すかというところにあって──」

「……音々子。美味しかったんなら、素直に言っていいんだぞ」

「ええ、それはもう！　とっても美味しかったです！」

　音々子の目はキラキラと輝いており、彼女の言葉に誇こ張ちようがないと雄ゆう弁べんに示していた。

　しかし、兄きよう妹だいに注目された音々子の顔は次第に赤くなり……最後には恥ずかしげに猫耳と顔を伏せてしまう。

「………………です」

「うん？」

「食事は……初めてだったんです」

　消え入るような声での告白に、真しん夜やと結ゆ愛あが顔を見合わせる。

　だが、すぐに真夜は彼女の正体を思い出した。

「──今までずっと本の姿だったから、か？」

「はい。知識はありました。ですので作れることもわかっていました。ですが……食事、という経験は初めてだったんです」

　だから──と音ね々ね子こはさらに身体からだを縮こまらせる。

「ちょっと羽目を外してしまったといいますか。興奮してしまったといいますか……」

　恐る恐る上げられた音々子の紅くれないの瞳ひとみは、うっすらと涙目になっていた。

　そこからは『呆あきれられてないだろうか』『嫌われてないだろうか』といった感情が読み取れ──その小動物のような仕草に、思わず真夜は音々子を抱きしめていた。

「ったく、かわいいなあもう。じゃあ音々子は、ほとんどのことが初めてなんだ？」

「……です。屋外に出たのすら、今朝が初めてでした」

　震えて蹲うずくまってしまった音々子は記憶に新しい。それも初めてのことなら納得だ。

　だったら──と真夜は内心で頷うなずき、音々子に囁ささやいた。

「音々子──俺に、音々子の初めてをくれないか」

「ふぇっ!?　え、えとえとえと。そ、それって──」












「俺と一緒に、いろんな初めてを経験していこう。もちろん音ね々ね子こがよければ、だけどな」

「あ……そ、そんな嬉うれしいお申し出、断るわけがありませんっ」

　一瞬だけ勘違いに気まずそうな顔をした音々子は、しかし勢い込んで真しん夜やを見つめた。

「ですが、いいんですか？　自分で言うのもなんですが、たぶん……面倒、ですよ？」

「面倒？　音々子と一緒にいられるのに、それのどこが？」

　それに──と真夜は口元を意地が悪そうに歪ゆがめ、

「全部初めてってことは──音々子を俺好みに染めることも、できるってことだろ？」

「……ふふ。もう、真夜さんったら。そんなことをしなくても、わたしは真夜さんの好みにあわせますのに」

「いやいや、そんな必要はないさ。だって──」

　と、真夜は音々子を見つめ返しながら、言う。

「音々子は今でも十二分に、俺の好みど真ん中だからな」

「真夜さん、お顔が真っ赤ですよ」

「……実は思いっきり虚勢張ってます。でも、今の気持ちを伝えたかったから」

　男子的には、いくら照れくさくても言葉にしないといけないときがあるのだ……！

　そんな思いも伝わったのか、音々子が眉まゆを下げ、真夜に腕を回した。

「も、もう……それでは、真夜さん。わたしの初めて……もらってください……♪」




　ゆるゆると締まりのない顔で抱き合う二人を、考える人を何十倍にも険しくしたような顔で見つめる少女がいた。

　──言うまでもなく、いちゃつく兄たちに本日何度目かの放置をされた結愛である。

　結ゆ愛あは何もかもを諦あきらめたような、死んだ目で残った料理をつつき──ふと思い出した。

「そーいやさ。お昼まで作ってもらっといてなんだけど……音々子さん、いつ帰るの？」

　そう。音々子はあくまで兄の恋人（仮）にすぎない。未いまだ家族ではない。

　つまり音々子さえ家からいなくなれば、あとは兄と二人きり。ずっと自分のターン！

　という目もく論ろ見みは──しかし。

「なに言ってんだ。音々子はウチに住むぞ」

　平然と放たれた真夜の言葉で、数秒と保もたず霧散した。

「……一応訊きくね。その根拠は？」

「婚姻の仲は同居──いや、同どう棲せいするもの、だからな」

「真夜さん……っ♪」

　……あたまいたい。

　はあ、と結愛はこちらも本日何度目かわからないため息を吐つき、箸はしを置いた。

「そんなの認めないよ！　…………って言いたいところだけど」

「……言わない、のか？」

　訝いぶかしげな声は兄のもの。だが、結愛は軽く首を振り髪を舞わせた。

「言わない。だってお兄ちゃん、一度言い出したら聞かないでしょ？」

「まあ……な。だけど結ゆ愛あ、それはちょっと違うぞ」

　真しん夜やが手を伸ばし、結愛の頭を軽くなでる。その手つきは優しく、まるで──。

「おまえがどうしても嫌だって言うのなら、別の手を考える。音ね々ね子こは好きだけど、おまえだって、大切な妹だからな」

「さっきまでお邪魔虫扱いだったくせに……」

「そこはほら、愛情の裏返しというか。本当に嫌いだったら、相手にもしてないって」

「お兄ちゃん素直じゃないもんねー」

「よし。なら、おまえの前では絶対に素直になってやらないからな」

「そ、そういう意味じゃないもん！」

　……大切にしてくれてるのは、常々感じてるよ。だけど結局……〝妹〟なんだよね。

「──お兄ちゃんのバカ。……………………でも、大好き」

　それでも、好きな人に〝大切〟と言われて嬉うれしくなる乙女心は、複雑なのだった。




　そうして、結愛は思う。

　頭をなでるこそばゆい感覚に。優しく優しく、ゆっくりと動くその手つきは──

　……いつからだっけ。こういうふれあいが、まるで壊れ物を扱うかのようになったのは。





　　　　◆






　──昼食後。

「ウチに住むなら、生活用品とかも必要になるよね。え、服もないの？　じゃあそれも買わなきゃ。ほら、洗い物は私がしておくから、音々子さんは買い物に行ってきなよ」

「お、じゃあお言葉に甘えて行ってくるか」

「はい、そうしましょう。ふふ、真夜さんと初めてのデートですねっ」

「待って!?　なんでお兄ちゃんも行くことになってるの!?　お兄ちゃんは私と洗い物──」

「音々子はこの街に慣れてない。店も知らない。知ってる人が、荷物持ち兼ねてついていくのが効率的────なにか反論は？」

「……ありません」

　などとサクサクと話が進んだ数分後、真夜と音々子は街へくりだしていた。

「大丈夫か？　広い外だけど」

「はい。ちょっと怖いですが……真夜さんがいますので」

　ほにゃ、とやわらかな笑みを浮かべる音々子の手は真夜としっかり繋つながれており、その姿は誰が見ても、仲むつまじい普通のカップルだった。──そう。普通の。

「……にしても、猫耳も尻尾しつぽも隠せるんだな。帽子でも使おうかと思ってたんだが」

「帽子でもよかったかもしれませんね。見えなくしているだけですので」

　音ね々ね子こが苦笑すると、一瞬だけ風景にノイズがかかり、猫耳と尻尾しつぽが姿を現す。

　猫耳尻尾が音々子の中で、非常にかわいいアクセントであることは間違いない。しかし、たとえそれが隠れてしまったところで、音々子は普通にかわいい少女──否いな！

「超絶かわいい美少女──だ！」

「あは、真しん夜やさんもカッコいいですよ」

「ありがと、音々子」

「いえいえ。こちらこそ、です♪」

　端から見れば殴りたくなるようなバカップルは、それからも談笑しつつ道を折れ──




　──ふと空気が変わった。

　まるで暖かな陽ひだまりから薄暗い裏路地に迷い込んでしまったような違和感が、真夜の背を痺しびれさせる。

　原因を探るように自然と動いた視線が、不自然に人ひと気けの絶えた道の先に止まった。

　そこにいたのは一人の女性。先端で束ねた茶色の髪を風に揺らし、いつからそこにいたのか口の端を笑みに歪ゆがめ、しかし笑顔とは程遠い鋭い視線が真夜たちを射い貫ぬいていた。

　その温ぬくもりの一切ない冷たい視線に見据えられた瞬間、真夜の全身からドッと汗が噴き出し、直感した。

　……こいつが、この違和感の原因だ。

　女性が優雅に腰を折り、口を開く。まるで、これから夜会パーテイでも始まるかのように──




「ごきげんよう──未完の魔導機書」




　対する返事は、素早かった。

「どちら様、ですか？」

　いつの間に姿を現したのか、猫耳と尻尾をゆらりと揺らし、音々子が訊たずねる。

　その顔も語調も、一瞬前と打って変わり、淡々として固い。

　しかし女性は、音々子の態度を気にした様子もなく、

「アタシの名前は名な広ひろ冷れい香か」

　会話ができたことに嬉うれしそうに口角を上げ、告げた。

「──魔法使いよ」

　魔法使い──それは世界の有り様を歪める術を用いる人々の総称。

　そう、音々子は話していた。

　そのときは理解が及んでいなかった。

　せいぜい、マンガなどで見る魔法を使う少女たち。または、お伽とぎ噺ばなしのトンガリ帽を被かぶったおじいさん。その程度を想像していた。

　……だけど、これは違う。

　この異質さ。同じ風景にありながら、そこだけ焦点ピントをずらしたくなる猛もう烈れつな違和感。

　これが世界を歪ゆがめる者──魔法使いなのだと、強制的に理解する。させられてしまう。

　その魔法使いが、微笑を深めて手を伸ばした。

「古いにしえに魔道の全すべてを極めた魔法使い『ψプサイ』。彼の集大成。最古にして、全てのはじまり。原初の魔導機書レトヴイワール。──しかし、完成せぬままに世界を彷徨さまようお伽とぎ噺ばなし──未完の魔導機書」

　手は迷うことなく真まっ直すぐに伸ばされ──誘うように、音ね々ね子こへ向けられた。

「挨あい拶さつに来たわ。いずれ、あなたを使う者としてね」

「──お断りします」

　即断だった。

　真しん夜やが声を上げる間もなく、音々子は真夜の腕をかき抱き、真夜に向けてにっこりと──そして冷れい香かに無表情を向け、淡々と告げる。

「わたしのマスターは、後にも先にも真夜さんだけですので。お引き取りを」

「マスター……ですって」

　冷香の自信に満ちた冷たい視線が訝いぶかしげなものに変わった。

　その切れ長の瞳ひとみが、そこで初めて気づいたというように真夜へと向けられる。

「……未完の魔導機書から、少年の方に力が……いえ、少年の存在そのものが、魔導機書から……？　…………ああ、そういうこと」

　真夜の後ろを──彼自身見ることのできない奥を見透かすようにずれていた瞳の焦点が、嘲ちよう笑しようと共に真夜へと合う。

「──使役者フユーラー。魔法使いが使うべき魔導機書に、逆に使われる無知で哀れな操り人形ぐしや。かの未完の魔導機書が、使役者風情をマスターと仰いでいるなんて、笑い話以下ね」

「使役者……？」

　言葉の意味はわからない。だけどそれが自分を指しているということだけはわかる。

　そして音々子が、その表情をさらに硬くしたことも。

「そう、使役者よ。てっきり高名な魔法使いが相手だと思っていたから、アタシも念入りに準備してきたっていうのに、これじゃあ無駄足だったみたいね。──ねえ、ロコ？」

　途端、冷香の異質さが膨れあがった。

　……いや、違う。

　異常だけを訴える感覚を即座に否定して、真夜は目を凝らし──その原因を見つけた。

　少女だ。灰褐色の髪には緩ゆるいクセがあり、華きや奢しやな身体からだは簡素なワンピースに包まれ、そして──頭の上に兎うさぎの耳を持つ、その少女。

　兎うさぎ耳みみの少女──ロコが、忽こつ然ぜんと冷香の側そばに姿を現していた。

　冷香の異質さが架空の冷気ならば、ロコのそれは現実を凍らせる実在のものか。違和感そのものが真夜の肌を刺して、背に嫌な汗が流れる。

　……だけど、この子どこかで見たことがあるような気が……？

　それは直感に等しかった。そして真夜は腕を引く温ぬくもりに、その正体を思い出した。

　……そうだ。この子は音ね々ね子こに似てるんだ。

　それも今の音々子ではなく、今朝『禁書庫』で出会ったばかりの──〝愛の証明〟を問いかけてきたときの無機質な音々子に。

　なら、この少女は──

「──魔導機書レトヴイワール」

「あら、その程度の知識はあったのね。でも、その程度しかないようね」

　冷れい香かは幼子を『よくできました』と褒めるように嘲あざけり笑い、あっさりと、

「使役者なら交渉することもないわ────殺しなさい」

「……ん、了解」

　──瞬間、ロコの姿がかき消えた。




　その小さな身体からだのどこにそれほどの力があるのか、音を置き去りにロコは地を蹴ける。

　真しん夜やとの距離は五メートルほど。それを一歩で詰め、二歩目を踏み込んだときには、すでにロコの拳こぶしは真夜の頭を捉とらえていた。

　魔導機書──魔法の産物とはいえ、魔法しか能がないわけではない。

　むしろ人ならざる身体は人を越えた力を行使する場面において、その真価を発揮する。

　鉄板すら打ち抜く致死の拳が、人間しんやには反応も知覚もできない速度で振るわれ──












「────呼出コール《原初の輪アンノウン》」




　直後、ロコの拳こぶしが真しん夜やの頭に吸い込まれ──いや、

　……黒い、球……？

　拳が触れたのは、〝黒〟としか形容のできない、空間にインクをこぼしたようなモノ。

　ロコの腕が真夜を砕かんとする勢いそのままに、頭と拳の間へ突如出現したそのナニカへ──〝黒アンノウン〟へと突き込まれる。

　泥へ差し込むように抵抗なく腕は進み──瞬間、ロコは気づいた。

「──!?　腕が、消え……っ」

　ロコの腕が〝黒〟に触れたところから──消失していた。

　無表情に僅わずかな焦りを滲にじませ、ロコが腕を引き戻そうとするが、もう遅い。

　──〝黒これ〟はそういうものなのだ。触れた物を喰くらい、分解する。ただそれだけの魔法。そこに自ら飛び込めばどうなるか──自明でしかない。

　事ここに至りロコは〝黒〟の正体を掴つかむが、それでも動きは止まらない。コンマ〇一秒とかからずトップスピードに到達した身体からだは、すでに自分で止められる範囲を超えている。

　だから──と、ロコは静かに判断した。

「……身体半分と引き替えに、殺やれる」

　無む理り矢や理りに身体の軸をずらす。

　拳で砕くのではなく、喉のど笛ぶえを喰くい千切るための動きに。

　急激な動きの変化にロコの内部が悲鳴を上げ、各所が壊れる。

　……だけど、無くなった部分に比べたら、そこに在るだけ修復は楽。

　そう思う間にも〝黒〟がロコの腕を喰らい、肩を喰らい……身体を抜ける。

　目標を睨にらむロコの碧へき眼がんが肉食獣のそれと化し──しかし。

「いいえ、あなたはなにもできませんよ」

　──白の軌跡が舞った。

　そこからは、ロコをして断片的にしか認識できなかった。

「…………え」

　ロコの身体が運動法則に反して、真夜から引き離される。──いや、殴り飛ばされる。

　直後、自分を殴ったはずの白い影が上方に移動し、蹴けり落とされた。

　真横から直角に、地面に叩たたきつけられたロコは、しかし自身に何が起きたか把握する暇ひまもなく──直上から隕いん石せきのごとく落ちてきた白い影に、大地に罅ひびを描き縫い止められた。

「が……はっ……!?」

　それは音を置き去りにしたロコすら認識できない速度域。

　刹せつ那な以下の時間で全すべての行動を終え──白い影が口を開いた。

「──真夜さん、お怪け我がはありませんか？」




　突風が吹ふき荒すさぶ中、真しん夜やは呆ぼう然ぜんと喉のどの奥から声を絞り出した。

「あ、ああ。無事、だ……けど……」

　……けど。だけども……なんだ。いったい何が起きたんだ。

　ロコが消えたと思った瞬間、別の場所に彼女は現れていた。

　それも腕を失い、さらには音ね々ね子こすらもクレーターのようになっているそこへ移動していた。それはまるで真夜も一度経験した、転移魔法のようにも感じられる一瞬の移動。

　しかし砂と塵ちりを舞い上げる突発的な強風が、そして直前の冷れい香かの言葉が、何が起きたかを雄ゆう弁べんに語っていた。

　それは音々子による──ノータイムでの反撃だった。

　……デタラメだ。

　驚きよう愕がくを越えた呆あきれと共に真夜はそう思う。だが一方で、こうも判断していた。

　──まさしくその通り。魔法とは、デタラメなのだ。

　タネも仕掛けもあるなら、それは手品に過ぎない。タネも仕掛けもないがゆえにこそ──魔法なのだ。

　目の前の光景に戸惑う真夜を安心させるように、音々子がやわらかく微笑ほほえむ。

「ご無事でなによりです。では申し訳ありませんが、少々お待ちいただけますか」

　音々子はすまなそうに眉まゆを下げると、冷香へ無感情な視線を向け──

「──すぐ片付けますので」

「ロコ！　さっさと起きなさい！」

　それは一瞬。肩から噴き出す血も構わず、跳ね起きたロコが口を開いた。

　紡ぐは魔導機書レトヴイワールが魔導機書たる由縁。ただの書ではない。機書──自立し、自ら読み上げる機構を有した魔導の書が持つ、本来にして最大の機能。

　己に刻まれし意味ある言葉が、世界を侵食する。

「────呼出コール《氷零デツドロツク》」

　瞬間、ロコを中心に術式が解放され、視線が範囲を確定し──固定した。

　──世界が、全すべての動きを止めた。




　ロコは、魔法が路地を覆い尽くしたことを感じた。

　地面も壁も木々も、術式に覆われた全てが内から動きを止め、停止する。

　それは物質だけではない。目に見えない空気すらも静止し、ロコの視界に映る全てが絵画のように位置を固定される。

　何者も侵せない、停止した空間を作り出す魔法──《氷零》。

「これ……なら」

　速度で上回るのなら、自身以外の全てを空間ごと停止させこおりづけにしてしまえばいいだけのこと。

　再生したばかりの拳こぶしを握りしめ、動くもののない空間の中をロコは駆ける。いくら停止させたとはいえ、永遠ではない。それでも、命令を実行するには十分にすぎる──




「なにかと思えば──ただの小細工でしたか」




　──空間が、砕け散った。

　ロコが目を見開き、駆ける足が勢いを無くす。

「…………ありえない」

《氷零デツドロツク》が砕ける直前、空間を割り開いて見えたのは──白い指先。

　魔導機書レトヴイワールだから──いや、ロコほどの性能をもつからこそ、その事実に気づいてしまう。

　術式に介入したのでもない。空間を上書きしたのでもない。それ以前に、

「魔法も……使ってない……」

　彼女が使ったのは、ロコも見たほっそりとした五指だけ。

　事実を並べ、自問自答し、ロコは見たものを受け入れた。

　この未完の魔導機書は、ただ純粋に──力任せに空間の壁を引き千切ったのだ──と。




　音ね々ね子こが告げる。

「──撤回していただきます」

　膨大な術式破砕音と共に動きを止めたロコの手足を〝黒アンノウン〟で喰くらい、地面に転がして。

「わたしの愛いとしいマスターを、使役者風情と同列呼ばわりしたことを」

　音々子はそう淡々と──しかし命令形で告げた。

　威圧するように周囲で〝黒〟を蠢うごめかせ、無感情な瞳ひとみを向ける音々子に、しかし冷れい香かがどこか楽しそうに口角を上げて訊たずね返した。

「……撤回した場合と、しなかった場合に待遇の違いは？」

　その答えは、あっさりとしたものだった。

「はい？　もちろんありませんよ」

　なんでもないことのように、悩む素振りもなく音々子はさらりと告げる。

「強いて言えば、謝罪している数秒の間寿命が延びる、くらいでしょうか」

　答えた瞬間、呼吸の合間を縫うようにロコが再生途中の足を振り上げた。

　それは音々子の側面から。しかし同時に死角となる背後からも、未いまだ形になってすらいない拳こぶしが襲いかかる。

「音々──」

　だが、気づいた真しん夜やの叫びよりも早く、音々子がチラリと彼を振り返り片目をつむった。

　そのときにはすでに前後に回した手に〝黒〟が纏まとわり付き、音々子は視線を下げることもロコの攻撃を見ることもなく、

「話の途中ですよ。そんなに早く壊れたいなら、お望み通りまずあなたから……」

　宙に黒い円を描き、ロコの四肢を奪い去った。

「……さて、話を戻しましょう。撤回を──」

「ね、音ね々ね子こ……？」

「──はい？　どうしました、真しん夜やさん？」

　言葉を遮り、真夜は音々子の肩に手をかけた。

　すぐに振り返った音々子が真夜の手をとり、微笑ほほえみながら温かな手で包み込む。

　側そばには手足を失ったロコが転がっているにもかかわらず、それだけの惨劇を無造作に行っているにもかかわらず、真夜に向ける音々子の笑顔は変わらない。優しい言葉も、やわらかな態度も一切変わることはない。

「どうした、って……」

　真夜が言葉に詰まるのを見て音々子はどう思ったのか、困ったように眉まゆを下げ、

「えと、ごめんなさい真夜さん。退屈させてしまって申し訳ありませんが、もう少しだけお待ちいただけますか。終わったら、デートの続きをしましょうねっ」

　そう、無邪気な笑顔を見せた。

　しかし冷れい香かにロコに──真夜を殺すよう命じ、実行した二人に向ける視線は淡泊を通り越した──まっさらなもの。

　それはまるで──

　人間が害虫の生死に意識を払わないように。

　道ばたの小石を気にも留めないように。

　どうなろうと──一切を気にしない。




　────音々子は真夜以外に、あまりにも〝無関心〟だった。




　だが、路傍の石を見るような視線を受けて──冷香は笑う。

「──待遇の違い、もう一つあるわよ」

「はい？」

　いっそふてぶてしく。自信に満ちた瞳ひとみで冷香が笑う。

「〝並行詠唱〟も察知出来ないなんて、最高の魔導機書レトヴイワールが聞いて呆あきれるわね。──時間稼ぎと解析ご苦労さま、捨て石ロコ」

　途端、もう隠す必要はないとばかりに冷香の声がぶれる。二重になる。

「《────────》」

　まるで二人の冷香が話しているように。裏で流れる言葉は聞き取れないほど微かすかに、それでも確かな女声ソプラノを周囲に響かせる。

　……あと一音節。

　冷香は内心で呟つぶやいた。思考、詠唱、会話と三つを平行で行いながらタイミングを計る。

「単一機能の道具風情が、道具を作る側まほうつかいにどの口をきいてるのか──身の程を弁わきまえなさい」

　ここまで隠し通した。会話を引き延ばし、ロコに再生中だろうと攻撃させ、僅わずかな時間を積み重ねて詠唱の時間を確保した。

　残るは最後の一音。冷れい香かの声が空気を震わせ、世界に宣言することで魔法は発動する。

　──その間かん隙げき。涼やかな声が響いた。

「察知できない？　いえいえ。反応する必要もなかった、それだけのことです」

　言葉は先程から変わらず、感情の一切こもっていない淡々としたもの。しかし冷香には、それが『無駄な努力だ』と、嘲あざ笑わらっているように聞こえた。

　照準を定めるように伸ばされた音ね々ね子この腕が、冷香を真まっ直すぐに捉とらえる。

　細い腕を銃身バレルとし、意思が施条ライフリングを施し。音々子の腕に纏まとわり付いた〝黒アンノウン〟が加速する。

　そして、音々子は一切の感かん慨がいも躊躇ためらいもなく──

「だって──完成前に術者が死ねば、詠唱もなにも、ないでしょう？」

〝黒〟を放った。

　二人の間に距離などないかのように、〝黒〟が一瞬で迫る。魔法を発動するよりも早く、加速した〝黒〟は所しよ詮せん人間に過ぎない冷香には見切ることもできない。

　だから冷香は──命じるだけでよかった。

「ロコ──!!」

「──呼出コール《氷林檻ジエイルロツク》……！」

　言葉と同時、ロコが冷香と〝黒〟の間に身を投げ出した。

　ロコの身体からだに大穴が空き、感情の窺うかがえない顔にそれでも反射的に苦痛が浮かぶ。

　しかし〝黒〟はロコを喰くらったことで許容限界に達し、空気に溶けるように霧散する。

　……ようやくまともに働いたじゃない。

　冷香は今度こそ、眉まゆ根ねを寄せて不快そうにする音々子をお返しとばかりに嘲笑う。

　そして胴の大半を失ったロコの身体が地面に落ちた瞬間──魔法が現実を侵食した。




　音々子の眼前──空中に、氷の花が咲いた。

　数本の氷柱つららで作られた花は、儚はかなげな見た目とは裏腹に、凶悪な速度で増殖を開始する。

　瞬く間に視界を埋め尽くした氷柱は、それでもなお増殖速度を加速度的に上げ、

「くそっ……音々子……！」

　──音々子を包み込んだ。

「また面倒なことをしますね……」

　今にもため息を吐つきそうな顔で音々子は腕を一振りする。

　周囲は全すべて氷柱。軽く振るだけで音々子を覆っていた氷柱の大半は消し飛ぶが、

「──っ。本当に、面倒な……っ」

　次の瞬間には、壊した氷柱に倍する数が空いた穴を埋め、音々子を覆い隠してしまう。

　……狭い路地とはいえ、真しん夜やさんと分断されるのはよくないですね。

　さながら氷の檻おり。大気中の水分を食はみ、ほぼ無尽蔵に増殖し続ける魔法──と推測し、なら全てを消せばいい、と即座に結論づけた──瞬間、音々子は気づいた。

　……この氷柱の魔法は、どっちの魔法なんでしょうか？

　答えは、即座に来た。

「《────道を、閉ざせ》」

　カンッと冷れい香かが踵かかとを地面に叩たたきつける小気味いい音と同時、地面から壁がせり上がる。

　数十センチ以上の分厚い氷壁が六枚。即座に家々の背丈すら超え、互いが擦こすれる音を響かせながら氷壁が側面と頂点を組み合わせる。路地に多た角かく錐すいが──結界が形成される。

　真しん夜やを、氷柱つららに覆われた音ね々ね子こを、そしてロコすらも内に包み込んで、結界が閉じる。

「さようなら、使役者。そのまま、砕け散りなさい」

　そして罠わなにかかった獲物を見るように、冷香が酷薄に笑み、告げる。

「術式解放タスクパージ────《氷海の雫ブレイクアイス》」

　その言葉がなにを意味するか、音々子は一瞬思案し──気づいた瞬間、叫んでいた。

「真夜さん、すぐに氷壁から離れてください！」

　氷柱に埋もれた視界の中で彼女が見たのは、氷壁から押し寄せる冷気が瞬時に内部の物を凍らせ──次の瞬間には、落としたガラス細工のように自ら砕け散る光景。

　即座に真夜を守るべく手を伸ばすが、無数の氷柱が二人の間を阻み、指先すら届かない。

　……物量作戦ですか……っ。

　音々子自身も、操る魔法も強力だが、所しよ詮せん単体だ。

　ゆえに圧倒的な物量には対処が追いつかなくなり──動きが封じられてしまう。

　……このまま氷柱を壊していては間に合いませんね。

　氷柱は音々子を包み込み、冷気より先に圧あつ殺さつせんと増殖を繰り返す。

　それは当然、真夜にも迫っている。冷気を放出する氷壁に追い詰められるか、結界内に満ちた氷柱に押おし潰つぶされるか。どちらも、残った時間に大差はないだろう。

　だから、と音々子は判断し──それを、口にした。

「真夜さんだけでも、逃げてください！」




　真夜は、音々子との間を阻む氷柱を殴りつけ、叫んだ。

「俺だけって……音々子はどうするんだ！」

　後先を考えず打ち込まれた拳こぶしの皮膚が裂け、血が滲にじむ。だが、

　……壊せる。分厚い氷壁はともかく、氷柱なら壊せる……！

　しかしそれでも、壊すより増える速度の方が速いのは、誰の目にも明らか。

　険しい顔で増殖し続ける氷柱を睨にらむ真夜に、音々子は変わらない笑顔を浮かべ、自分のまわりで氷柱を喰くらい、僅わずかな隙すき間まを保っていた〝黒アンノウン〟を一点に凝縮させていく。

「ご安心を。わたしはこの程度の間に合わせの術式で、どうにかなるものではありません。ですので、真夜さんだけでも逃げてください。結界はわたしが穴を空けます」

　結界〝は〟。つまり氷壁で外界と隔てられているだけの真夜を逃がす余力はあっても、氷柱の檻おりで二重に覆われた音々子が突破するほどの力は──時間はないということだ。

「なにか、その〝黒〟以外の魔法はないのか!?」

「……《狭間の踏破者スルーオーバー》は発動の条件に合いませんし、もう一つの魔法では──最悪、真しん夜やさんを巻き込みかねません。状況が……いえ、この環境が悪すぎるんです」

　だから真夜だけでも──と音ね々ね子この瞳ひとみは語っていた。

　しかし音々子が淡い笑みで首を振るのと同時に、真夜は直感した。

　……違う。それじゃあダメだ。

　結界の外。すでに観客のように、こちらを冷ややかに見る冷れい香かの顔が語っている。

　目的はまさにそれだ──と。

　冷香の目的は最初から一貫して音々子だ。真夜の生死は過程に過ぎない。

　だったら真夜だけが結界から逃れたとして、そこに意味はない。

　……だいたい、そんな風に言われて──

「──俺だけ逃げれるわけないだろ！」

「し、真夜さん……っ!?」

　大声と共に身体からだ中の空気を吐き出し、ゆっくりと吸い直す。

　凍るほどに冷たい空気が、真夜の頭を冷まし落ち着かせる。

　……ああ、そうだ。魔法だなんだとド派手で理不尽でデタラメなものを見せられて、そっちにばかり気をとられていたけど──根底は単純な話だ。




　愛いとしい人が、魔法使いとやらに、奪われそうになっている──以上。




　シンプルだ。だったらどうするかなんて、考えるまでもない。

「音々子は、俺が──守る！」

　宣言しながら、真夜は内心で笑う。

　……方法なんてわからない。音々子やロコのような驚異的身体能力もない。冷香のように魔法だって使えない。

　そもそもこんなもの、ただの決意表明であって現実の魔法を退けられる力じゃない。

　なのにこんなことをほざくのだから、アホもここに極まれりだ。

「だけど──」

　一つだけわかっていることがある。それだけで十分に事足りる。

　どれだけ唐突でも、自分が信じるのなら、それはたった一つの真実となる。

　もはや内心だけでなく顔中で笑いながら、真夜が告げる。

「俺は──音々子が好きだ」

　だったら──

「自分が好きになった人くらいは、なにがなんでも全力で守り抜かないとなあ……!!」

「……真夜さん」

　氷柱つららの隙すき間まから目を丸くする音々子の姿が見える。

　……想おもいはここにある。それでも、絶対的に力が足りないのなら──。

　真しん夜やが音ね々ね子こを覆う氷柱つららに拳こぶしを叩たたき込む。幾度も幾度も、僅わずかな隙すき間まを広げ、手を……いや、爪つめの先だけでもとばかりに腕を伸ばし──言う。

「だから俺だけじゃない！　俺も、音々子も助かる方法を──一緒に考えてくれ!!」

「真夜、さん……っ」

　あふれ出る喜色を噛かみしめ、音々子は愛いとしい人の名前を呟つぶやく。

　……伝わってきます。真夜さんの想おもいが、決意が。

　それは彼と結ばれた無数の繋つながりから。内にある彼自身から。

　ゆえに、音々子が思考を巡らせたのは、一瞬だった。

　確実に真夜だけでも助かる方法ではない。それでも愛しい人が、そう望むのなら。

「──わかりました」

　決意を込めて、音々子は真夜を見据え──宣誓した。

「真夜さん。マイマスター。わたしの全すべては、あなたのものです。この身、この論理、この知識。全てを──あなたにお預けします」

　紅くれないの瞳ひとみは真まっ直すぐひたむきに、真夜だけを映し。

　真白き頬ほおを、己おのが主あるじへの信頼で朱に染め。

　桜色の唇から、厳粛なる誓いの調しらべをもって。

　叡えい智ちの解放を──宣言する。




「────わたしを、使ってください」




　宣言と同時、真夜の手元に一冊の古書が現れた。

　それは複雑な装飾が描かれた、革張りの古書。

　真夜の手に不思議なほど良く馴な染じむ、禁じられし書物。

　最古にして原初。全てのはじまり。

　音々子の核────未完の魔導機書。




「ぅあっ!?」

　瞬間、真夜の脳髄に火花が走った。

　火花は炎となり、脳を焼き神経を焼き身体からだを焼く。

　与えられた炎に身体が発狂し、歓喜に打ち震えだす。

　体内で明確に機能の切り替わる音が響き、鳴動を開始する。

　──本来イレギユラーの回路システムが動き出す。

　自身の身体に起きたことをイメージとして捉とらえながら、真夜は理解した。

　……ああ、これが魔法か。

　世界を歪ゆがめ、望む結果を現実に上書きする秘術。

　上辺だけでなく、深しん淵えんを理解する。させられた。──ようやく、識しった。

　未完の魔導機書を片手に、真しん夜やの口が自然と動く。

　ページをめくって読むまでもない。すでに意味と手順は真夜の脳裏に刻まれている。

　だから真夜はその通りに、読み上げる。魔導機書かのじよと、星ここと、人間じぶんを──詠うたう。

「《────知よ、地よ、血よ》」

　たった三語。だが、それだけで十分だった。

　世界が言葉に秘められた意味を汲くみ取とり。込められた意図を反映し。

　真夜の拒絶を示し、許容する。ゆえに結果として──白の光が世界を歪ゆがめた。




「なっ……!?」

　冷れい香かの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　それは一瞬の出来事だった。氷壁の結界が自ら崩れ落ちるように砕け散った──そう認識した瞬間には、すでにそこには氷片すら残っていない。──なにも、ない。

　残っているのは使役者と未完の魔導機書、ロコと自分。周囲の家屋にも一切の影響を及ぼさず、しかし氷柱つららの一本、水滴の一滴、残ってはいない。

　数秒の間を置いて、冷香はその意味を理解した。──すなわち、

　自分の構築した氷壁の結界──いや、発動した全すべての魔法が、同時に消滅したのだと。

「なにが……っ!?　使役者、あんたなにを……！」

「俺は詠よんだだけだ。これを、あんたが未完の魔導機書と呼ぶものをな」

　真夜が誇るでもなく安あん堵どするでもなく、なるべくしてなったのだとばかりに告げる。

　その落ち着きぶりが冷香の神経を逆なでし、気づいたときには怒鳴っていた。

「ふざけないで！　使役者風情が魔導書グリモワールならともかく、魔導機書を詠んだ!?　それもたったあれだけで、アタシの魔法を打ち消すほどの大魔法を、あの構成速度で……!?」

　魔導書──魔法使いにとっての教本なら、まだわかる。

　初心者用の教科書だ。あんなもの子供でも詠める。だけど効果もまた同様に子供向けでしかない。冷香の魔法を相殺するなど、夢に見るのもバカらしいほど幼稚な魔法だけだ。

　だが──魔導機書は違う。

　魔導機書は魔法使いの集大成。生涯をかけて研究され、完成した魔法。記した魔法使いの到達した高みが、全て記されている。

「──到達点の一つを、愚者にすぎない使役者が詠んだ……!?」

　ありえない。しかし、あの落ち着きようは明らかに〝理解して〟魔法を詠んだからだ。

　だったら──と思考を巡らせたのも僅わずか。冷香は全身から力を抜いた。

「……もういいわロコ。いつまでも転がってないで、さっさと退ひくわよ」

「……ん」

　小さく頷うなずいたロコの動きは素早かった。

　再生した腕で冷香を抱え、近くの建物の屋根まで飛び上がる。

　誰の目にもわかる撤退。しかし──それは幕引きではなかった。

「真しん夜やさんを──わたしの愛いとしいマスターを殺そうとしておいて、自分の都合で逃げるなんて……随分と虫のいい話ですね？」

　その鏖おう殺さつする対象に一切の関心が含まれていない声は──音ね々ね子こから。

「────呼出コール《原初の輪アンノウン》」

　幾度目かわからない〝黒アンノウン〟が音々子の頭上に浮かぶ。

　しかし、その大きさが今までとは桁けた違ちがいだった。

「おいおい……俺よりでかいじゃねえか……」

　もはや何倍か考えるのもバカらしい。

　操る音々子よりも巨大な〝黒〟が宙に浮かび、即座に放たれる。

　ロコは着地した直後。次の動作までにはどうしてもラグが出る。

　抱えられた冷れい香かも同様に動けない──だが、

「殺そうとした？　あら、誤解させてしまったなら謝るわ。ごめんなさい」

　氷結空間の壁が〝黒〟の進路に立たち塞ふさがった。

　何枚も何十枚も、停止した空間そのものが防壁として〝黒〟を阻む。

「言ったでしょう？　〝挨あい拶さつに来た〟って。殺すつもりなら出会い頭に問答無用の不意討ちで済む──」

　しかし空間の壁も全すべてを喰くらう〝黒〟には耐えきれず、大半が喰われながら砕け散る。

　辺り一面に氷片が舞い散り光を乱反射し、周囲の建物ごと一帯が〝黒〟に呑のみ込まれた。

　建物──だけが。

「──かどうかを確認しに来ただけ。だから、アタシを殺すのは次に会ったときになるわね。それまでごきげんよう、未完の魔導機書。あなたを──新しい世界を手に入れるのは、アタシよ」

　その宣言を最後に、周囲を満たしていた異質な冷気が霧散し……消え去った。

「…………逃げましたか」

　音々子は猫耳を何度か動かし周囲を探ると、緊張を解き息を吐はいた。

　最後に〝黒〟を放った両手をぐっぱぐっぱと何度か閉じ開きし、首をかしげる。

　……どうにも手て応ごたえが妙でしたね。

　砕けた氷を隠かくれ蓑みのに視界外に移動、射線上にあったのはデコイといったところだろう、と音々子は分析し、ため息を吐く。

「逃げ足だけは本物のウサギ並みですね……猫より速いとは本当でしたか」

　不本意ながら、当面の脅威は去った。真夜が守れたのだから、結果としては良しだ。

　なら──と音々子は真夜を振り返る。

　すでに冷たく硬い未完の魔導機書は空気に溶けるように消えており、代わりに音々子の温かくやわらかい手が真夜の手を握りしめた。

「すみません、真夜さん。わたしが至らないばかりに、お手を煩わせてしまって」

「いや、俺が望んだことだ。音々子こそ、大丈夫か？」

「はいっ。わたしはあの程度、なんでもありませんっ」

　それは真実。圧あつ殺さつ一歩手前まできた氷柱つららで僅わずかな傷はついたが、その程度は魔導機書レトヴイワールにとって負傷とはいえない。傷がつく端から跡形もなく治癒していた。

「そうか。それはよかったよ……」

　元気をアピールするように真しん夜やの手をにぎにぎと、ちょっと強めに握りしめる音ね々ね子こに苦笑しつつ真夜は安あん堵どの息をついた。

　しかし──直後、

「──あ、れ……？」

「真夜さん？　真夜さん……!?」

　視界が歪ゆがみ音々子の顔が歪む。真夜の足下が不確かになっていく。

「真夜さん!?　真夜さん……っ！」

　……大丈夫。大丈夫だから。

　言葉にならない呟つぶやきをもらしながら、歪む視界に真夜はつい先程のことを幻視していた。

　それは音々子が冷れい香かとロコに向けた──二人を生物として認識していたかも怪しい、まっさらな視線。音々子の無む頓とん着ちやくともいえる、無関心に過ぎる表情。

　そのことが気にかかりつつも真夜の身体からだからは力が抜けていき、視界に映る音々子の泣き顔を最後に──意識が、途切れた。






　　　第三章　黒い変化






　目の前に、白く大きな双丘があった。

「…………おっぱい？」

　思わず真夜の口から、その素敵物体を示す言葉がもれる。

　そこは机やメタルラックなどが置かれた真夜の自室。深夜二時過ぎのことだった。

　目覚めた真夜の視界は──白くやわらかそうな胸に埋め尽くされていた。

「え、いや、さっきまで公園で……音々子が泣いて……あれ？」

　……落ち着け、俺。一つ一つ、順番に確認していくんだ。

　深呼吸をして、胸に満ちた甘い匂においにまた悶もだえて。それでも抗あらがいがたい引力を放つ二つの物体から無む理り矢や理りに視線を外し──その主を確かめる。

「……んぅ……しんや、さん……」

　白く長い髪。あどけない童顔。小柄な身体と、反して大きな胸。一対の三角猫耳に、腰からのびたフサフサの細い尻尾しつぽ。

　……音ね々ね子こだ、間違いない。

　確認はできた。なら次にするべきことは？　──決まってる。

　自問自答した真夜の視線が元に戻る。

　腕と重力に押されて僅わずかに歪ゆがみ、しかし綺き麗れいな形を保つ二つの柔肉。

　シミ一つない真っ白な肌はしなやかな曲線を描き、その頂点は淡い桜色に色づく。

　瑞みず々みずしい果実のごときそれを収穫せんと、真しん夜やの手が伸びる。──否いな、彼の意志を越えて本能が訴え、自然と視界を埋め尽くす大きな胸へと手が伸びる。

　ふよん──と。指先に返る感触は柔らかく、マシュマロのよう。

　しっとりとしたキメの細かい肌は指に吸いつくみたいで、もっと感触を確かめたくなる。

　誘われるように真夜の手がさらに大胆に動き、指先だけでなく手の平も使い胸全体を包み込むように触れる。──いや、揉もみしだく。

「でかい……やーらかい……」

　……なんだこれ。手の平におさまらないんですけど。柔らかすぎて軽く力を込めるだけで、指の間からむにゅっとこぼれて溢あふれてくるんですけど。それなのに力を緩ゆるめれば、指を押し返す張りの良さもあるんですけど。

　しかもなんだか、手の平に小さくコリッとした感触まで伝わってくるんですけど……！

　──そして、遅まきながら真夜は気づく。気づいてしまう。

　この感触、そして桜色の蕾つぼみまで見えている状況。間違いなく、音ね々ね子こは裸だ。

　ならば──胸から下は、どうなっているのだろうか……？

　ゴクリと生なま唾つばを呑のみ込み、そこに思考が至った瞬間には、すでに行動に移っていた。

　腕を引き身体からだを引き、視線を下げ──真夜は言葉を失った。

　そこには、美の化身が存在した。

　真夜に添い寝するような横向きにもかかわらず、綺麗な形を保っている真っ白で大きな胸。呼吸に合わせてふるふると揺れるそれは、推定Ｆ。もっとあるかもしれない。

　お腹なかはつるりとやわらかそうで、きゅっとくびれた腰は強く抱けば折れそうなほど細い。

　真っ白な足は細すぎず太すぎず。長さも合わせて完かん璧ぺきなバランス。むにっと歪んでいる太ももなど、細さに秘められた柔らかさを見せつけているようで、そそられる。

　綺麗で、可か憐れんで、儚はかなげで。あどけない幼さと肉感的女性の身体を併せ持つ、至高の存在。

　人ならざるがゆえに、人として完璧に成り得た理想の具現。

「…………ぅにゃ……？　……しんや、しゃん？」

　などと考えながら裸身の隅々までを脳裏に焼き付けていると、音々子の目がうっすらと開き、声がもれた。

「お、おはよう。音々子」

「……おはよう、ございまひゅ……」

　音々子は背中に嫌な汗をかいている真夜を、しばらくとろんとした目で見つめ──不意に、ガバッと抱きついた。

「真夜さん!?　目が覚めたんですね……！　よかった。本当に、よかったです……っ」

「ね、音々子!?　いやあの、裸で胸がむにゅうとあああなんだこの全身のやわらかさは!?」

「よかった……。あのまま真夜さんが起きなかったらと思うと、わたし……わたし……」

　裸体で抱きつかれ一瞬狼ろう狽ばいした真しん夜やは……しかし、胸元に当たる温かく湿ったもので、正気を取り戻した。

　音ね々ね子この背に腕を回し、しっかりと抱き締め返す。

　包み込むように──真夜の存在を、全身で音々子に伝える。

「大丈夫。大丈夫だから。俺はちゃんと起きて、ここにいるから」

「はい……はい……っ」





　　　　◆






「──つまり、魔法で俺の家まで戻ってきた、と」

「はい。真夜さんのお家うちに、人が入れるほどの隙すき間まがあってよかったです。わたしの《狭間の踏破者スルーオーバー》は本と本の間へ飛ぶための魔法なので、転移できるのは狭間──ざっくりと言って、何かの間へだけなんです」

「ふむ……」

　自身が気絶した後のことを聞いた真夜が頷うなずき、隣に足を崩した正座──いわゆる女の子座りで、すでに泣き止やみ、にこにこと笑っている音々子に訊たずねた。

「それで……なぜに裸で添い寝を？　俺が言うのもなんだけど、さすがに順序がちょっとすっ飛びすぎてないか？　いやまあ、別にいつでもウエルカムだけども」

「ふぇ？　…………ふにゃ!?」

　素で忘れていたのか、音々子が慌てて自分の身体からだを隠そうとする。しかし大きな胸は隠しきれていないし、そもそも全裸だから露出に対して隠す腕が足りない。

「えと、その、これはですね……」

　だがそんな状況でも、恥ずかしそうに身をくねらせて意図せず真夜の情欲を煽あおりながらも、音々子は素直に答えた。

「〝寝込んでいる人には裸で添い寝をして温めるのがいい〟とわたしの知識にありまして」

「うん。その知識は、いったいどんな本から手に入れたんだろうな？」

　絶対に医学書などではあるまい。おそらくは近代のティーン雑誌あたりだろう。

　微妙な顔で頷く真夜に、音々子は「……それに」と言葉を続けた。

「それに、ここまで肌を見せることも添い寝をすることも、愛する人にだけする特別な行いと、わたしには記されていて……。真夜さんが喜んでくれるかな、と……はぅぅ……」

　音々子の頬ほおがさらに上気する。

　その瞳ひとみは泣きはらしたものとは違う潤うるみと熱を帯びて、真夜を見つめていた。

「真夜さんになら。真夜さんにだけ、です。ここまで肌を見せるなんて……さわられるなんて。あなたが、喜んでくれるなら……♪」

　気持ちが高ぶったのか言葉と共に腕が緩ゆるみ、隠されていた胸が真夜の眼前に晒さらされ──大きな双丘と淡い桜色の先端がしっかりと目に焼き付く。

　……うん、テンション上がるね！　いろいろと上がっちゃうね！

　そして音ね々ね子この美しい身体からだもさることながら、音々子の言葉が、想おもいが、積極的に愛を示してくれていたという事実が、真しん夜やのテンションを跳ね上げる。

　しかし、真夜が前まえ屈かがみ気味になって頑張って堪えている姿が音々子にはどう映ったのか。照れ照れとした顔が僅わずかに曇った。

「ごめんなさい……ちょっと、わたしのワガママも入ってました」

「ワガママ？」

「はい……………………寂しかったんです」

　音々子は恥ずかしそうに、しかし羞しゆう恥ちとも情欲とも異なる潤うるみを瞳ひとみに宿し、呟つぶやく。

「そんなことはない、と思いながらも。もし真夜さんが起きなかったら──と考えてしまって……とても一人ではいられなかったんです。できるだけ真夜さんのお側そばにいたかったんです。一人が……寂しかったんです」

　ベッドに投げ出していた真夜の手を握り、音々子が俯うつむく。

「ごめん、なさい。もちろん看病も嘘うそではありません。ですが──」

「そういうワガママなら、大歓迎だ」

「……ふぇ？」

　きょとん、と目を丸くして顔を上げた音々子に、真夜は笑いかける。

「たしかにいきなりで驚きはしたけどさ。でも、音々子の気持ちは伝わってる。なら、それでいいんだ」

「真夜さん……」

「我慢なんてしなくていいから。一緒に寝るのなんて、俺からお願いしたいくらいだぞ？」

「そう言っていただけますと、よかったです……真夜さんに喜んでもらえたのなら」

　では──と音々子は期待と身体の熱に甘くとろけた瞳で、声で、

「今晩……は、もう遅いですが。明日からでも……お声がけいただければ、ぜひ……♪」

　そう、囁ささやくのだった。





　　　　◆






　精せい緻ちなレースやフリルがあしらわれた純白のパンツを穿はき、下とおそろいのブラジャーをつけ、黒のタイツを穿き、フリルや飾り布で幾重にも彩られた古風なスカートとブラウスを着て、巻き込まれた長い白髪を背に流し……

「し、真夜さん。あまりまじまじと見つめないでくださいよぉ……は、恥ずかしいです」

「恥ずかしがってる音々子もかわいいから問題なし！」

「問題がないのは真夜さんだけですぅ！」

　ぷくぅと頬ほおを膨らませながら抗議する音々子だが、途中からチラチラと真夜を気にしていたにもかかわらず、全部着終わってから文句を言うあたり、なんともいじらしい。

「おいで、音ね々ね子こ」

「はい、真しん夜やさんっ♪」

　怒っているようにも見えた音々子だったが、ベッドに座り直した真夜が隣を叩たたくと、猫耳をピコピコ揺らし尻尾しつぽを真まっ直すぐに立て、ひたすら嬉うれしそうに隣へ腰を下ろした。

　揺れる猫耳に誘われるように、真夜の手が音々子の小さな頭にのびる。

　そうしてしばらく。音々子の存在を確かめるように頭をなでていた真夜が、口を開いた。

「……なあ、音々子」

「どうしました～？」

　気持ちよさそうに目を細める音々子をなでながら──

「あのとき……冷れい香かが音々子を襲ってきたときのことだけど……」

　真夜は固い声音で、問いかけた。

「音々子──冷香を殺そうとしたよな？」

「ええ。そうですよ？」

　返事は端的に。音々子は気持ちよさそうな顔もなにも変わらず、あっさりと答えた。

　……やっぱりか、と真夜は思う。それは二重の意味で。

　冷香を殺そうとしたことと──気に留める様子もなく答えたこと。

「……音々子。そう簡単に人を殺しちゃダメだ」

「どうしてですか？　愛いとしい真夜さんを殺そうとしたのですから、当然じゃないですか」

　きょとん、と音々子が真夜を見返す。

　理由はいくつでも上げられる。倫理、感情、労力、罪と罰──きりがないほどに。

　だが、それらの根底は一つだ。

「じゃあ俺が殺されたら、音々子はどう思う？」

「？　そんなことはさせませんよ？」

「音々子が守ってくれるから、だろ？　それはわかってるけど、仮定の話としてさ。考えてみてくれないか？」

「え……っと？」

　一瞬、音々子は問われた意味がわからないとポカンとし──すぐさま顔を青ざめさせた。

　……真夜さんが殺される。死ぬ。それは絶対に忌避すべき事態です。

　そのための手は打ってある。でも、もし──と思考が及び、

　──ゾッと音々子の背筋を冷たいものが走った。

「ああ、悪い。そんな悲しい顔をさせたかったわけじゃないんだ」

「か、悲しくもなります！　だ、だって愛してる人を殺されれば、そんなの当然です！」

「うん──だから、それ」

「……え」

　今にも泣き出しそうな震える声をもらす音々子に、真夜は真剣な顔で言い聞かせる。

「誰かを殺したら、そいつを愛してるやつがそう感じるんだよ。わかった？」

「それ、は……」

　……どうなんでしょう、と音ね々ね子こは思う。

　筋は通っているように感じるが……まだしっくりとはこない。

　真しん夜や以外の存在が悲しんだからといって、自分にどんな関係があるというのか。

　しばし音々子は悩み──呟つぶやいた。

「……真夜さんがそう言うのでしたら、気をつけてはみます。──ですが」

　音々子は笑顔で。それが規定事項であると言わんばかりに。断固として言い切った。

「真夜さんの命を脅おびやかすなら、誰が悲しもうと関係ありません。やむを得ないときは迷わず──殺します」

「ま、今はそれでいいよ。……結局、これも俺のエゴだしさ」

「エゴ、ですか……？」

「そうだ。一度始まると終わらない。無限の連鎖が生じる。なら、そこに大切な人が巻き込まれないようにするにはどうするか。──簡単だ。全すべてを、真っ平らにし尽くせばいい」

　そのためには、一度でも殺して──始めてしまっては意味がない。もしもやるならば、適切なタイミングで、圧倒的な力によってこそ、成さねばならない。

　それこそが──最高にして最悪にして最善の手段だ。

　愛する人を失ったとき、奪われたとき、音々子のように考える人がいないとも限らないのだから。余計な危険は、事前に避けておいた方がいい。

　黒い瞳ひとみは小揺るぎもせず。淡々と告げる真夜に、音々子は自分と同質のものを感じ、

　……ですが、どこか違うような気もしますね。

　これも真夜の一面。彼の考え。矛盾するようで、『大切な人を守る』という一点において矛盾しない、彼の解答。

　真夜の言葉の意味を考えながら、音々子は呟いた。

「他人にも他人の愛がある……追記完了」

　それでも、と音々子は思う。

〝他人の愛〟。

　それが自分の愛よりも優先されるべきこととは──どうしても思えなかった。

　そしておそらく、真夜も──。




「──さて」

　と、真夜は手を打ち、頭を切り換えた。

「それで音々子。狙ねらわれるような心当たりは？」

「えと……それが、なにもないんですよね……」

　音々子は困ったように眉まゆを下げる。

「未完の魔導機書、というのはわたしの通り名で間違いありません。それに、この時代で『ψプサイ』と呼ばれる魔法使いに造られた、最初の魔導機書レトヴイワールであることも」

「んー……『ψプサイ』って人は冷れい香かが言うには、すごい魔法使いだったんだろ？　だからそいつの造った、高性能な音ね々ね子こが狙ねらわれた……とか？」

　言いながらも、真しん夜やはどこか腑ふに落ちず首を捻ひねる。

　たしかに音々子は強かった。冷香の魔導機書レトヴイワール──ロコにしても相当な強さだったが、応戦する音々子は圧倒的といってもいいほどだ。

　しかし、それが狙われた理由とは、どこか納得がいかない。

　音々子も同じようで、首をかしげる。

「わたしなんて、骨こつ董とう品ひん的な価値しかないと思うのですが。わたしが造られて数百年。魔法も魔導機書も進歩しています。今更わたしのような存在を求める理由なんて……」

　……ちょっと待て。今、聞き捨てならないことを言わなかったか？

「あのー音々子さん？　今……造られて、数百年って言った？」

「ええ。この未完の魔導機書──《追書変異ネストラネ・リワード・コア》は、五〇〇年以上前に造られたものです。自分でも把握し切れていませんが、六〇〇年は越えてないかと」

「ってことは音々子って、五〇〇歳以上……？」

「えと……音々子としては、一日足らず、ですね。それまでわたしは《追書変異わたし》で、音々子ではありませんでしたから」

　……落差がひどすぎて目眩めまいがする。

　なるほど。知識はあっても、人生経験のない生まれたてならば、この子猫のように無邪気で幼い性格も納得だ。

　そこがまたかわいくて仕方がないのだが──さておき。ならば一つ気になることがある。

　真夜を〝最初で最後のマスター〟と呼んでいたからには、それまで誰一人として音々子の主あるじとなった──なれた人はいなかったのだろう。

　……だけどそれほどの年月、誰にも見つからず開かれなかったとは思えないんだよな。そもそも『禁書庫』にあったってことは……。

　しかし考え込む真夜をどう勘違いしたのか、音々子が鼻息も荒く小さく拳こぶしを握った。

「ご安心をっ。数百年の間にも、その時々で最新の知識を手に入れていますので。本は本から知識を得るんです」

「ああ、触れた本から知識を吸収できるんだっけ」

　通称──

「耳みみ年どし増ま機能」

「そんな名前じゃないですよ!?　そ、それにわたしは耳年増なんて淫いん乱らんなものではなくてですね。ただちょっと知識が多くて、でも経験がなくて──」

「うん、知ってる。かわいくて純真で──一いち途ずに俺を想おもってくれてる子だもんな」

「……です♪」

　ぷしゅ～、と音が出そうなほど真っ赤になって俯うつむいた音々子は、もじもじと指を絡め、耳まで赤く染めてチラチラ真夜を見やる。

　その視線を真まっ直すぐ受け止め、見つめ返していた真しん夜やだったが……そのまま五分ほど経たっても照れ照れとしたまま復帰しない音ね々ね子こを見て、咳せき払ばらいを一つ作った。

「そ、そういえば。音々子が使ってた魔法も、そうやって知ったのか？　あの黒い球」

「えと、黒い……あ、《原初の輪アンノウン》のことでしたら、それは別枠です」

　置いといて、というように音々子が右から左へ手を動かす。

「《原初の輪》は、わたしの制作時に元々記述されている魔法──内蔵魔法の一つです。といっても、三つしかないうちの一つなんですが」

「いや、あれで十分だろ。触れるものを全部消すなんて、かなり強力じゃないか」

「消すというよりは……物質を分解し、原初のエネルギーにまで還元。魔法が発動したことによって起こる『しわ寄せ』に充当することで、実質的に減衰なしで発動する魔法。……言ってしまえば、分解することだけを意義とした、究極の無駄遣い魔法ですね」

「無駄遣いというか、それは……」

　天地創造とかの時代で行われているような、まさに原初の現象なんじゃなかろうか。

　理解できてしまった魔法の真相にドン引きしながら、真夜はあの〝黒アンノウン〟を──《原初の輪》を使っていたときの音々子を思い出す。

　たしか音々子はあのとき、なにか言葉キーワードを──

「…………呼出コール《原初の輪》」

　呟つぶやいた瞬間、真夜の身体からだが宙に浮いた。

「……は？」

　スローモーションのようになった世界で真夜が認識できたのは、手をついていたベッドに──いや、その下、床にまで、ちょうど人一人分くらいの穴が空いたということ。

　そして支えを失った自分が、落下を開始したということ。

「はいぃ!?」

　落ちまいと反射的に伸ばした手が、ベッド脇のメタルラックを掴つかんだ──直後。

　ミシッ──と、真夜の手がメタルラックの支柱を握り潰した。

　握にぎり潰つぶされたスチール合金は元の耐久性を保つことができず、真夜の体重に引っ張られて即座に折れてしまう。支えを失った真夜は再びの自由落下を始め、

「真夜さん、手を！」

　音々子が手を伸ばす。それは狙ねらい過あやまたず真夜の腕を握り、彼を部屋へ引っ張り上げた。

「たす、助かった……ありがと、音々子」

　床にへたり込むように座り込んだ真夜は、地面のありがたみを実感し──気づいた。

「…………うん？」

　真夜が落下するまで、数秒どころか、一秒もなかったはずだ。

　だが、その間に周囲の状況を把握し、腕を伸ばし、メタルラックを握り潰し、音々子に引っ張り上げられる。これだけのことが起こっていた。

　そして今、真夜自身が、その事実を認識している。その、ありえない事態を。

「え……」

　僅わずかに遅れて、そのことに気づいた音ね々ね子こが絶句する。

　音々子の動きや力が人知を越えた世界でも通用するのは、先の戦闘で証明済みだ。

　だからおかしいのは──

「どうして真しん夜やさんが金属を握にぎり潰つぶし、あれほどの動きを……いえ、そもそも──」

　音々子の視線が向くのは、ベッドと床に空いた、球状の大穴。

「どうして真夜さんが──詠唱もなく、魔法を使えるんですか!?」





　　　　◆






「──魔法、ね」

　町外れにある屋敷の一室。青白い月が照らす自室で、冷れい香かは誰にともなく呟つぶやいた。

〝魔法〟は、お伽とぎ噺ばなしで語られるように一般人が思っているほど万能の力ではない。

　何でもできるわけでもなければ、『しわ寄せ』として相応の代償も必要となる。

　そして魔法を使う手順も──煩雑だ。

「マスター。準備、できた」

「今行くわ。儀式の片付けが終わったら、買い出しに行ってきてちょうだい」

「了解」

　ロコの声に頷うなずいた冷香は、部屋の中央に置かれた円卓に向かい、口を開いた。

「《────在りし日を呼び、此方こちらの熱を借り──》」

　──詠唱。小説やお伽噺フイクシヨンでも、もはや魔法の代名詞となっている有名な行こう為いだ。

　魔法とは、この世の根源に触れ、概念を書き替え世界を歪ゆがめる術。

　求める結果を先に世界へ反映し、影響に応じた『しわ寄せ』を制御する技術。

　その要かなめとなる『しわ寄せ』の制御を行うのが、詠唱だ。

　魔法と詠唱は切っても切り離せず、詠唱こそが魔法とすら言える。

　しかし、これには例外がある。

　冷香は詠うたいながら部屋の隅に視線を向ける。

　そこにいるのは命じられた片付けを淡々とこなす、灰褐色の髪をした無表情な少女。

　例外──魔導機書ロコだ。魔導機書レトヴイワールに、詠唱の発声は必要ない。

　魔導機書の本質は、魔法使いの集大成たる書物だ。

　そのため、魔導機書には〝基幹式〟と呼ばれる根幹を成す魔法を中心に、作成時に魔法がいくつか内蔵──『しわ寄せ』の制御に必要な詠唱が記述されている。

　ゆえにその項ページを──記された魔法名を呼出コールするだけで、魔導機書は詠唱の必要なく即座に魔法を発動させられる。

　一見すると便利なシステム。魔法使いよりもよほど優秀だ。

　──だけど、と冷香は思う。

　魔導機書レトヴイワールは、それしかできない。

　一度書いた文字は消えないように。完成したものに手を加えると破は綻たんするように。

　記述されていない魔法は使えず。その魔法も作成時に内蔵したきり更新できない。

　……そもそも無数に記述したところで、魔導機書が使える魔法の数や質は造り手まほうつかい依存だから、結局本人と似たり寄ったりになるのよね。

　更新も追加もできず汎はん用よう性せいに欠ける。それが魔導機書の欠点。

　本来の魔法は、あくまで人間──魔法使い専用の技術だ。

　魔法使いならば、知識の及ぶ限り、自身の力の及ぶ限り、どんな魔法でも使用できる。

　しかし、魔法使いでも魔導機書でも、詠唱の壁は越えられない。

　どれだけ魔道を極めた魔法使いであっても──おそらくかの『ψプサイ』であっても──詠唱なしに魔法は発動させられない。

　これは努力や才能で解決できる問題ではなく、魔法というシステム上不可避の事実だ。

「いつかその壁も越えてみたいものね。……いつか、ね」

　呟つぶやき、冷れい香かは詠唱を終える。

　しかし、魔法は発動しない。ならば失敗か？　──違う。

　その結果に、自らの技術に満足し、冷香は薄く笑みを浮かべた。

　魔法には詠唱が必要である。その大前提は覆らない。

　しかし冷香は覆すのではなく──抜け穴を作った。

「〝即応マクロ化〟──完了」

　魔法の即応化、と冷香はその技術を呼んでいる。

　仕組みそのものは魔導機書と同様だ。

　先に詠唱を済ませておき、詠唱を圧縮、記憶という形で脳に刻みつける。

　あとは言葉キーワード一つで発動も破棄も自動で行われる。詠唱もなく、単語一つで。

　……先に長々と詠唱しておかないといけないし。一回ごとの使い捨てだし。数だって忘れたら詠唱が霧散するから覚えてられるだけだし……。

　デメリットをあげれば切りがなく、準備に対して効果が見合っているのかは……開発した冷香自身かなり疑問だ。

　……でも、方法自体は好みよ。

　弱じやつ冠かん九歳にして魔道の名門で当主となった。親族以外で彼女を知る者は、皆が天才と評する。たとえ親族が適正として〝出来損ない〟と扱おうとも、資質は紛まぎれもなく天才だと。

　だが、冷香は天才ではない。

　コツコツと積み重ね、一段ずつ上り、結果をもぎ取る──労力を厭いとわないだけだ。

　この技術がそこそこ有用であることは、先の戦闘でも証明できた。

　最後こそ使役者に破られたものの、あの速度で魔法を使わなければ、未完の魔導機書を追い詰めることはできなかっただろう。

　……即席の結界だけじゃ、あっという間に破られて殺されてたでしょうね。

　だからこそ、冷香はこうして魔法の補充と研究に余念がない。

　──しかし、それでも冷れい香かは満足できない。

　多大な労力をかけ、それでも魔法から詠唱を切り離せなかった。できたのは魔導機書レトヴイワールと同じ先取りシステムを魔法使い用にアレンジしただけ。

　……だけど、あらゆる方法を模も索さくしてきたからこそ、わかったことがある。

　今のシステム、今の前提条件、今のままの魔法では、原理上これ以上を望むのは不可能だ。だからこそ──

「できるやつがいるなら、参考までに見てみたいわね──そんなバケモノ」




　──そう。

　魔法使いとして数多あまたの魔法を扱い。

　魔導機書と同様に無詠唱で魔法を発動させ。

　なおかつ即応化なんて手段ぬけあなを用いない。

　そんな存在が──魔法という技術を根底から覆す人間がいるとすれば。

　それはもはや魔法使いひとではなく──





　　　　◆






「────人外みたいじゃ、ないですか……」

　音ね々ね子この口から呆ぼう然ぜんと言葉がもれた。

　真っ先に辿たどり着ついてしまった考えを否定するため──自分を落ち着かせるために、音々子は真しん夜やに魔法と詠唱の関係性を語った。

　しかし……それは疑念を確信へと変えるだけの作業にすぎなかった。

　呼出コールのみで行う魔法発動。金属を握にぎり潰つぶすほどの力。魔導機書と同等以上の認識速度。

　全すべては──真夜が人ならざる異質なモノであると、示していた。

「どう、して…………いえ」

　即座に思考を切り替え、音々子は意識を集中させる。

　自身の根源と紐ひも付づけられた繋つながりを辿り手繰り、真夜を精査し、

「え……」

　──歪ゆがんでいる。歪み、外れ、音々子の想定外の事態が真夜に起こっている。

　そう言えるだけの違和感を、音々子はたしかに感じ取った。

　しかし、その感覚はこうも訴えていた。

　正しい形に近づいた、と。

　……どうして、歪んだ形こそが正しいなんて。彼は紛まぎれもなく人間──あのときまで確実にそうだったはずなのに。

　たしかに、真夜はすでに本来の意味での人間とは異なる。

　そうあるように──真しん夜やと共に、いつまでもいつまでも──〝永遠〟を共に歩むために。

　彼はそのための能力を付与されているから。

　しかし、あくまでその力は一因子に過ぎない。ベースは元のまま──人間だ。

　決して、人間としての枠を外れるほどの改変は加えていない。金属を握にぎり潰つぶすほどの筋力や、無詠唱での魔法発動など、論外だ。

　なら、真夜が変わってしまった原因は……？

　ギチリ──と音ね々ね子この胸が軋きしみを上げた。

　真夜と出会って以降にあった出来事。彼の身体からだ──否いな、存在が変質するほどの出来事。

　そんなもの……一つしか、ない。

「わたしの、せい……？」




　音々子わたしが、未完の魔導機書わたしを預け、真夜さんが詠よんだせい……？




「音々子のせいなんかじゃないさ。あのときは音々子を守るために、ああするのが最善だったんだ。それに、俺が望んだことでもあっただろう？」

　同じ結論に至ったらしい真夜の言葉に、音々子は俯うつむく。

　そう、最善だった。

　──あくまで、あのときは。

　今更iイfフの話に意味はないとわかっていながらも、音々子は思わずにはいられない。

　こうなると知っていたら。愛いとしい真夜に代償を強いるなどという未来を知っていたら、あんなことは絶対にさせなかった──と。

　だが、それを言うことはできない。

　誰がどう言おうと、その代償を強いたのは──音々子なのだから。

　それでもこれだけは、と崩れ落ちそうになる精神を繋つなぎ止とめ、音々子は顔を上げた。

「真夜さん。これ以上は魔法を使わないでください。わたしも魔導機書レトヴイワールを出しませんので、真夜さんも今知っている──識しってしまった魔法を、絶対に使わないでください」

「さらに人外化が進むからか？」

　音々子は一度頷うなずき、続けて首を横に振った。

　真剣に、真まっ直すぐに真夜を見据え──




「これ以上魔法を使えば──真夜さんは、死にます」




　音々子は感情を押し殺した声で言い切った。

「力の増加や無詠唱での魔法発動などは──この際、問題ではありません」

　そう。それらは付随した、いわば副作用にすぎない。問題となるのは──

「変質してしまった、という事実そのものが問題なんです」

　音ね々ね子こは自身の胸元に手を当て、先程感じ取った事象をゆっくりと話す。

「いいですか。真しん夜やさんの人外化。それは本質の変化です。真夜さんを真夜さんたらしめる〝本質〟──魂とでもいうべきものが、変化してしまっているんです」

　音々子の言う〝本質〟というのは記憶や性格、付随するクセなど、全すべてをひっくるめた、いわばその人そのものだ。ならば、それが元の形から変化し外れてしまったならば……

「このまま人外化が進行し続け……真夜さんという人格が、意識が変化し失われてしまったら。たとえ身体からだが残っていようと──」

　もはや、元の存在しんやとは別物だ。それが示すのは──

「──存在の死、か」

　言葉を引き継いだ真夜に、音々子は頷うなずきを見せる。

　真夜が消える──死ぬ。それは音々子にとって最も忌避すべき事態だ。

　……この異常事態では、付与した〝永遠〟を共に歩む力も意味を成さないでしょう。

　本質が歪ゆがんでは、どうすることもできない。ただ自分は、最初に得た彼を基もとに……

「状況は理解したよ。────だけど」

　と聞こえてきた声に、音々子は知らず俯うつむいていた顔を上げた。

　そして、続いた真夜の言葉に──凍りついた。




「──そんなことは重要じゃない」




　真夜がきっぱりと断言する。

「音々子を守れた。それが最も重要なことだ」

　口の端に笑みすら浮かべ、安あん堵どの息を吐ついて真夜は言う。

　だが、その意味するところを理解した音々子は動けなかった。

　真夜はこう言ってるのだ。




　俺の命なんかより、音々子を守ることの方がよっぽど大事だ──と。




　──それは違う。

　それは音々子の判断基準とは異なっている。

「そんな……なぜ、ご自身の命より、わたしを守るほうが優先なんですか……!?」

「一言で言えば、〝音々子が好きだから〟。──でも、聞きたいのはそういうことじゃないんだろ？」

　音々子は頷く。知りたいのは、もっと根底。その判断に至ったきっかけ。

　その想おもいが瞳ひとみから伝わったのだろう、真夜が苦笑する。

「……つまらない昔話になるぞ？」

「真夜さんのことでつまらない話なんて、ありませんよ」

　彼が昨日、音ね々ね子こにそう言ったように。

　真しん夜やのことは──愛いとしい人のことは何でも知りたいから。

「まったく……そんな顔でねだられたら、俺に選択肢がないだろ」

　そして真夜は、音々子の頭をちょっと乱暴になで、静かに語り始めた。

　彼の原風景を。彼のはじまりおわりを──。





　　　　◆






「──七年前のことだ。この町を一つの災害が襲った。中心となった町の名前を取って〝園その代しろ大災害〟とだけ呼ばれているそれは、死者数百名、重軽傷者に至っては数千名を越える、近年稀まれに見る大規模な災害だった」

「原因は、なんだったんですか……？」

　訊たずねる音々子に、真夜は軽く笑い──

「──不明だ」

　そう、告げた。

「地震なら大震災、火事なら大火なんて呼ばれるんだろうけど、これだけの被害が出てなお、原因不明。ゆえに〝大災害〟と名付けるしかなかったらしい」

　この辺りは当時新聞やテレビでも話題になったし、今もネットでは時折ネタになる。

　──だが、一つだけわかっていることがある。

「生き残った人は口々にこう言ったそうだ。『公園でなにかが光った』と。そして爆心地であることを裏付けるように、公園にいた全員が例外なく──死亡していた」

　被害は公園を中心とした同心円を描いていた。中心ほど死者重傷者が増え、外縁ほど軽傷になる、作為を感じるほどの綺き麗れいな同心円を。

　その中心となった公園──それは、

「俺と音々子が出会った図書館がある公園。あそこは、その大災害の中心だったんだよ」

　だから図書館が墓石と揶や揄ゆされるのは、あながち間違っていない。今も図書館の片隅には、あの災害を悼いたむ慰霊碑が建っているのだから。

「七年前……そのような知識は、残念ながら持ち合わせていませんでした……」

　ですが、と音々子は真夜を見上げる。

「その災害と、真夜さんにどのような関かかわりが？」

「簡単な話だ」

　真夜は笑う。この話が始まったときから変わらない、乾いた笑みで。

「──俺も、そのとき公園にいたんだよ」

「…………え」

　音々子が言葉を失った。

　それもそうだろう。真夜はこう言ったのだから。

『公園にいた全員が例外なく──死亡していた』と。

「ああ。全員死んだよ。もがき、喘あえぎ、のたうち、陸にいながら溺おぼれるように。そして事切れる間際、苦しみから解放されたようにスッと穏やかな顔になって。その様は、まるで命を吸い上げられているみたいだった」

　そこで当時十歳の真しん夜やは見てしまった。

　人の脆もろさを。死よりも辛つらい苦しみというものを。

　そして──死の救いを。

「一人だけ。俺だけだ。周りの人がどんどん苦しみ倒れていくのを目の当たりにしながら、死の中心で、苦しむことも傷一つ負うこともなく、なぜか俺だけが生き残っていた」

「真夜さん、だけが……」

「俺は逃げた。だけど目に焼き付いた光景からは、死者をかきわける感触からは、逃げられなかった。人間という存在の脆さを実感してしまったんだ。……その日以降、どれだけ頑張っても、脆すぎる人間で構成された世界──世間に、なじめなくなってしまった」

「真夜さん。もう、もういいですから……っ」

　あまりにもショックの大きい経験の後、何重もの意味で異物と化してしまった真夜になにがあったかは、人ならぬ魔導機書レトヴイワールたる音ね々ね子こであろうと想像に難くない。

　普段、努めて明るく振る舞おうとする真夜の、その裏を垣かい間ま見みて、音々子は自然と真夜の手を握っていた。

　音々子の手を握り返し、真夜は笑う。熱の通った、穏やかな笑みで。

「大丈夫。もう俺は、乗り越えたから。他ならぬ──結ゆ愛あのおかげで」

「結愛、さん……？」

「そうだ。死の世界で一人だけ生き残り、だけど世間になじめず。希望を求めて話したら、親にすら気味悪がられた俺に唯一かまってくれたのが、妹──結愛だった」

　真夜の視線が向くのは、ベッド際の壁。見ているのは、その先にある結愛の部屋。

「結愛は好き放題マイペースに俺にかまい続けた。反応もしない俺を最後まで守ろうとした。それで……兄きよう妹だいそろって親に捨てられても、俺にかまい続けた」

　しかしそれでも変わらない妹の態度に、幼い真夜は疑問を覚えた。




『なんでおまえまで、ついてきたんだよ。父さんにも母さんにも捨てられたんだぞ』

『──だって、おにいちゃん一人だもん』

『……は？』

『おかーさんにはおとーさんがいて。でも、おにいちゃんには誰もいないの。だから、私が一緒にいるの。家族だもん。どんなことがあっても、絶対に離れない、家族だもん』

『……家族だけど、父さんも母さんも俺たちを捨てたぞ？』

『じゃあ、きっと家族じゃなかったんだよ』

『……おい』

『本当の家族なら、離れるはずないもん。だから、私が──私だけが、おにいちゃんの家族。私は、なにがあっても、大好きなおにいちゃんを一人にしないよ』




「──信じられるか？　当時九歳のガキがこんなこと考えて、親に捨てられても俺のためにって側そばにいてくれたんだぞ？　世せ間けん体ていを気にして、金だけ送ってくる両親とは大違いだ」

　女性の方が男性より早熟だというが、それにしても結ゆ愛あは年に似合わず頭が良すぎて思し慮りよも深すぎた。それゆえにかけた苦労を思うと、今もなお罪悪感が積み重なっていく。

　だが、その想おもいが自身の根底を形作っているのだと、真しん夜やは確信していた。

　……音ね々ね子こと出会って即座に〝結婚〟なんて言葉が飛び出したのも、そのせいかもな。

　家族とは、繋つながっているもの。たとえ他人であっても結婚すると家族だ。離れず、一緒に居続けられる存在。そんな想いが、きっとどこかにはあったのだろう。

　真夜は壁の向こうを──結愛を優しい眼まな差ざしで見つめて続ける。

「結愛が俺の支えになってたのは、間違いない。だから俺は、結愛に感謝してる」

「えと……そのわりには……」

「態度が冷たい、ってか？」

「そ、そこまでは言いませんが……」

「いいって。自覚はしてるんだ。……いや、自覚してるだけ、より質たちが悪いか」

　結愛の想いが年々形を変えてきているのには、真夜も気づいている。

　真夜も結愛のその想いが嫌なわけはなく──しかし、それでも、

「結愛は、さ。俺にとって憧あこがれなんだよ。妹に変かもしれないけど、尊敬すら覚えてる」

　親代わり、とまで言うつもりはない。あくまで結愛は妹だ。

　しかし最も辛つらい時期を救われた真夜にとって、結愛はある意味触れがたいものになっていた。恋愛感情などとは異なる、決して壊しては──侵してはならない聖域のように。

「だから俺が下手に干渉すると、今の綺き麗れいな結愛を歪ゆがめてしまうんじゃないか。そんな風に思ってしまって、どうしても突き放しがちになるんだ」

　そして──

「結愛の自分の意思を貫き通した行動──それは、俺の意思とも合致する」




　……これが、今の真夜さんを形作るきっかけですか。

　音々子はそう理解し──

　だから──と、もう一度繰り返された真夜の言葉に、再びの違和を覚えた。

「俺も、俺の想いが命じるままに、愛いとしい音々子を守る。大切な音々子の心配をする」

　真夜が音々子の頬ほおに手を伸ばし、指先で形を確かめるように触れる。

「俺は音々子が好きだ。愛してる。きっかけが一ひと目め惚ぼれに過ぎないものであっても、俺がそう感じ、想う以上、それは真実だ。俺は大切な人を──音々子を守る。昔、結愛が俺を守ってくれたように。今度は俺が、音々子を守る」

　触れた手は熱く感じるほどに温かく、

「さっきは了解したけどさ、俺は音ね々ね子こを守るためなら、ためらいなく魔法を使うよ。それが二度だろうと、三度だろうと、数え切れなくとも。たとえそれが、どんな影響を俺に及ぼすとしても」

　音々子を見つめる黒の瞳ひとみに確固たる意思と愛を込め、

　自らの想おもいのために、

「だってさ──」

　真しん夜やが、宣言する。




「結果として俺が死んでも──音々子のためなら〝それもいいか〟って思えるから」




　それは軽い口調とは裏腹に、姫に忠誠を誓う騎士にも似た厳かな調しらべをもって。

　真夜は真まっ直すぐに音々子を見つめ、迷いなく躊躇ためらいなく、宣誓した。

「不本意にも、とっくに一回死んでるんだ。自分の意思で、あと二回や二〇回死んだところでなにも思わないさ。それが大切な人を守るためなら、死ぬだけの意味がある」

　音々子は小さく彼の名前を──愛いとしい愛しいマスターの名前を呼ぶ。

「……真夜さん。わたしの愛しい人。あなたはどうして、わたしにそこまでしてくれるんですか……？　人間でもない、出会ったばかりの魔導機書レトヴイワールに」

「さっきも言っただろう？　──俺が音々子を好きだから。ただそれだけのことだよ」

　音々子は思わず首を振っていた。感じた違和に突き動かされるように。

「好きだから、と。それだけでは命まで張る理由になりません！　どうして……ただそれだけで、命を張ることができるんですか!?　どうして……っ!?」

「どうして、か。そこまで不思議なことかな？」

　音々子は覚えた違和感と矛盾を正そうと、必死に。

　真夜はただ己の想いをそのままに、あくまで静かに。

「……人間ってさ、たぶん魔法みたいな思考なんだよ」

　突然言い出した真夜に、音々子は困惑する。だが真夜はかまわず、先を続けた。

「目の前で見知らぬ子供が泣いてる。そんなとき『どうしたの』って声をかけるのは変か？」

「……いいえ。おそらく人間は──一般的には声をかけるでしょう」

「どうして？　どうして人間はそうするんだろう？　見知らぬ子だぞ？　泣こうが喚わめこうが死のうが、俺には関係ない。理屈で考えるなら、厄介ごとが増えるだけだ。無視して忘れてしまえば、それが一番論理的だ。だろう？」

「……それ、は……」

　そうだ。論理的にはそちらが正しい。リスクと対価、労力と報酬、マイナス方向に釣り合わなくなるのは目に見えている。

　──ならば『いいえ』と答えたこの判断かいとうは、どこから出てきたものだ？

　人間は──感情という変数をもつ人間は──真しん夜やは、はっきりと言う。言い切る。

「でも、俺はそうしたくない。できない」

　論理的に──生物学的に考えれば、恋愛感情は繁殖、ツガイを守る為ための感情らしい。

　どこまでも無機質に、つまり科学的に考えると、そこに自分の命を賭かけては釣り合いがとれない。論理的にはそうなる。だが──

「人間……少なくとも俺は、論理的に思考できない。無視できないと思うから、明らかに損得勘定から外れた行動、結果を選択する。その理由なんて全部後付けだ。どうだろ。人間って──魔法っぽくないか？」

　そして真夜は笑って、音ね々ね子この頬ほおをなでて囁ささやいた。

「だいたい今回に限って言えば、見知らぬ子じゃない。愛してる、大切な大切な女の子だ。見捨てるなんて選択肢、あるはずがないだろ？」

「真夜さん……」

「──それに、だ。その想おもいを踏まえた上で、もっと個人的な理由なら──こうなる」

　唇の端を皮肉気に歪ゆがめ、真夜が笑う。

　彼の想いを。想いがゆえの願いのろいを吐き出す。




「音々子が──大切ないとしい人が害されるのは我慢ならない。

　それを防ぐためなら、俺の全身全霊を──命すらも、賭けるのに値する。

　『生きてりゃ良いことある』？　『命あっての物種』？

　────ふざけるな。

　死なんて──むしろ救いだ。この世にありふれていて溢あふれている。俺はそれをよく知ってる。脆もろい世界は理不尽に唐突に、命を奪い去る。そして死ねば──全すべてが終わる。

　だけど、この世界にはそんな死よりも辛つらいことが無数にある。肉体的にも、精神的にも、いっそ死んだ方がマシだと思うような、死よりも残酷なことに溢れている。

　そんなもの、絶対に愛いとしい人には味わわせない。何があっても。なにをしても」




　一息に吐き出されたそれは、彼の価値観。彼の世界。彼の行動原理。

　苦しそうに眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、思いの丈を吐き出す真夜の瞳ひとみは暗い。

　しかし、その闇やみを喰くらい燃え続ける炎は、一心に想い人のことだけを案じていた。

「もちろん俺だって死にたくはない。ずっと音々子と一緒にいたい。音々子に及ぶ害も死も退けるために、全力を尽くそう。どんなことでも、何だってしよう」

　──でも。それでも、どうしようもできないことが起きたら。

「最後の時になったら──やむを得なくなったら、俺は音々子を選ぶ」

　暗い瞳に冷たい光を宿し、それこそが最後の救いだとばかりに、真夜は音々子に微笑ほほえむ。

「俺が死ぬことで、音々子は悲しむかもしれない。それを乗り越えろ、とは言わない。だってそれこそが、音々子にとって死より辛い悲しみなのかもしれないから」

　だから──

「これは俺のエゴだ。ワガママだ。でも、この想おもいを曲げてしまったら。俺が動けば防げるかもしれないのに、音ね々ね子こに及ぶ害を見過ごしてしまったら──それはもう俺じゃない」

　ま、たしかに、と真しん夜やは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「常識的に、世間一般から見て、俺の考えはおかしいんだろう。重くてイタイ男なんだろう。でも俺はそれを理解した上で、自分の命より音々子を選ぶ。それが──俺の愛だから」

　優しい瞳ひとみで一息ついた真夜を見返しながら、音々子は首を左右に振った。

「……違う。違うんです。そうじゃないんです」

　常識も世間も、普通も一般も通常も関係ない。

　エゴだろうとワガママだろうと、それが真夜の想いならば嫌う要素にすら成り得ない。

　だけど、どんな理由があっても、たとえそれが真夜本人の申し出でも。真夜の人外化を早め、結果死んでしまう可能性のある魔法を使うことに、音々子は反対する。

　彼の死は、受け入れられない。




　それは音々子の知る愛とは異なるから。




　──それなのに。そのはずなのに。

　真夜の気持ちが伝わってきて。

　言葉から指先から全身から、音々子のことを想う気持ちあいが伝わってきて──。

　祈るように手を組み、音々子は真夜を見つめ返す。

　真夜が示したように──胸の奥から溢あふれてくる気持ちをそのまま伝える。

「……わたしは納得しません。できません」

　それでも、

　……真夜さんがそこまでの覚悟で、告げてくれるのなら。

　愛いとしいという気持ちが全すべてを上回り、抑えきれなくなったわたしには──

「それでも……それでも、わたしには──あなたの言葉で喜んでしまっているわたしには、もうなにも言えませんよ。わたしの愛しい愛しい真夜さんマイマスター……♪」




　音々子は想う。

　ああ、いったいこの人は、どれほどの愛をわたしに見せてくれるのか。

　わたしの愛する愛すべき人は、どこまでもいつまでも真まっ直すぐに愛を見せてくれる。

　わたしは真夜さんに出会って、彼に愛の証明をいただいてから、知りうる限りの愛をもって応じてきた。考えうる限りの愛を、実行してきた。

　でも、彼の愛に見合うほどの愛とは？

　彼の覚悟に見合うほどの愛とは？

　はたして、どれほどの愛を、どのような愛を示せばいいのか。




　そもそも、わたしの愛と、彼の愛は、その定義を異として──。




　思考が混線し、胸の中ではまたなにかが、ギチリと軋きしみを上げた。

　人はそれを──〝疑問〟──と呼ぶのだろう。





　　　　◆






「ねー、お兄ちゃん。なにか訊ききたいことがあるなら言っていいよ？」

　そう結ゆ愛あが切り出したのは、真しん夜やが魔法を暴発させた翌朝、登校中のことだった。

「……俺、そんな風に見えてた？」

「ふわぁ……たぶん他の人は気づかないだろうけど、さすがに私はねー。で、なになに？」

　身をかがめた結愛が欠伸あくびまじりに、どこか期待した様子で真夜を見上げる。

　……たしかに、と真夜は思う。

　言いたいことはある。いや、この場合は気になること、と言った方が正確かもしれない。

「──音ね々ね子このことだ」

「…………ああ、うん。そんな気はしてたよ。でもお兄ちゃん、容赦なく僅わずかな期待すらぶった切ってくれるね……」

　一瞬にして澱よどんだ目になった結愛が、それでも「で？」と促してくる。

　だから真夜は一つ頷うなずき、

「音々子に会ってまだ一日程度。だってのに、おまえ──なじみすぎじゃないか？」

「それはお兄ちゃんにも言えない？」

「あー、俺はまあ、恋人ってのもあるんだろうけど……」

「けど？」

「どうにも……音々子とは初対面って感じがしないんだよな」

「なにそれ？　運命の出会いとか？　それとも、もっと現実的に小さい頃会ってたり？」

「いや、そういうんじゃないんだよな……」

　どちらかといえば、運命の出会いに近いような、そんな気はするものの──

「今は俺じゃなくて、おまえの話だ」

「私ねえ……そこまでなじんでるかな？　嫉しつ妬としてるし、自分でも『やりすぎかなー』って思うくらいにはいじめようとしてるけど？　嫁よめ姑しゆうとめ的な」

「そんなやつが、音々子独自ブレンドなんて怪しいお茶を飲むか」

　昨晩、あれだけ騒がしくしたにもかかわらず結愛が様子を見に来なかったのには、理由があった──のだと、今朝になって真夜は知った。

　なんでも、結愛は昨日の夕方に音々子から独自ブレンドなる謎なぞのお茶を淹いれてもらい、直後から今朝までずっと眠り続けていたのだとか。

　真しん夜やが意識を失ったことなどで騒がれるのが面倒だった音ね々ね子こが、その知識を用いて調合したのだろう、と真夜は推測している。──とはいえ。

　……もうちょっと穏便なやり方があったんじゃないかなあ。

　それに、と真夜は謎なぞ茶ちやの効果が抜けきらないのか欠伸あくびを連発している結ゆ愛あを半眼で睨にらむ。

「お前が本気になったら、あんなもんじゃすまないだろ」

「まーねー……ふぁ……一応はお兄ちゃんの顔を立ててる感じかなー」

　大人ぶってそんなことを言った結愛は、数歩先から真夜を振り返り自分の目を指した。

「私ね、人を見る目はあるつもりだよ。お兄ちゃんが見なくなったものを、見えなくなったものを、お兄ちゃんに代わっていろいろと見続けてきたから」

「……じゃあ結愛的には、音々子は合格。いい人ってことか？」

「ん？　んー……少なくとも悪い人じゃないのはわかるけど、合格っていうか……やっぱり人じゃないからかな。うまく見えなくて……」

　しかし真夜の質問に、結愛は渋い顔で首をかしげた。

「音々子さんは、なんていうか…………白い、んだよね」

　結愛自身も感覚的なものが言葉にできないようで、雲一つない青空を見上げて断片的にブツブツと呟つぶやき続ける。

「善と悪の判断がつかない？　良いも悪いもない？　……ちょっと違うなあ。なんだろう…………あまりにも、はっきりしすぎてる？」

　一応の結論が出たらしき結愛は、しかしそれでも納得いかなそうに首をひねった。

「はっきりとしすぎてるの……かな？　基準はたぶん『真夜さん』か『それ以外』。音々子さんの全すべては『真夜さん』で構成されてる。だから良いも悪いもない。ただ、真っ白。一色。なんでも書き込めるし、染められる。でもその指針は『真夜さん』が全て」

「ふむ……」

　結愛の感じる違和感──それは真夜も感じていたことだった。

　ゆえに冷れい香かを殺そうとしたことを確認し、止めもした。

　だから気になるのは、その後の言葉。

「──真っ白、か」

　音々子は愛の証明を求めて彷徨さまよっていたらしい。

　ならば結愛の感じた空白は『愛』を書き込むためのスペースだろうか。

　だが、それが今もって白いままという。それが事実なら──。





　　　　◆






「真っ白な服はいいものですね～」

　干し終えた最後のシャツを眺め、音々子は満足そうに呟いた。

　真夜と結愛が登校して、数時間が経たった八や木ぎ家の軒先だ。

「さて、次はなにをしましょうか」

　真しん夜やに宣言した通り家事をこなしていた音ね々ね子こは、干したばかりの洗濯物が並ぶ軒先を離れ、指折り数えながら玄関へと回る。

　……お洗濯は今ので最後。玄関先はとっくに掃き終えましたし、花壇に水もやりました。お買い物は真夜さんが帰ってきてからで、自分のご飯は朝まとめて作り置いてますし……

「んと……お掃除、ですかね」

　音々子は呟つぶやき、家の中に反響したその声で僅わずかに驚いた。

　耳を澄ませるも、自身の息づかい以外は外から小鳥の鳴き声が聞こえるくらい。

　その静けさが──家事に没頭し考えないようにしていた事実が、じわりと音々子を苛さいなむ。

　……一人、なんですよね。

　一人が寂しい。

　本──《追書変異ネストラネ・リワード・コア》として世界を飛び回っていたころには覚えもしなかった感覚だ。

　しかし、今の自分は愛いとしい人に出会った。だから寂しさというものがわかる。わかってしまう。そのことを考え出すと、広い外で取り残されたように、身体からだに震えが走る。

「──ん～っ、やめです。やめ！」

　思いっきり頭を振って、縮こまりそうになった身体をなんとか伸ばす。

　考えていても、どうしようもない。今、真夜は学校に行っているのだから。そしてそれは、これからも続く。今もこれからも、ここが自分の家。だからこのくらい我慢しないと。

「ま、まあ。一人で外に出ろってわけじゃないんですから。このくらいへっちゃらです」

　などと強がっても寂しいものは寂しいし、洗濯物を外に干すことすら、広所恐怖症ゆえにたっぷり一時間近くも躊躇ためらいに躊躇ってしまったほどなのだが。

　……あとの家事は宅内のお掃除だけです。何も心配することはありません。

　幸いにして家事の知識も本から吸収済みだ。没頭していれば、すぐに真夜が帰ってくる。

　などと思いながら音々子は二階にあがり、一番奥の部屋を開けた。

　そこは元々物置として使われていた部屋で、昨晩──というよりも今朝、真夜が突貫で片付けた音々子の部屋だ。取り急ぎ、と運び込まれた客用布団がどこか浮いて見える。

　布団同様、片付けたといっても、まだまだ物置の名残は残っている。掃除用具が端にまとめられているのも、その一部だ。

　音々子はそこから掃除機を取ると、未いまだ若干埃ほこりっぽい自分の部屋をさっさと出てしまう。

　彼女にとって、自分の部屋は自分の居場所たり得ない。

　自分が居る場所は、彼の側そばだけ──

「真夜さんの部屋から、ですよね。万が一にも残してしまうわけにはいきませんし」

　と、真夜の部屋に入った音々子の視線が一点に止まり、固まった。

　それは、ベッドと床に空いた大穴。真夜が魔法を暴発させてできた痕こん跡せき。

　……掃除云うん々ぬん以前の問題でしたねー……。

　音々子にとって〝消す〟ことは容易たやすいが、〝修復する〟ことは機能外だ。

　ベッドは近々安物に買い換えると言っていたが、さて床はどうするのだろうか。この状況で掃除して、果たして意味があるのだろうか。というか、今晩どこで寝るのだろうか。

　などと若干途方に暮れていると……また静けさが耳につき、寂しさが首をもたげてくる。

　そしてふと見上げた視界にはベッドが──

　真しん夜やが、数時間前まで、寝転んでいた、ベッドがある。

「こういうときは、たしか……」

　このシチュエーション。自身と真夜の立場。諸もろ々もろが合致する知識が、不意に音ね々ね子この脳裏に浮かび──首を振る。

　……真夜さんのいないところでして、どうするんですか。全然意味ないじゃないですか。いえ、意味なんていらないんですが。必要なのは結果でして──

「えいっ」

　躊躇ためらいなく音々子はベッドにダイブした。

　内心の葛かつ藤とうなど一切見せず、掃除機も放ほうり投げて。それはもう好奇心を抑えきれなかった猫のように、緩みきった笑顔でベッドに飛び込んだ。

　そして──即座に直感した。

「これは…………まずいです」

　飛び込んだ音々子の顔はやわらかな布団に埋まっている。

　だから、すぐに息苦しくなりスーッと息を吸い込めば──












「……真しん夜やさんの、匂におい……♪」

　昨夜は真夜の容態が気になってそれどころではなかったが、これはまずい。無意識に飛び込んでいたものの、これこそ結果オーライというやつだろう、たぶん。

「真夜さん……」

　こうして真夜の匂いに包まれていると、まるで真夜に抱きしめられているようで。音ね々ね子この感じていた寂しさが、みるみるうちに霧散していく。

　スンスンと鼻を鳴らし、ごろごろとベッドを悶もだえ転がる。

　その顔は熱に浮かされたように上気し、まさに夢見心地というのが正しく、

「真夜さん。真夜さん……♪」

　どれほども経たたないうちに、音々子の身体からだの芯しんが熱を発し始めてしまう。

　その衝動のままに──情動のままに、抱きしめて深呼吸など繰り返していた真夜の枕まくらを軽く噛かみ、熱を持つ身体にすりつけ──

「──ぇあっと……お楽しみ中ごめん。ちょっと着替えだけ取らせて」

「あ、はい。どうぞどうぞ。昨日のシャツは洗濯してありますので」

「さんきゅ。助かるよ」

「いえいえ。つ、妻として当然のことで──」

　──そこまで言って、我に返った。

「し、しししし真夜さん!?　どどどどどうしてここに!?」

「どうしてって、もう放課後だし。普通に帰ってきたんだけど」

　慌てて上げた視線の先には真夜がおり、どこか気まずそうに頬ほおを掻かいている。

　……妄想、じゃないですよねー……。

　現実逃避気味に虚うつろな目で時計を見ると、午後四時前。がっつりと放課後だ。

　──ならばいったい自分は何時間ここでクンクンハスハスしていたのか。それも真夜の帰宅にすら気づかないほど夢中になって。

「ちちち違うんです！　わたしの知識的にはですね、恋人というものはこうして彼氏の目を盗んでベッドに飛び込んだりするものなんです！　愛いとしさ余って袈け裟さまで愛しいといいますか、愛ゆえの犯行なんです！」

「落ち着け！　なんか変なこと言ってるぞ!?」

　いくら音々子でも、意図せず意識せずに晒さらしてしまった痴態は恥ずかしい。

　慌てて両手を振って弁解していると、その言葉に同調する者が現れた。

「──愛ゆえの犯行。よーくわかるよ、音々子さん」

　ひょこっと廊下から顔を出した結ゆ愛あだ。

　結愛はしたり顔で腕を組み、深く深く頷うなずきを繰り返す。

「私もお兄ちゃんがいないときに、ベッドでアレコレしたことは数え切れないしね。想おもいが溢あふれて抑えきれなくなったら、そうなるんだよね」

「です！　真夜さんへの気持ちが抑えきれなくて、気づいたら飛び込んでたんです！」

「待て！　結ゆ愛あは何をさらっとカミングアウトしてくれてやがるんだ!?　もしかしてたまにシーツやら掛け布団やらが乱れてたのって、おまえのせいか!?」

「…………てへっ♪」

　目をそらしながら、あざとかわいく舌を出した結愛は──しかし、即座にその視線を音ね々ね子こに固定した。

「同調はできるよ、音々子さん。だけど、許しがたいことに変わりはないんだよね」

　その目は据わっており、一切の光がない。

「お兄ちゃんは私のお兄ちゃんなの！　音々子さんには渡さない、って何度言ったら理解してもらえるのかな!?　お兄ちゃんのベッドという聖域まで侵して……っ!!」

「はぁ……」

　そう言われても、どう答えたものか……と音々子が思っていると、

「とりあえず結愛の戯たわ言ごとは置いといて──落おち着ついたみたいだな」

　真しん夜やが安心した様子で、音々子の頭を優しくなでた。

「ふぇ……えと、ご心配おかけしました……？」

　真夜の向こうでは結愛が「戯言!?」とショックを受けているが、そのおかげで音々子が我に返れたのは事実だった。

「それで──」

　と続けられた真夜の声は低く小さく、雰囲気の変化を察した音々子は言葉を継いだ。

「なにもなし、です。外部からの監視も、侵入や接触も。一切何もありませんでした」

　それは今日一日、音々子が家の周囲を観測した結果だった。




　昨晩。今後のことについて話をした際、音々子が提案したことがあった。

　それは真夜が学校に行っている間に──人通りの多い道を通り、無関係の一般人が多く手を出しづらい環境にいる間に、音々子が家の周りや周辺を警戒する、ということ。

　自宅の安全確認と同時に、音々子が一人きりになって隙すきを見せれば、冷れい香かがまた接触してくるのではないか──という目もく論ろ見みだ。

　そして、その作戦は『なにもない』という安全な結果に終わったようだった。

「じゃあ、このまま買い物に行ってオーケイ？」

「断言はできません。……ですが、少なくとも今は安全だと思います」

　家までは把握されていないのか、はたまたなにか時間をおく必要があるのか。

　諦あきらめた、という選択肢はないだろう。命の奪い合いに発展するほどの執着だったのだ。

「了解。──あと昨日も言ったけど、こういうのは今回だけだからな。音々子を囮おとりにするような方法は気が気じゃない。何度、早退しようと思ったことか」

「ふふ、真夜さんがそう仰おつしやるのでしたら。わたしはずっと、いつもお側そばにいますね。真夜さんを不安にさせてしまうのは、不本意ですので」

「聞いたぞ？」

「あは。しっかり言いましたよっ♪」

　その手が言葉を証明するように、そっと真しん夜やの手に重ねられる。そのまま指を交互に絡め、しっかりと真夜の手を握りしめた。

　触れた真夜の手が一瞬ぴくりと跳ねたのを感じ、音ね々ね子こが小さく囁ささやく。

「恋人同士は……こういうことをするもの、なんですよね？」

「必ずってわけじゃないけどな」

「お嫌……でしたか？」

「まさか。突然だったから、ちょっと驚いただけだ」

「あ……ふふっ」

　今度は真夜から。離さない、というように、絡まった指に力がこもる。

　二人だけに見える身体からだの陰で、秘ひそやかな愛を交わし、二人は笑みを交わす。

　そして一度手を離した音々子は、踊るように廊下へ向かう。

　真夜が帰宅した後のことも、昨晩のうちに決めてある。

　だから──と音々子は手を伸ばす。

　それはさながら、舞踏会に誘われるのを待つお姫様のように。

　にこにこと笑って、これからの期待にトーンの上がった楽しそうな声で。

「さあ真夜さん、デートに行きましょう♪」





　　　　◆






　当然のことながら、目の前でデートなどと言い出された結ゆ愛あは激怒した。

　必ず、かの猫耳尻尾しつぽの泥棒猫を除かねばならぬと決意する──ことがわかっていたので。

　妹が嫉しつ妬とに狂った鬼になる前に真夜と音々子は家を飛び出し、その逃避行すらも楽しみながら、街へと歩を進めていた。

「ふわ～、お洋服がいっぱい……。これを全すべて、人間が……」

　冷れい香かに邪魔をされた昨日の仕切り直しともいえる今日。二人がまず向かったのは、ブティックとかちょっと小こ洒じや落れた呼び方をされる、無駄に高い女性向けの店だった。

　真夜は寄りつきもしない類たぐいの店だが、音々子に似合いそうな服を探すには、こういうところを巡らざるを得ず、

　……前に結愛が行きたがってたところだけど、当たりみたいだな。

　猫耳を隠し絶世の美少女と化した音々子の楽しげな顔を見て、真夜は頬ほおを緩ゆるめた。

「それにしても、なんとも科学とは面倒なものですね。『そこに服が在る』と結果を先に取ればいいものを。……できないからこその科学ですか」

「たしかに魔法を知ってるとまどろっこしく見えるかもな。糸から生地を作って、縫製して、梱こん包ぽうして。一つずつ段階を踏んで、ここに並んでるんだ。ま、最近はほとんど機械化されてるけどな。科学の賜たま物ものだ」

「科学は面倒ですねえ……」

　などと繰り返しつつも、音ね々ね子こは並んだ色とりどりの服に興味津々で、畳まれた服をつついたり、興味深そうにマネキンの周りをぐるぐると回ったり。

　その姿はまるで初めて外へ出た好奇心旺おう盛せいな子猫のようで、なんとも愛らしい。

　……いや、まるでじゃなくて、初めてなんだろうな。こうして買い物に出るって経験は。

　目を輝かせてちょこちょこ動いている音々子をぎゅっと抱きしめてひたすら頭をなでて頬ほおずりしたい、という欲求を何とか堪こらえ、真しん夜やははしゃぐ彼女に声をかけた。

「どれか着てみたいものはあった？」

「そ、それが目移りしてしまって。どれも綺き麗れいで華やかで……うぅ、わたしにはちょっとハードルが高すぎますよぉ……」

「大丈夫。音々子の方がよっぽど綺麗で華やかだから。どれを着たって似合う。いや、音々子に釣り合うものを探すのが大変かもしれないな」

「も、もう、真夜さんったら。こんなところでも……♪」

　客が真夜たちしかいないため、先程から店員の視線が彼らに痛いほど突き刺さっているのだが──真夜も音々子も気にする様子もなければ、自重する様子も一切ない。

　どこまでも仲むつまじく、服を選ぶことしばし。

「真夜さん真夜さん！　見てください！　これ、すごくかわいいです！」

「ん？　どれ、だ……っ!?」

　興奮気味の音々子が示す一ひと揃そろいの洋服を見て、真夜は言葉を失った。

　濃紺のワンピースをベースに、袖そで口ぐちや裾すそに白いフリルがあしらわれているその服。セットとして、白のフリフリエプロンやホワイトブリムも販売されているようだ。

　マネキンのコーディネートは、これに黒のタイツと踵かかとの低いパンプスが合わされており、その姿はどう見ても──

「店員さん、なんでメイド服売ってるの!?　セットでおいくらですか!?」

「しめて五万円になります♪」

「買った!!」

　女性店員の目が『おめーのような客がいるからだよ』と雄ゆう弁べんに語っていたが、真夜は見なかったことにして、即行でそのメイド服一式をキープする。

「し、真夜さん。買ってくださるんですか？　かわいいですけど……お高いですよ？」

「かまわん！　金ならこれまでの貯金がある！　メイド服は必ひつ須すだ！」

「も、もう真夜さんったら。ではお家うちに帰ったら……お見せしますね♪」

「っしゃ！」

　心の中どころかリアルにガッツポーズをとる真夜。

　半眼の店員にサイズを聞かれて答えている音々子を見ながら、想像を膨らませる。

　……ただでさえ甲か斐い甲が斐いしく健けな気げな音々子が、メイド服に身を包んでお世話をしてくれるだと!?　でもメイドではなく嫁だから……ああもう、ロマンティックが止まらない！

「真しん夜やさん、戻りました～」

「おかえり。他に気になるのある？」

「そうですね……」

　音ね々ね子この視線が向いたのは、シンプルなブラウスやシックなスカートが飾られた一角。

　落おち着ついた服が好みらしい音々子は、その中の一枚を手に取り身体からだの前に合わせた。

「こういうのは、真夜さん的にどうですか？」

　音々子が真夜に見せたのは清純な白のブラウス。

　袖そで口ぐちと裾すそがふわりと膨ふくらんだ長袖で、要所を飾るフリルがかわいらしい。露出は少ないものの、それが落ち着いた雰囲気を醸しだし、おっとりと微笑ほほえむ音々子に似合っている。野に咲く素朴で美しい花のようだった。

「いい！　すっごくかわいい！　それも買おう！」

「ありがとうございますっ。それでは、こちらもお願いします」

　嬉うれしそうにはにかみ、音々子は店員にブラウスを渡す。

　……しかし、と真夜は思う。

　似合っていたし、音々子が決めたことに文句は一切ないのだが──

「俺の好みに合わせてくれるのは嬉しいけど、音々子が気に入ったやつでいいんだぞ？」

「わたしが気に入ったもので、真夜さんにも気に入っていただけたら、それはもっと素敵じゃないですか？」

「……なるほど。一理ある」

「あは。でしょう？」

　悪戯いたずらっぽく笑った音々子が、またなにかを見つけたのか、足早に他の棚へと駆け寄る。

　棚から棚へ、服から服へ舞い踊る音々子の姿に真夜が見とれていると、音々子が一着の服を身体に当てて振り返った。

「真夜さん真夜さんっ。こちらはどうでしょうか。チャイナ服だそうですよっ」

「この店、コスプレ専門店じゃないよなあ!?　買うけどさあ！」

　そんな会話を時折しながら、二人の買い物デートはこの後も数時間続いたのだった。




「……いや、驚いた。音々子が『タイツもこちらで取り扱ってますか？　……真夜さんが、お好きなので』とか言い出したときは、心臓が止まるかと思った」

「お好きなんですよね？」

「ちょっと違うな」

「ふぇ？」

「音々子が穿はいてると、最高なんだ。これまではとくに気にしてなかったけど、音々子で目覚めたといっても過言ではない！」

「ふふ……もう、真夜さんったら。女性は視線に敏感なんですよ。真夜さんがお望みなら、わたしはなんだって応こたえますから。我慢せず、なんでも仰おつしやってくださいね♪」

　日の落ち始めた夕方。二人で手を繋つなぎ家路を辿たどっていると、ふと音ね々ね子こが足を止めた。

「あ、真しん夜やさん。最寄りのスーパーマーケットってあそこですか？」

「そうそう。まだ時間もあるし、いい野菜の見分け方とか教えようか？」

「ふふん。真夜さん？　書であるわたしに、知識量で勝てるとお思いですか？　日本では一般的に扱っていない野菜の良よし悪あしでも、わたしは見分けられますよ」

「ほう。じゃあこの店独自の、シールの色による分類も知っているのかな？　品質だけでなく、値段も最大五〇円は変わってくるぞ？」

「ど、独自ルールは卑ひ怯きようですよぉ！」

　などと話しながらスーパーの自動ドアをくぐっていると、入れ替わりに出てこようとした少女とぶつかりそうになり、真夜は慌てて身体からだをずらし道を空けた。

「っと、すまん。よそ見してた」

「……気にしない」

　──ひやり、と冷気が真夜の頬ほおを撫なでた。

　店内からもれる人工の冷気ではない。もっと自然を感じる冷たさ──生物の本能に訴えかける寒気。ただそこにあるだけで恐怖を伴う異質さが真夜の背を震わせ──瞬間、

「────呼出コール《原初のアンノ──」

「音々子、ストップ！」

　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく魔法を放とうとした音々子を、慌てて抱きしめ制止する。

「真夜さん、敵は見つけた瞬間に消すものです」

「ほんとに躊躇ためらいないなあ!?　落ち着け。ここは人目がありすぎる」

「…………そう、ですね。真夜さんのご迷惑になりますね」

　音々子が目の動きだけで周囲を確認し、身体の力を抜いた。

　同時にいつの間にか偽装の解けていた猫耳と尻尾しつぽも、風景へ同化するように隠れていく。

　だが、それでも──音々子の視線は、変わらない。

「迂う闊かつでした。先回りで、しかもこんな人通りの多いところで待ちかまえているなんて」

　凶悪な魔法を放とうとした音々子の視線は、しかし相手を小石ほども気にかけていない。

　無感情。無関心。ただ障害となるから排除する。それだけの──まっさらな視線だった。

　しかし音々子の石化でもさせそうな視線を受けた少女は、状況がわかっているのかいないのか、無機質に無感情な顔で首をかしげた。

「先回り……？　違う」

　ぼそりと抑揚のない声で応こたえた少女は、手に持ったポリ袋を掲げ──頭から生えた灰褐色の兎耳を揺らした。

「……買い出し。今は夕方のタイムセール。お肉が安い」

「「…………………………はい？」」




　────それはなんとも締まらない、兎耳少女しゆうげきしやとの、再会だった。






　　　第四章　ウサギの氷






　夕暮れのスーパーマーケット前。

　奇くしくも、日常の象徴そのものとすら言える場所で再会した非日常ロコは──

「…………」

　音ね々ね子この警戒を他よ所そに、ただただ無言で、二人の横をすり抜けていった。

　真しん夜やたちに向ける視線など『なんだこいつら？』と言わんばかりで、見知らぬ人に声をかけてしまったのかと錯覚するほどだ。

　だが、その兎うさぎ耳みみは間違えようがない。

「…………し、真夜さん！　これはチャンスですよ！」

　ロコの背を呆ぼう然ぜんと見送っていた音々子が、勢い込んで真夜に振り返った。

「魔法使いの姿もない一人きり。今のうちに情報を聞き出すなり──そのまま、ということも簡単です。ロコ一体なら、どうとでもできます」

「あとなんてつけて、危なくないか？　途中で合流されたらどうする。もしくは今ここにいたこと自体が罠わなで、誘おびき出だされた俺たちが挟撃されたり」

「その場合は、両方とも消すだけです。自分から出てくるなんて真夜さんのお手を煩わせない工夫ができるのなら、あの魔法使いにもまだマシな頭があったということでしょう」

「だから殺すなって言っただろうに。またそんな力技で……」

「ですが、真夜さん？　これは千載一遇のチャンスです。これだけ広い街で、たった二人を見つけることの難しさ、聡そう明めいな真夜さんならおわかりですよね？」

　……わかる。音々子の言い分の正しさも、その裏にある意図や想おもいも。

　しかし──頭の端では、やはり他者に淡泊すぎる音々子の判断が気にかかってしまう。

　悩んでいると、沈黙を肯定と取ったのか、音々子が手を引いてきた。

「そうと決まれば、善は急げです！」

「……だな。この時間帯は混こむから、見つけられなくなっちまう」

　頭を振って余計な思考を振り払う。

　今考えるべきは、そこじゃない。それにたとえ、音々子が感じたままだとしても──。




「そこの兎耳ウサミミっ子！　ちょっとストップ！」

　真夜の呼びかけに、ぽてぽてとゆっくり歩いていたロコが立ち止まった。

　二人がロコに追いついた場所、そこは公園の遊歩道だった。

　およそ七年前に起きた大災害の後、再整備され、巨大な私立図書館を中心として生まれ変わった公園。通称、図書館公園。

　昨晩の話を思い出した音々子が、真夜を気遣わしげに見やる。

　だが、真夜はなにも言わず──ただそっと音々子と繋つないでいる手に力をこめた。

　あれは過去。今はもっと重要なことがある。大切な人がいる。そう、伝わるように。

　駆け寄ってくるなり見つめ合いだした二人を、ロコは無表情で見返し小さく呟つぶやいた。

「……ナンパ？」

「違いますよ！　真しん夜やさんをそんな軽い人たちと一緒にしないでください！」

「落ち着け落ち着け。音ね々ね子こに勝てるやつなんて、この世にいるわけがないだろう？」

　ふかーっ、と瞬間ギレを見せた音々子の頭をなでながら、真夜はロコを見た。

　……まあたしかに、この兎うさぎ耳みみ少女がかなりかわいい部類であることは間違いない。

　見た目は真夜と同年代くらい。音々子よりはすこしお姉さんといったところだろう。

　無表情で冷たげな印象だが、頭の上では髪と同色の兎耳がゆらゆら揺れており、よく見れば腰の後ろには丸い綿毛のようなウサギの尻尾しつぽもついている。

　かわいらしいパーツとクールな表情がギャップになっていて、いい味を出していた。

「それでも──俺は音々子が一番だからさ。安心して」

「は、はいっ♪」

　一転して機嫌のよくなった音々子を腕に抱きながら、真夜はロコに向き直る。

「昨日はお互いに一方通行だっただろ？　だからなにか誤解があると思うんだ。できれば、その辺りを含めてちょっと話ができ…………って、おーい？」

　真夜の言葉が終わるよりも早く。身体からだを回したロコが近くのベンチに腰を下ろした。

　そして頭を抱えるように長い兎耳を押さえて、微かすかに疲れのにじむ吐息を吐つく。

「ここなら、いい。静か。街は、うるさい」

「うるさいって……その耳、よく聞こえるのか？　ウサギって耳が良さそうだし」

　問いかけつつ、あまりの素直さに疑問をもった真夜はそれとなく周囲の様子を探り──

「──なにか仕掛けられている様子はありませんね。近くに魔法使い……いえ、そもそも人がいる気配も、今のところは」

　そう、音々子に耳打ちされた。

　二人が確認を済ませている一方で、ロコはスーパーの袋からアイスを──五十円ほどの安さで親しまれているソーダ味のアイスを取り出し、一口かじった。

「よく聞こえる、の基準が曖あい昧まい。でも人間以上であることはたしか。当然、今のも聞こえてる。マスターは家に引きこもったまま。滅めつ多たに外へ出ない」

　……あの冷れい香かって人、ヒキコモリの人だったかー……。だったらわざわざ音々子のために出張ってこないで、そのまま引きこもっておいてほしかった。

「ええと、耳がいいのはキミが……あー、悪い。名乗ってなかったな。俺は真夜。こっちは俺の嫁で音々子。それでキミは、ロコ……でいいのかな？」

「基幹式名《氷熱無元アルター・テルロ・コリ》……ロコでいい」

「よし、じゃあロコ。そういう兎耳がついてたり、人間以上の聴覚だったりするのは、やっぱりロコが魔導機書レトヴイワールだからか？」

「そう。ロコは魔導機書」

　意外にも──そう、意外としか言いようがないが。

　真しん夜やとロコとの会話のキャッチボールは、うまく成立していた。

「いいんですか？　こんな風にわたしたちと話していて。昨日、あなたのマスターはわたしを奪おうとし、あげく真夜さんを殺そうとしていましたが」

　音ね々ね子この当然ともいえる疑問に、しかしロコは僅わずかに数度だけ首をかしげた。

「ロコは今、そのような命令を受けていない」

「……つまり『対象と話をするな』『対象と接触するな』『対象を見つけたら殺して奪え』といった類たぐいの命令をされていないということですか」

　ロコが頷うなずく。そして隣に置いたスーパーの袋をガサリと広げ、真夜たちへ突き出した。

「ロコが今受けている命令は『スーパーに行ってタイムセールの牛肉と、メモの野菜を買ってくる。おつりで好きなものを買っていい』──以上。おそらく今晩はカレー」

　……だったら、こうしてロコと出会ったのはまったくの偶然。冷れい香かも予想していなかった出来事ということなのだろうか。

　都合がよすぎる気もするが……それを言えば音々子と出会ってすぐに襲われたのも、都合がよすぎる。ヒキコモリがたまたま外に出たら、たまたま出会った、とは考えにくい。

　あらためて考えてみると、この一連の流れ自体どうにも作為的な──。

「真夜さん、ちょっといいですか。この魔導機書レトヴイワール──ロコですが」

　横目にロコを窺うかがう音々子に袖そでを引かれ、真夜は思考を中断し音々子の視線を追った。

　見られたロコは、しかし急に内緒話を始めた二人を気にすることなく、ぼんやりとアイスをかじり続けている。聞こえているのかは、外面からでは読み取れない。まるで──

「……クールな、普通の女の子にしか見えないな」

「ええ、その通りです」

　真夜のもらした呟つぶやきに、音々子が頷うなずく。

「人間に近い動き、思考回路。見た目もウサギの耳と尻尾しつぽくらいしか人と異なるところがありません。製作者の腕が相当いいのでしょう。彼女は魔導機書の中でも、かなり高位の部類だと推測されます」

　──もっとも、と音々子はもう一度ロコに淡泊な視線を送り。

「その上で、ロコは制作時に感情面を軽視して造られているようですが。ただ命令に従うように。言ってしまえば、忠実な手て駒ごま──道具として」

「道具……」

　そう分析されたロコはアイスをかじり続けている。どう見ても人間の少女としか思えない動きで。だが表情は小揺るぎもせず。瞳ひとみもガラス玉のように、まったく感情を映さない。

「感情に回すリソースを、身体能力や魔法などの機能に回しているのだと思われます。総合したリソースはどうしても限られていますので」

「だから性能的には高位ってことか？」

　音々子が再度頷き、肯定する。

「例えば《原初の輪アンノウン》──あれは本来、一発で人間サイズなんて無に帰す魔法です」

　あまりの威力に戦せん慄りつする真しん夜やに、「ですが──」と音ね々ね子こは続けた。

「大小合わせ二〇発以上。ロコは致命傷を避け、再生を繰り返しながら耐えきりました。おそらく耐久力や再生力に特化した魔導機書レトヴイワール──それがロコなのでしょう」

　耐久再生に特化しながらも、感情を軽視することで成り立っているロコが高性能ハイスペツクならば。

　非凡な性能を持ち、人と変わらぬ肉体や感情を有する音々子は、魔導機書の最高品質ハイエンドか。

　──なら、と真夜は確認する。

「軽視して、ってことは、ロコに感情自体はあるんだよな？　超クールだけど」

「ええ、おそらく。完かん璧ぺきに感情をなくすと、それはそれで使い勝手が悪くなりますから」

　……だったら、やれる……か？

「なあ、ロコ」

「？」

　アイス片手に、ロコが真夜へ振り向く。

　その姿はお使い帰りのクールな少女が見せた、子供らしい一面のよう。

　しかし気をつけて見ると──たしかに、その動きはどこかぎこちない。まるで工業用ロボットに、むりやり人間らしく振る舞う機能を追加したような、そんな違和感があった。

「音々子を奪おうとしたのは、どうしてだ？」

「知らない」

「ロコのマスターの目的に心当たりは？」

「なにも」

　続けざまの質問に首を横へ振ったロコは、食べ終わったアイスの棒を真夜に向ける。

　その剣を突きつけるかのような動きは──しかし、丸い切っ先が含む意味を示していた。

「ロコはマスターに命じられたから、あなたを殺そうとした。マスターの真意も狙ねらいも、なにをしているかも、ロコは知らない。関係がない」

　兎うさぎ耳みみとセミロングの髪を揺らしながら。人と変わらない見た目の少女が淡々と告げる。

「マスターの命令に従う。ロコは、そう造られているから」

　──命令が全すべて。

　それが自身の存在意義であると、ロコは言葉と態度で示していた。

「真夜さん。そろそろ……よろしいですか？」

　路傍の石でも見るかのようにロコを見下ろす音々子は、言外にこう語っていた。

『必要な情報すら持ち合わせていないのなら、さっさと片付けましょう』──と。

　そして、ロコも動き出す。

「…………ん。休憩は終わり。帰る」

　アイスを食べ終えたロコがゴミをまとめ始める。

　対して音々子も、逃すまいと言わんばかりに手を持ち上げ始めている。

　状況はどう転ぼうと──終わりに向かっていた。

「なあ、ロコ──」

　……ロコは自分の意志で襲ったんじゃないと、そう言ったんだ。だったら、そこに自分の意志を介入させられれば──。

　真しん夜やは小さく深呼吸する。これは一種の賭かけだ。だが、そう分の悪い賭でもない。

　だから──真夜は訊たずねる。




「このあと──どこか遊びに行かないか？」

「　無　理　」




　──バッサリだった。容赦も躊躇ためらいもない、一刀両断だった。

「し、真夜さん。落ち込まないでくださいっ。わたしがいます。真夜さんにはわたしがいますからっ。どこへなりともお付き合いしますよっ」

「い、いや。大丈夫だ。予想以上に即答だったけど、へこんじゃいない」

　そりゃ若干傷ついたが、そこはそれ。音ね々ね子こと付き合うまでオンリーでロンリーだった精神力がある。優しさ満点の音々子のおかげでだいぶヘタレてはいるが──ともあれ。

「…………やっぱりナンパ？」

「残念ながら、そういうわけじゃない。俺には音々子って最高の嫁がいるしな。ただ一緒に遊んでみたい、それだけだよ」

「…………」

　ロコの無表情は変わらない。しかし『遊び』という言葉が出る度に兎うさぎ耳みみがピクンッと大きく動くのを真夜は見逃さなかった。──勝機は、ゼロではない。

　ロコはしばらく感情の窺うかがえない顔で微動だにせず……一分ほどの後、首を横に振った。

「無理。そろそろ帰らないといけない時間。マスターは時間を乱すのを非常に嫌う」

「そっか……」

　さすがに急すぎたか。はたまたこちらの意図が筒抜けだったか。

　なら次の手を──と思考を巡らせ始めた真夜を、ロコが見上げた。

「──だけど」

　その顔は変わらぬ無表情。

　しかし──僅わずかな熱がロコに生じていた。

「ロコは三日周期で買い出しに出る。その日は、買い出し以外フリー」

「それって……その日なら遊べるってことか？」

　こくり、とロコが無言ながら、はっきりとした頷うなずきを見せた。

「だったら三日後、またここで待ち合わせってのはどうかな？　俺は学校があるから、夕方からになるけど」

「かまわない。待つ」

　再びの首肯。そして、踵きびすを返したロコは去り際──

「どんな遊びがあるのか……期待している」

　そう、言い残していったのだった。




　ロコの姿が見えなくなって幾分か経たち、明かりが太陽から街灯に移りだした公園で、音ね々ね子こがポンと手を打った。

「……なるほど。遊びで油断させて、動きを止めるんですね。さすがは真しん夜やさんですっ」

　勝手になにやら納得して、明らかにヤバイ気配を漂わせ出した音々子を制する。

「あー音々子？　遊んでる最中に後ろから、とかはナシな？」

「ふぇっ!?　だ、ダメなんですか!?　　さっさと殺してしまえば手間がありませんよ？」

「ダメなんです。こっちから攻撃禁止。つーか殺すなって言ったでしょうに」

「そんなぁ……」

　音々子が悲しそうな顔で唇を尖とがらせる。

　……おっとりした見た目や言動に反して、意外と攻撃的なんだよなあ。

　そんなところもかわいいんだけど……と色ボケた真夜が思う横で、音々子が首を傾かしげた。

「でしたら、なぜ真夜さんはあのような約束を？　油断させてざくーじゃないんですか？」

「近いけど、ざくーはしないかな」

　音々子のやたらとかわいい刃物を刺す仕草は、なんとも微笑ほほえましい。

　だが、それは真夜の本意ではない。

「冷れい香かはともかく、ロコは命令されただけらしいじゃないか。だから一緒に遊んで仲良くなれば、手心を加えてくれたりしないかなーって」

「…………無理ですよぉ、そんなの……」

　音々子が脱力したようにため息を吐つき、真夜の胸元へもたれかかった。

　その目が心なしか冷たいのは、真夜の錯覚ではないだろう。

「いいですか、真夜さん。普通の魔導機書レトヴイワールにとって、マスターの命令は絶対なんです。たしかに直接魔法使いがコントロールしているわけではないので、魔導機書のさじ加減一つで手心は加えられますが……期待しない方がいいと思いますよ」

　──でも、と音々子は小さく呟つぶやき、

「真夜さんがそうしたいというのでしたら、わたしに異存はありません」

「おや、異存ないんだ」

「ええ。一応、ほんとに一応ですが、論理の筋は通っているので、よしとしました。……真夜さんを危険にさらす可能性を、僅わずかでも残したくはないんですけど」

　むすっとしながら付け加えた音々子は一転、頬ほおを赤く染め、

「それに……他ならぬ真夜さんの提案ですので。お、夫のワガママを聞くのも、つ、妻の役目……とわたしの知識にありますし。……ね、わたしの愛いとしい人♪」

　もじもじと恥ずかしそうに言いながら、音々子が潤んだ瞳ひとみで上目遣いに真夜を見つめる。

　しかしすぐに、ころころと変わる音々子の表情は心配そうな眉まゆを下げたものに戻った。

「絶対に無む茶ちやはしないでくださいね？　もし万全のロコと名な広ひろ冷れい香か、二人が襲ってきても、対処リカバリーは可能ですので」

　──対処。

　それは、冷香とロコを殺す、ということだ。

「本当ならまず殺して、それから話をしたいところなんですが……」

　音ね々ね子こはやはりやりきれない思いがあるのか、子供のように唇を尖とがらせる。言っていることは激しく物騒なのに、その仕草はやはり愛らしい。

「ああ、無茶はしないよ。音々子に心配をかけたくないからな。──だけど音々子？」

「はい？」

　小首をかしげる音々子を、真しん夜やは真まっ直すぐに、瞳ひとみに真剣な色を浮かべ見つめ返す。

「対処できるといっても、それで音々子が傷つくのは、俺が嫌だ。だから俺は音々子を全力で守る。魔法を使おうとも、だ。いいな？」

「真夜さんったら……わたしだって、真夜さんが傷つくのは嫌なんですよ？」

「すまない、としか言えないな。俺はどうあっても、こういう性分なんだよ」

「もう……そう言われてしまっては、わたしが折れるしかないじゃないですか。ありがとうございます、真夜さん。しっかりと、心に刻んでおきます」

　はにかむ音々子と真夜が顔を見合わせ、くすくすと笑う。

「さて、それじゃあそろそろ俺たちも帰ろうか」

「そうですね。日も落ちてしまいましたし、急いで帰りましょう」

　音々子はそう言うと、寄りかかっていた真夜から身体からだを離す。

　触れあっていた胸元から音々子の温ぬくもりが失われていく。

　その温かさを取り戻すように、真夜は手を伸ばし──

「音々子。手を……繋つないでもいいか？」

「手で……いいんですか？」

「……っ、訂正。──腕を、組まないか？」

「はいっ♪」




　音々子がそこにいると、たしかな温かさに安あん堵どを感じながら。

　寄り添い合い帰路を辿たどる途中、真夜は心の中で小さく息を吐ついた。

　いろいろと言って音々子を説得したものの、真夜がロコを遊びに誘った理由は、実のところ──少しだけ違っていた。

　真夜は思う。自分はあの子ロコが、見ていられなかったのだと。

　音々子と同じ魔導機書レトヴイワールという存在しようじよ。

　なのに、ロコは〝そう造られたから〟と命令に縛られ、道具のように扱われている。

　それはまるで──




　音ね々ね子こすらも──そう造られただけの道具だと言われているようで。




　だからこれは、ロコのためではなく、音々子のために。ただただ、自己満足のために。

　…………音々子に話さないのも、同じく自己満足カツコつけのために。





　　　　◆






「──ナンパされた」

「ぶっ……!?」

　夕飯時の名な広ひろ邸。唐突なロコの言葉に、冷れい香かは口に含んだカレーを吹き出した。

「ごほっ……けほ……な、なによそれ。どういうこと？」

　大きなテーブルに一人で座る冷香は、後ろに控えていたロコを振り返る。

　マスターの要請に今日一日の報告をしていたロコは、変わらぬ無表情のまま一つ頷うなずき、

「買い物が終わったとき。黒髪、黒目、中肉中背の青年にナンパされた」

「……だいたいの日本人男子が当てはまるわね、それ」

　頭痛を堪こらえるように冷香が唸うなる。

　……こいつのどこが良いのよ。ぺったんこだし、そう造ったから当然だが無愛想だし、ぺったんこだし、髪もぼさぼさだし、ぺったんこだし。

　ってかそもそも魔導機書どうぐ風情がナンパされたというのに──

「アタシがナンパされたことないってどういうことよ……っ」

　それは美人ゆえの──そして性格からくる──近寄りがたさを、冷香が常に放っているからなのだが……さておき。

　数時間前のことを思い出そうと宙を見つめていたロコは、ふと一つの特徴を思い出した。

「──俺の嫁、とか言って少女を連れていた」

「待って!?　彼女連れでナンパってどんな猛も者さよ!?　さすがにそんなのには絶対ナンパされたくないわ！　────あ」

　まさか、という考えが冷香の頭をよぎる。

　ここまで狙ねらい通どおりに手札が揃そろうものだろうか。どこか作為的なものすら感じる。

　──だが、異質なモノは異質なモノと惹ひかれ合う。それはさながらスポンジに落とした二つの鉄球のように。歪ゆがみが大きくなればなるほど、世界の歪みは自然と寄ってくる。

「その彼女の方──猫耳尻尾しつぽ付き？」

「付いてなかった」

「……あら？」

　なら外れか。いくら伝説の魔導機書であれ、獣の要素──判別部位は隠せない。それは魔法を使用しても同様。隠されては判別部位の意味がないのだから、当然といえば当然だ。

　さすがにそう上う手まくはいかないようね……と、思う冷香に、ロコはぼんやりと続ける。

「でも──昨日殺そうとした二人」

「だったら最初からそう報告しなさいよ!?　めんどくさいわねぇ！」

　……これだからっ、これだから思考回路が歪いびつな魔導機書レトヴイワールは！　論理立てて話せっての！

　なにか重要なことを考えてた気がするが、すっかり頭からすっ飛んでしまった。

　冷れい香かは本格的になってきた頭痛をカレーの辛さで誤ご魔ま化かしつつ、ロコに訊たずね直した。

「で、あの使役者と未完の魔導機書が、どうしてあんたをナンパなんてしたのよ」

「いろいろ聞かれた」

「まあ、そうでしょうね」

「それと──遊びに行こう、と」

　…………へぇ。

「行けばいいんじゃない？　せっかくのお誘いよ」

「……了解」

　こくり、とロコが頷うなずく。

　それを確認した冷香はカレー皿に向き直り──唇の端をつり上げた。

　……どっちの案かわからないけど、なかなかえげつないことを考えるじゃない。

　だけど、それでも。手を打ったのは──こちらが先よ。





　　　　◆






「きた」

　約束の三日後。じんわりと暑さが残る夕方の図書館公園に、ロコの平へい坦たんな声が響いた。

「来てくれたんだな」

　真しん夜やも音ね々ね子こも一人きりのロコに胸をなで下ろし、ベンチから立ち上がった。

「買い出しがあるから、日が暮れるまでなら遊べる」

「あいよ。じゃあとりあえず、ついてきてもらっていいか？」

　もう一度ロコは無表情で頷く。相変わらず警戒心がない。

　歩き始めた真夜にぽてぽてとついていくロコだったが……すぐに小さく首をひねった。

「その魔導機書は、どうしてそんなに警戒してる？」

「ん？　あー……」

　ロコの視線の先にあるのは、ひしっと真夜の腕を抱きしめた音々子の姿。

　彼女はいつもおっとりとした丸い瞳ひとみを精一杯つり上げ、ロコを睨にらみつける。

「あなたは以前に真夜さんを殺そうとしたんですよ。警戒するなという方が無む茶ちやです」

「納得」

　そんな風に頷く姿を見ていると、ロコはぼんやりしたクールな少女としか見えない。

　しかし音々子の言葉通り、その脅威は真夜も身をもって理解している。

　音々子が警戒を怠らないように、真夜も頭の片隅ではそのことを気に留とめているが──

「ま、とにかく今日は遊ぼう」

「もう。真しん夜やさんも警戒してくださいよぉ……」

「だけど俺が警戒したところで、ロコが本気で動き出したらどうにもならないしなあ」

　へにょりと眉まゆを下げ、頬ほおを膨ふくらませる音ね々ね子こに苦笑する。

　もちろん最終手段まほうがあるとはいえ、まずは知覚することが大前提だ。

　不意打ちでそれができるか──と言われれば、難しいだろう。たとえ反射神経が向上していても、ベースは人間の意識なのだ。

「それはそうですけど…………わかりました。その分、わたしがしっかりと真夜さんをお守りしますっ！　真夜さんの信頼にお応こたえしてみせます！」

　むん、と胸元で小さく拳こぶしなんて握って、音々子が気合いを入れ直す。

　そんなかわいらしい恋人の頭を軽くなで、真夜はたしかな安心と共に囁ささやいた。

「頼んだよ、音々子」

「はいっ。お任せあれ、です！」




　──というのが、およそ一〇分前の話。

「きゃ～っ♪　真夜さん真夜さん！　すごいです！　お菓子がいっぱい取れますよ！」

「頼もし……かったんだけどなあ……」

　音々子の歓声といってなに一つ差さし支つかえのない声を聞いて、真夜は苦笑する。

　警戒のけの字もない歓声は、周囲から響く陽気な電子音やコインが奏でるジャラジャラという音にも負けず、真夜の耳にはっきりと届いていた。

　クレーンゲームやリズムゲーム、多種多様なゲーム機が並び電飾で明るい、その場所。

　すなわち──ゲームセンター。

　ナンパ……もとい遊びの誘いに成功した後、どこに行けば、なにをすればロコが楽しみ、仲良くなれるか考えてみた。

　だが、よく考えるまでもなく、ロコの好みもなにも知らないことにすぐ思い至り……

　結果、ゲーセンならいろいろなゲームあそびがあるし、一つくらいはロコにもハマるものがあるんじゃないかなあ、という考えで訪れたのが、このゲーセンだったのである。

「真夜さん真夜さん！　ジャックポットだそうですよ！　いっぱい降ってきました！」

　しかし実際に大ハマリしたのは、主ロ賓コよりも音々子の方が先だった、というわけだ。

　音々子が遊んでいるのは、何の変哲もないボタンを押してアームでお菓子を取る定番のゲーム。しかし音々子はこれ以上ないほどに楽しそうに、無邪気な笑顔を見せていた。

　真夜は苦笑を深め、隣に座って目をキラキラ輝かせている音々子の頭をなでる。

「楽しいか？」

「しょ、所しよ詮せん、単純なゲームです。こんなもの、支点力点の関係など運動法則や力学、ボタン押下からのアーム移動ラグを予測し、タイミングを調整するだけです。だいたいお菓子を手に入れるためにこれだけするなんて無駄だらけです。意味がわかりません」

　キリッと音ね々ね子こが難しい顔で並べ立て──しかし、すぐに頬ほおを緩ゆるませる。

「ですが──楽しいです！　これも真しん夜やさんと一緒だからですねっ♪」

「そう言ってくれると、連れてきた甲か斐いもあるよ」

　真夜になでられて気持ちよさそうに目を細める音々子は、人差し指でぽちぽちといかにも不慣れな様子でボタンを操作し、感心したように吐息を吐ついた。

「すごいですね～。ゲームセンターってこんなに楽しいところだったんですか」

「いやー、今は音々子がバカヅキしてるから楽しいんだと思うぞ？」

　音々子の言葉通りなら全すべて狙ねらってやっている可能性もあるが、それにしても快調だった。

　初めてにもかかわらず、音々子は当たりとして台に積まれていたお菓子を一回で全て回収し、それで楽しくなったのか五回ほど繰り返したところで、さっきのジャックポットだ。

「ふう……」

　と、残り回数の尽きた音々子が、満足そうな息を吐いて真夜にそっと体重を預けた。

「今日は本当にありがとうございます。また一つ、真夜さんと一緒に初めてを経験することができました」

「お礼は素直に受け取っておくけど……今日の目的はそうじゃないだろ？」

「ふぇ？　真夜さんと一緒に遊ぶことではなく、ですか？」

　一片の疑いもない顔で見上げる音々子に目を細め、ちょいちょい、と音々子の足下を指差す。ゆらゆらと揺れている──灰褐色の兎うさぎ耳みみを。

「なんですかこれ………………あ！　そ、そうでした！　あの子は……！」

　一瞬、素で怪け訝げんそうにした音々子だったが、ようやく当初の目的を思い出したらしく、兎耳の付け根を──音々子の足下にしゃがみ込んでいるらしきロコを慌てて覗のぞき込こんだ。

「…………？　お菓子、降ってこない？」

　そこにあったのは、音々子とは対照的に、静かに黙々とお菓子を回収し続けるロコの姿。

　ロコの横には音々子の取ったお菓子が山と積まれており……しかも、その半分ほどはすでに袋の口が開いていた。

「あー……ロコ、もうお菓子は降ってこないぞ」

「なにごと？　故障？」

「そんなお菓子が降ってくるのが当たり前、みたいに言われても」

　……こいつはこいつでゲーセンというものを理解してないな。

「ところで、このお菓子は食べてもいいもの？」

「いえ、もう勝手に食べてますよね？」

「…………？」

「無表情に首をかしげてもごまかされませんよ!?　真夜さんを襲わなければ、なにをしてもいいってわけじゃないんですからね!?」

　ぷくぅと頬を膨らませて音々子が怒る──というか、とんでもなくあっさりとキレた。

　小さな手でぺちぺちと長なが椅い子すを叩たたく姿がなんともかわいらしい。

　しかし怒れる音ね々ね子こにも、ロコはまったく変わらない感情の窺うかがえぬ顔のまま、

「こんなに持ち帰れない。だから減らしてあげた。感謝してもいい」

「真しん夜やさん！　やっぱりこの子消しましょう！　二度と再生できないように、核ごと、完膚なきまでに！　話せばわかるなんて夢物語でした！」

「まあまあ、音々子もそう怒るなって。お菓子がいるなら、帰りに買ってやるから」

「うう……絶対ですよ？　とくにこの棒状のお菓子、楽しみにしてたんですから。なんでも、これを使う〝ぽっきーげーむ〟？　とやらが恋人同士には人気らしいので」

「……それ、誰から聞いたの？　もともとの知識？」

「いえ、結ゆ愛あさんから。どういうものなんですか？」

「よし、家に帰ったら存分に実践してやる。ねっちょりぐっちょり、たっぷりとな」

「はいっ、楽しみにしてます♪」

　結愛め……グッジョブと言わざるをえないじゃないか。あとで存分に褒めてやろう。

　真夜は心の中で妹に賛辞を送り──疲れた顔でロコに向き直った。

「で、ロコ。話は戻るけど、人の取った景品を勝手に食べるのはよくない。普通に窃盗。ってかこのゲーセンは食事禁止」

「こんなにお菓子があるのに？」

「あるから食べていいってわけじゃないだろ……」

　この脈絡のなさ、一直線に結果を求める姿勢──音々子とそっくりだ。

　同じ魔導機書レトヴイワール、やはりそのあたりの思考も自おのずと似てくるのだろうか。

「お菓子が出てこない……？」

「いやだから、ゲームをして、その結果としてお菓子が降ってくるんだって」

　取り出し口をカパカパ開け閉めするロコにそう説明すると、彼女は急に立ち上がり、そのまま音々子の隣の席に腰を下ろした。

　なにをするのか、と音々子と真夜が見つめる中、ロコはポケットを探り──

「なら……出す」

　取り出した百円玉を迷うことなくゲーム機に投入した。

「ふっ。やれやれ、ですね。そう簡単にこのゲームでお菓子は取れませんよ。今謝るなら、わたしが取ったお菓子を少し分けてあげても──」

「……ジャックポット」

「──いいで……ふぇっ!?」

　淡々とした言葉通り、一発目でルーレットをそろえたロコの台に上からドザーッとお菓子の雨が降り注ぐ。その量は、音々子に及ばないまでも相当なものだ。

　……なんなのこの台、どれだけ初心者設定なの？　それとも魔導機書ってのはバカヅキする機能でも持ってるの？　むしろ目押し上等な反射神経が反則なの？

　周りを見れば巡回中だったらしい店員も目を丸くしている。設定自体はそんなに甘くないらしい。魔導機書と運試しは絶対にしたくない。

「わたしのお菓子を……なに？」

「うぐぐ……真しん夜やさん！　もう一回やっていいですか!?」

「はいはい。もう一回だけな？」

「はい！　真夜さんからいただいたこの百円。負けられません。絶対に負けません……っ」

　音ね々ね子こが百円玉を握り念を込めている間も、ロコは淡々とボタンを操作し微かすかに、だがたしかに──音々子を鼻で笑った。

「大当たりまで五回と一回。どちらが優秀か、比べるまでもない」

「あ、ちょっと！　真夜さん、この子わたしのことを馬鹿にしましたよ！」

「先に馬鹿にしたのは音々子だから、今回はノーカン」

「そんなぁ……。いいです、こうなったらこっちで見返してやりますから！」

「五十円アイスより効率がいい。余ってるお釣りおこづかいを、これに全額つぎ込む」

「ぜ、全額……!?　お、お金の暴力とは卑ひ怯きような……っ」

「勝つことに、意義がある。……お菓子」

「勝つためじゃなくて、お菓子がほしいだけですよねえ!?」

　とかなんとか。隣り合った台で騒がしくも真剣すぎる目でボタンを操作する音々子とロコを、真夜は後ろから微笑ほほえましく眺める。

　最初はどうなることかと心配していたが……この様子なら、大丈夫そうだ。

　なにも知らない人が並んだ二人の姿に言葉をつけるのなら、こうなるだろう。












〝友達〟──と。

　……早すぎる？　いやいや、結構なことじゃないか。

　音ね々ね子こが警戒を解いていないのは、常に真しん夜やとロコの間に入ろうとすることからも一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、こうしてロコと会話をしている音々子からは、もう一つわかることがある。

　音々子は今、ロコのことを〝会話のできる相手〟として認識している。

　鏖おう殺さつすべき対象に、感情を込めて話しかける必要はない。

　ただただ無造作に、人間が害虫を駆除するように、なんの感かん慨がいも感情の起伏もなく処理すればいい。それこそ、数日前の戦闘のように。

　そういう態度でロコに接していた音々子が──今やロコと勝ち負けを競っている。

　これだけでも、十分に進歩といえるだろう。

「ほらな、音々子。話してみれば、意外とわかりあえるもんだろ？」

「わかりあえてませんよ!?　この子ったら、またわたしのお菓子を！」

「お金を使って取るより、そこにあるものを食べる方が効率的と判断したまで」

「だから大前提として、そのお菓子はわたしが取ったものなんですよぉ！」

　音々子の山からお菓子を奪おうとするロコと、それを必死に防ぐ音々子。

　その様子はどう見たって仲のいい友達そのもので。

　一つだけ、問題があるとすれば……

「真夜さん、あと一回。あと一回だけやらせてください！」

　真夜の財布残高が、ガリガリ削れていっていることくらいだろう。

「……あと一回だけな？」





　　　　◆






　それから数時間後。夕暮れの中、三人は図書館公園に戻ってきていた。

　ロコは待ち合わせにも使ったベンチを通り過ぎると、真夜を振り返り、

「また、三日後」

「お、また遊んでくれるのか？」

「…………断る理由がない、から？」

　ロコが疑問形でそう答える。

　だがロコは気づいているのだろうか。それが婉えん曲きよくに『楽しかったから』と言っているのだということに。

「ああ。それじゃあまた三日後、ここで」

　こくりと頷うなずき、最後までクールにロコが去って行く。

　一瞬買い出しはどうするのかと思ったが、なんのことはない。公園の向こう側にもスーパーはある。今日はそちらを使うのだろう。

「……で、音々子さん？　どうしてずっと俺の背中に隠れてるんですか？」

　兎うさぎ耳みみが見えなくなってしばらく。ロコに挨あい拶さつもせず、それどころか顔も見せず真しん夜やの背中にぴたっと顔をつけたままの音ね々ね子こに真夜は声をかけた。

　すると返ってきたのは、なんともかわいらしい鳴き声で。

「うにゃぁあああああ……。真夜さん……わたし、はしゃぎすぎてませんでしたか？　違うんです。ちょっと楽しくなりすぎて我を忘れただけなんです。羽目を外しちゃっただけなんですよぉ……」

「あー、今頃になって恥ずかしさが出てきたか。目立ってたしなあ」

　そりゃ美少女二人が言い争いながら、驚異的なスピードと正確さでお菓子をとり続けてる姿は目立ちもする。一人は兎耳までついているオマケ付きだ。

「しかも真夜さんにはあんなに『警戒を警戒を』と言っていた当のわたしが、あんなに話して遊んで……真夜さんに合わせる顔がありませんよぉ……」

「合わせる顔って……別に音々子はなにも悪くないじゃないか」

「ふぇ…………真夜さん、怒ってません？」

「怒ることなんて何もないよ。だから、そろそろこっちを向いてくれないか？　……というより、俺が音々子の顔を見たいんだ」

「で、では…………ひゃうっ」

　おずおずと前に回ってきた音々子を、真夜は不意打ちでぎゅっと抱きしめた。

「あ、あのあのあの、し、真夜さん……!?」

「な？　ロコと話せただろ？」

「あ……」

　吐息は真夜の胸元から。驚きに揺れたのか、見えぬ猫耳が真夜の頬ほおを微かすかにくすぐる。

「話しちゃいけないなんてことはないさ。音々子はしっかり警戒を続けて、俺を守ってた」

「で、でもわたしは敵とあんなに……」

「だったらいっそ、そのまま話し続けて、仲良くなり続けて──こっちに寝返らせちまえ。そうすりゃ誰になにをはばかることもなく、友達になれるだろ？」

「……真夜さん、無む茶ちや苦茶言ってるの、理解してます？」

「ああ、もちろん」

　音々子の困ったような声に、真夜は首肯する。

「リスクが高いのは重々承知さ。だけど、それも手の一つではある。だろ？」

「そうですけど……」

　正直なところ、真夜の自己満足のぞみは今日だけで、ほぼ達成できていた。

　ロコに起伏が少ないとはいえ感情があることも確認でき、ただの女の子と同じように──道具などではなく、遊びを楽しんだりできるということも確認できた。

　だからここから先は──

「音々子が決めていい。やっぱり即座に危険な芽は摘むべきだと判断するなら、今度ロコと会った瞬間に、どうにかすればいい」

「……真しん夜やさんは、それでいいんですか？　ずいぶんとあの子にご執心のようですが」

「ご執心ってほどじゃないさ」

　……そう。執心しているのはロコではなく──音ね々ね子こに、だ。

「俺は魔法や魔導機書レトヴイワールの危険性なんてわからないしさ。なにより……音々子を信頼してる。だから知識もあり俺の信頼が置ける音々子に、任せる」

「うにゅ……」

　真夜の言葉に、音々子が照れたように不思議な鳴き声をもらして、黙り込んでしまう。

　だから真夜は静かに待ち続ける。音々子の判断を、音々子の意思を聞くために。

　日の落ち始めた公園で抱き合い、そっと彼女の背をなでながら待つこと一分ほど。

「──真夜さん」

　結論が出たのか、音々子が真夜を呼んだ。

　真夜の顔を真まっ直すぐ見上げた音々子は、その判断に戸惑うように、自身のこれから口にすることが信じられないというように、何度か口を小さく動かし──

「…………もうちょっとだけ、ロコと遊んでみようと思います。それで懐柔できれば、戦わずして真夜さんの危険は減りますし──」

　音々子はふいっと視線をそらすと、戸惑うように、照れたように……それを、口にした。

「──わたしも、楽しかったですから」





　　　　◆






　その男は突然に、唐突に。はじめからそこに居たかのように椅い子すへ腰掛けていた。

「……だから、乙女の部屋に勝手に上がり込むのは重罪ってわかってる？」

「法で裁けるような我々でもあるまい？」

「アタシが裁くっつってんのよ──司書」

　冷れい香かは嫌悪感もあらわに吐き捨て、肩をすくめる司書に警戒を強めた。

　しかし司書は胡う散さん臭くさいほどの笑みで、あっさりと両手を挙げる。

「そう睨にらまずともいいだろう。私は君に害を成すわけではない」

「不法侵入の変質者がよく言うわ」

「──伝え終えた」

　冷香の動きが止まる。──いや、言葉一つで止められた。

　……伝わったのは何人？　情報量は？　距離は、猶予は、多面的な対処は必要か──。

　冷香の脳裏に一瞬にして無数の疑問と選択肢が走る。──しかし、

『マスター、帰宅した』

　思考がまとまるよりも早く、ドアの向こうから抑揚のない声が聞こえてくる。

　反射的に冷香の意識が帰宅した魔導機書に向く。向いてしまった。

　それは一瞬、時間にしてコンマ一秒もないであろう僅わずかだ。

　しかし冷れい香かが意識を戻したとき──彼女の視界から、すでに司書の姿は消きえ失うせていた。

「……またやられたわ」

　苦々しく冷香は呻うめく。自宅という完全なホームで二回も出し抜かれ、冷香の司書に対する嫌悪とイライラが、さらに膨ふくらむ。

　……でも、それでも……っ。

　ギリッと冷香は唇を噛かんで怒りを押さえつける。

　他の魔法使いにまで知れ渡ったのなら、先を越される前に動かなければならない。準備が整い次第、即座に行動を起こさないと全すべてが無駄になる。

　だから、情報の出所が正体不明でも、どんな意図があったとしても、

「未完の魔導機書を手に入れるためには、なんだって利用してやるわ……っ」

　声は暗く、深い。年月を重ね澱おりのように濁った執着を瞳ひとみに宿し、冷香は唸うなる。

　僅わずかな情報でも、どんな存在でも、利用できるだけ利用してやる。

　未完の魔導機書を手に入れるために──そして、

　──新しい世界を、この手で創つくるために。





　　　　◆






　それから三日後。また三日後、と三人の集まりは続いた。

　あるときはカラオケで。あるときは公園で。ロコと共に遊ぶこと、四回。

　そして五回目──出会ってから半月が経たった今日は、街に出て食べ歩きに興じていた。

「クレープ……たこ焼き……悩ましい」

「あー、予算的にあと一個か」

「コロッケも捨てがたい。これなら三つ買える」

　手に小銭をのせ、真剣な──といっても見た目は変わらないのだが──顔でロコが悩む。

　駅前の商店街には移動クレープ屋や屋台、年季の入った和菓子屋に、主婦で溢あふれている肉屋などが並んでいるが、どうやらロコのシメは三択のようだ。

「じゃあ、ロコ。三人で一種類ずつ買って、少しずつ分けないか？」

「…………」

　ロコが即座に頷うなずこうとする……が、その動きが途中で止まった。

　視線が水平に移動し、真しん夜やの隣──音ね々ね子こに移る。

「……いい？」

　言葉は簡潔に。しかし意味は音々子に伝わり、頷きになる。

「ええ。それでかまいませんよ。わたしもコロッケとクレープで迷ってましたから」

「感謝する」

「いえいえ」

　そんな二人の会話を聞きながら、真夜は思う。

　……同じ釜かまじゃないけど、食べ物を分け合えるほどなら、もう出会い頭にノータイムで攻撃とかは心配しなくてよさそうだな。

　ロコが変な動きをしなければ、という前提はあるが、今のところその兆候は一度もない。

　彼女の言葉を借りれば、『命令されてない』ということなのだろう。

「し～んやさんっ」

　などと考えていると、早速クレープを買ってきた音ね々ね子こに袖そでを引かれた。

「えへへ～……あ～ん、ですっ♪」

「ちょっ、音々子。こんな人前で……」

「ふぇ？　家では結ゆ愛あさんがいても、よくやっているじゃないですか」

「あいつは身内だろ？」

「じゃあ真しん夜やさんの視界にいるのが、身内だけならいいんですね？」

　そう言った音々子が、さらに顔を真夜に近づけてきた。

　真夜の唇に吐息がかかり、すぐにでもキスができそうな距離まで音々子が迫る。

　視界を音々子の幼い顔が埋めつくし、クレープとも違う音々子の甘い香りが真夜の鼻び腔こうを満たす。思わず目の前の赤い果実に吸いつきたくなるが──

「……どうやってクレープを食べさせるつもりだ？」

「難しい、ですね。クレープより、真夜さんに近づきたい気持ちを優先させちゃいました」

　無邪気に笑った音々子がゆっくりと離れていく。

　しかし真夜は、昂たかぶりだしていた身体からだのままに距離を詰め──

「……これも、遊び？　たしかに、見ていて面白い」

「ローコー？　俺と音々子の愛の営みは見世物じゃない」

　ロコに渋い顔を向けた。

　だがロコは、何を言われたのか、とばかりに首を傾かしげ……

「？　愛の営みなら、もっとこう……」

「比ひ喩ゆです、比喩ですよ!?　解説しようとしなくていいですからね！」

「それに──近すぎるなら口移しすればよかった」

「ロコ……おまえ天才か!?」





　　　　◆






　──騒がしい時間にも、終わりは訪れる。

　彼らにとって合図は、夕暮れだ。五回目ともなると慣れたもので、日暮れが近づくと誰が言い出すでもなく、自然と公園のベンチ前に足が向かう。

「それじゃあ、またな」

「……ん」

　次回は三日後。それがこの逢おう瀬せのルールだ。

　いつもなら軽い挨あい拶さつをすますと小さく頷うなずき、ロコは去って行く。

　──だが、今日のロコはいつまでも動かず、落ちかけの太陽を背に立ち尽くしていた。

「ロコ……？」

「……なんでもない」

　ロコは首を振り、いつものように入ってきたのとは反対側を向いて歩き出す。

　その後ろ姿に真しん夜やが首をかしげていると、ロコの声が風にのって聞こえてきた。

　それは没した日が出す最後の灯あかりのように。冬の気配を感じさせ始めた秋風のように。

　最期の火すら使い切った──今にも消えそうな蝋ろう燭そくのように。

　葉擦れに混じって、微かすかに微かに──。

「また、三日後。────さようなら」





　　　　◆






「マスター、帰宅した」

　屋敷の最上階、冷れい香かの部屋の扉をロコは叩たたく。

　食材を受け取りに来なかった冷香に、次の指示を仰ぐべくロコは主あるじの部屋を訪れ──

『入りなさい』

「…………」

　室内から呼ばれるままに、冷香の部屋へ足を踏み入れた。

　足下にふかふかの絨じゆう毯たん。中央に儀式用の円卓。奥の窓際には黒こく檀たんの机。

　それ以外の壁は全すべて分厚い書物──名な広ひろ家の遺産とも言うべき歴代の魔導書や資料で埋め尽くされた部屋。ロコにとっては生まれた場所でもある、見慣れた部屋だ。

「楽しかった？」

「…………たぶん？」

　背を向けたまま訊たずねる冷香に、ロコは疑問形ながらも簡潔に答える。

　嘘うそはつかない。つく必要などない。そのように望まれ、そのように造られている。

　──その返答が持つ本当の意味を、わかっていなくても。

　──たとえそれがどんな結末を招くのか、わかっていても。

　マスターの命令には、逆らわないえない。

「そう。それはよかったわね」

　親のような温かい言葉とは裏腹に、冷たい声音で冷香が言う。

「五回、半月。もう十分ね。これで効果がなければ、それまで。これ以上何度繰り返しても変わらないわ。おまえの役立たず度合いが、アタシの想定以上だったということ」

　ロコには冷香の言葉の半分も理解できない。

　知っている前提が異なりすぎるから。主の思惑など、魔導機書どうぐには伝えられないから。

　しかし、ロコは感じていた。

　──全すべては、このための布石だったのだと。

　冷れい香かがロコに振り返った。

　窓からさし込む月の逆光で、ロコには冷香の顔がよく見えない。

　しかし──裂けたように笑んでいる口元だけは、なぜか鮮やかに見ることができた。

「存分に楽しんだでしょう。ならそろそろ──」

　冷香が手を伸ばす。ロコの頭に触れる。自らの魔導機書レトヴイワールの耳元に赤い赤い唇を近づける。

　囁ささやかれる言葉は甘美な毒をもって。服従を第一義として造られた身体からだへ染みこむように。

　刻み込まれた命令を起動させ、ロコの存在の中心が準備を始める。

　そして冷香の珍しく優しい声を鍵かぎに──

「未完の魔導機書を手に入れる、贄にえとなりなさい」

　──ロコの意識が、暗転した。






　　　第五章　それは一つの──






「曇り、か」

　公園への道すがら、真しん夜やは呟つぶやいた。

　見上げた空は灰色の雲が垂れ込め、夕方ながらすでに夜のような薄暗さだ。

　空気も湿気をはらみ、いつ雨が降り出してもおかしくない様相を呈していた。

「天気予報によると、夜までは持つそうなのですが……怪しいですね」

　隣を歩く音ね々ね子こが後ろに視線を向けつつ、小さく首を傾かしげた。

「ちょっと走って、傘を取ってきましょうか？」

「いや、折りたたみ傘なら鞄かばんに入れてあるし、二人なら何とか入るさ。ぴったりくっつけば、な」

「も、もう真夜さんったら……そんな素敵なご提案、断れるわけがないじゃないですか♪」

　喜色もあらわに絡めてくる音々子の手を、真夜からも握り返し、

「──真夜さん、なにか気がかりなことでも？」

　音々子の声に頬ほおをかいた。

　……さすがは最愛の人。隠し事なんてできそうもない。

「なあ、音々子。前回、ロコが最後に言ったことを覚えてるか？」

「ふぇ？　えと、『さようなら』ですよね。……そういえば珍しいですね、あの子がそういうことを言うのは」

　そう、珍しい。ロコはいつも次回の約束だけを交わし、公園を後にしていた。

　なのに、前回は別れの言葉を残していった。

　全すべてを悟ったような瞳ひとみで──自分自身にこそ言い聞かせるように。

　それがどうにも真しん夜やの胸に引っ掛かり……離れなかった。




　しかし、それ以上の言葉はないまま、二人は公園に辿たどり着つき──

「あ、今日はわたしたちの方が遅かったみたいですね」

　ベンチの前で真夜たちに背を向け、ぼんやりと空を見上げるロコを見つけた。

　……ただの杞き憂ゆうだったか。

　真夜は胸をなで下ろすと、軽く手を上げながらロコに近づいた。

「お待たせ、ロコ」

「なにかあちらに面白いものでも────真夜さん!!」

　瞬間。暴力的な音を伴い、空気が引き裂かれた。

　音ね々ね子こに引き倒された真夜の頭上を、振り向きざまに放たれた拳こぶしが通過する。

　パァン!!　と空気の壁を破る快音が響き、かわしてなお鈍器で殴られたように風圧が真夜の頭を揺さぶった。

「真夜さん、ご無事ですか!?」

「ちょっと、ふらふらするけど……大丈夫だ。ありがと、音々子」

　頭上で弾はじけた空気の音にゾッとしながら、揺れる視界でなんとか立ち上がり前を──拳を引き戻す少女を見る。

「で、ロコ。どういうつもりだ？　さすがに今のはイタズラじゃすまされないぞ」

　少女──ロコの姿は前回会ったときとなにも変わらない。

　しかし、その顔はいつにもまして無表情。青い瞳に光はなく、細い身体からだはふらふらと重度の熱病に浮かされているかのように頼りなく揺れ続けていた。

　……どう見ても、普通じゃない。

　それは音々子も感じたようで、真夜をかばうように前へ出た。

「──ロコ。釈明の機会を一度だけあげます。なぜ、真夜さんを攻撃したのですか」

　目を細めた音々子の声に抑揚はない。ただひたすらにフラットなその声は、ロコと初めて会ったとき──冷れい香かに殺されかけたときの声音、それと同じだった。すなわち──

　明確な殺気がなくとも、空気の変化がなくとも。それでも立場は当時に戻ったというように──返答次第ではそうなると警告するように、音々子はすでに臨戦態勢に入っていた。

　そして応こたえが、ロコから──いや、

「──なぜ？　叡えい智ちの賜たま物ものであるはずのあなたが、おかしなことを問うのね」

　ロコの後方から、凜りんとした女性の声が響いた。

　切れ長の瞳ひとみで真まっ直すぐに音ね々ね子こを見据え、女性──名な広ひろ冷れい香かが出会いの言葉を繰り返す。

「ごきげんよう、未完の魔導機書。──ロコはアタシの魔導機書レトヴイワールよ。未完の魔導機書を手に入れるための、そのためだけの道具」

　彼女は口元に冷笑を浮かべ、言った。

「そんなロコに〝なぜ〟と？　その問いにどれほどの意味があるのかしら？」

「そう……ですね。今回ばかりは、わたしが間違っていました」

　口にする一語ごとに、音々子から急速に熱が失われていく。

　音々子を構成する絶対的な判断基準に沿って、目の前の対象から──魔法使いとその魔導機書から関心がなくなっていく。

「音々子……」

「──真しん夜やさん」

　音々子に伸ばした手が、やんわりと押し戻される。

　彼女は肩越しに振り返り、真夜に対してだけ笑顔を見せ──告げた。

「すぐに終わらせますので、しばしわたしの後ろでお待ちください」

「そうね。すぐに終わらせてあげるわ。使役者、あなたの死をもってね」

　音々子は優しく、しかし淡々と。

　冷香はおかしそうに、しかし冷徹に。

　それが──はじまりの合図だった。




　冷香は喚よんだ。

　ここ半月、詠唱し保存スタツクし続けた魔法を。詠唱だけで三日を超える大魔法を解放する。

「──術式解放タスクパージ────《冷園の華ロンド・レイド》──!!」

　途端、煌きらめきが公園を支配した。

　それは無数の氷片だった。空気に解け、触れれば瞬く間に溶けそうな、淡く儚はかない雪と見間違う氷の欠片かけらが光を乱反射しキラキラと光り輝く。

　肉眼で視認もできないほどに細かな氷片は、しかし凶悪なまでの速度で加速度的に数を増し──冷香の言葉から一秒と経たたず公園一帯を包み込んだ。




　一瞬で氷片群ダイヤモンドダストに支配された光景を前に──しかし音々子は、つまらなそうに呟つぶやいた。

「また大おお仰ぎようなことを……」

　……もっとも、今回は虚こ仮け威おどしではなさそうですが……。

　それよりも、と彼女の興味を引いたのは──冷香の挙動。

「前回も思いましたが、どうやら現代の魔法は随分と進歩しているようですね」

「はっ、冗談。魔法が進歩したんじゃないわ。これはアタシが作りだした技術よ」

　……なるほど。あくまで個人技のレベルである、と。

　功績を誇るように力強く言い切る冷香を見て、音々子はアテが外れたことを悟った。

　冷れい香かが行ったことは、ある現象と酷似していた。

　──詠唱なしでの魔法発動。音ね々ね子こを悩ませる、真夜に起きている謎なぞの現象だ。

　もしそれが現代の魔法使いの間では一般的なら──自分が不勉強なだけで、誰にでもできる技術なら──真しん夜やに起きている異常の一部は解決する。

　……と、よかったのですが。さすがにそんな甘い考えは許されませんか。

　小さくため息を吐ついた音々子は落胆を表に出すことなく、適当に手を公園の外へ向けた。

「では訊ききたいことも訊き終えましたので──お引き取りを。お手は煩わせません」

「つれないのね。言ったでしょう？　前回は挨あい拶さつ。今回は──本番よ」

　言葉と同時、音々子の視線の先で──氷片が炸さく裂れつした。

　宙に浮かぶ氷一片一片が小型の爆弾となったかのように、空中を爆発が連鎖していく。

　威力が一瞬で距離を詰め、一切の例外なく音々子を、真夜を呑のみ込む──直前。

「────呼出コール《原初の輪アンノウン》」

　音々子の腕の一振り。それだけで爆発により生じた熱も圧力も、周囲の全すべてが〝黒アンノウン〟に抉えぐり取とられ、氷片の海に空白が生まれた。

　音々子には当然のように傷も、汚れの一つもない。そして背後にかばった真夜にも余波が一切届いていないことを感覚として把握し、音々子は辺りを冷めた目で見回した。

　……散らばる氷片全てが爆弾。広域に展開したのは逃げ場を塞ふさぎ、こちらに行動の制限をかけるため、と。前回の自己増殖する氷柱つららといい、結界といい、今回の氷片群といい、この魔法使いは、まず環境を自分好みに整えるところから始めるタイプのようですね。

　……あのロコを作った魔法使い。たしかに優秀な魔法使いです。

　これだけの魔法を一息で発動させるとは、正直侮あなどっていた。そして──

「どうやら、ただの〝冷却〟が得意な魔法使い、というわけではなさそうですね」

　この現象まほう。それを成せる分野は、もっと高度かつ、物質の根源に手を加える術──

「──粒子の振動制御」




「……正解よ、未完の魔導機書」

　冷香は思わず嘆息しそうになり、ぐっと堪こらえた。

　……一目で看破なんて、未完の魔導機書の面目躍如といったところかしら。

　冷却、凍結──ただ凍らせるだけなら、応用力がない魔導機書どうぐにだってできる。しかしそれは、減速という単一の現象に過ぎない。一芸に秀でたところで、裏を返せば弱点だ。

　ゆえに、冷香が目をつけたのは、その原理。

　粒子の振動を制御しきること。それが冷香の結論だった。

「──それで？」

「それで、とは？」

　わかっているだろうに、無表情のまま音々子が小さく首をかしげる。

　その仕草に不気味なものを覚えながら、冷香はあらためて現状を口にした。

「原理を理解した未完の魔導機書様は、どう動くのかしら？　少しでも動いて氷に触れれば、その振動で爆発。動かなければ、アタシが氷を誘導するわ」

　前回の邂かい逅こうで、唯一とはいえ未完の魔導機書に通じる方法があった──物量作戦だ。

〝結果を先に世界へ現出させる〟という魔法の性質上、『しわ寄せ』を制御しきれば弾たま切ぎれという概念は存在しない。──よって、本番と嘯うそぶいた冷れい香かの作戦は単純明快。

　……使役者を守れなくなるほどに、攻撃を加え続ける……！

　答えない音ね々ね子こに、冷香は口の端をつり上げる。

「そうそう。これって手加減ができないのよ」

　だから──と、冷香は指揮者のように掲げた指を振り、言った。

「肉片すら残らなかったら、ごめんなさいね……？」

　──爆発が始まった。

　一片の爆発が無数に連鎖し、先程より広大な範囲が一瞬で生じた熱に焼き尽くされる。

　……この程度で終わるはずがない。どうせあの黒い球が身を守る。──でも。

　いくら爆熱や氷片が消されたところで、《冷園の華ロンド・レイド》は一度発動してしまえば勝手に自己増殖を繰り返す魔法だ。だからあとは、

　……根比べよ、未完の魔導機書。どちらが先にミスをするかの、ね……！

　そう、思った直後、

「いえいえ。ご心配には及びません」

　音々子が──〝黒アンノウン〟を、消した。

「……は？」

　すでに爆熱は届く寸前だ。どう考えてもただの自殺行こう為い。なら諦あきらめたのか？　──違う。

　冷香の直感が訴えた。脈絡もなく、結果を悟った。

　────殺される、と。




「ご自分がなにを言っているか、理解されていないようですね」

　迫る暴力の嵐あらしを前に、自身とマスターの守護を消して、音々子は笑う。

　あまりの無知を。あまりの奢おごりを。悼むように。悲しむように。

　その実──一切の感情を伴わず。ただ主あるじだけを想おもい、音々子は笑う。

　すでに肌には熱が感じられる。それでも急がず、ゆっくりと。

　舞台の幕が下りるように、静かに音々子はスカートの裾すそをつまみ──

「それは──こちらの台詞セリフですので」

　終幕を告げた。




「────呼出コール《終ノ始リエンドロール》」




　瞬間。一つの世界が終わりを迎えた。

　公園を──氷片に侵されていた全域が闇やみに沈む。

　光を反射して煌きらめいていた氷片が──いや、それだけではない。爆発により生じた、熱も、圧力も、空気の振動も光も。冷れい香かの魔法が作り出した全すべてが、跡形も無く消え去った。

　それは刹せつ那なというのも正しくない。まるで元々存在などしなかったように。世界から魔法というフィルターを取り除いたかのように。

　あまりにもあっさりと──氷の世界に幕が下ろされた。

「お粗末様でした♪」

　音ね々ね子こがにこりと微笑ほほえみ、優雅に一礼する。

　彼女にとって唯一の観客──真しん夜やに楽しんでもらえたかと、無邪気な期待を視線に込める音々子の姿も声も、普段となに一つ変わらない。

　真夜には一度世界が終わり、描き直されたようにも感じられた──正確に何が起きたかも理解の及ばない途方もない魔法。それでも、

　……音々子にとっては、これすら日常の延長だって言うのか。

　全身が総毛立つのを感じながら、真夜はようやく疑問を口にした。

「これ、は……？」

「全てのものには終わりがあります。有機物でも無機物でも。それがたとえ──概念でも。ただわたしは、その終わりを引き寄せたに過ぎません」

　──〝在る〟という事実を無視し、〝無い〟に上書きする。

　しかし消えたのではない。ただ──存在が終わったのだ。

　音々子の言葉を受けて、知るはずもない情報が真夜の頭に浮かぶ。だがそれが正しく、先程の魔法の本質であると、理屈ではなく直感で真夜は把握した。

　真夜の顔に理解が広がったのを見た音々子は、チラリと冷香に視線を向け小首を傾かしげた。

「一応、魔法使いは生かしてみましたが……不要でしたか？」

「い、いや。よくやった。それでいい」

「はいっ。真夜さんのお言葉、しっかり守りましたよっ♪」

　にぱっと笑みを深めた音々子が腕にすり寄るのを、真夜は慌てて抱きとめる。その仕草は飼い主に褒めて欲しがる子猫のようでもあり、甘えたがりな普通の少女のようでもあり。

　……だけど、この力は──普通じゃない。

　周囲の地面は爆発で抉えぐれ、遠く離れた木々すら竜巻に巻き込まれたかのように根元からへし折れてしまっている。それは魔法に疎うとい真夜でもわかる、冷香の魔法が持つ威力だ。

　だが戦場跡のような、その中心にいたにもかかわらず、はっきりと狙ねらわれたにもかかわらず。真夜にも音々子にも傷どころか、土汚れすらない。

　言葉一つで、容易たやすくそれほどの魔法を無効化してしまう存在。魔法という埒らち外がいの中でも、さらに枠外の異端。

　比較し、目の当たりにし──ようやく真夜は実感した。

　──音々子の力は、あまりにも異常だった。




「あは、あははははははははははは……っ！　さすがね。ええ、さすがだわ……！」

　突然の笑い声に、音ね々ね子こは真しん夜やの腕の中から音源──冷れい香かを見た。

　……恐怖で頭がおかしく……いえ、これは…………歓喜、ですか？

　音々子の感じたその喜色は正しく、涙が浮かぶほどに冷香は笑い続ける。

「ええ、これでこそ未完の魔導機書！　この程度で手に入るようなものなら、アタシが追い求める未完の魔導機書じゃない！　それでこそ──」

　得た確信に歓喜し身震いしながら、陶酔したように冷香が叫ぶのを音々子は聞いた。

　彼女の追い求めるモノを。音々子と名付けられた魔導機書しようじよの正体を。

　未完の魔導機書がもつ、本来の機能を──。




「『ψプサイ』の求めた最終到達点──『世界』を創造すべく造られた、未完の魔導機書……!!」




　冷香が強く強く、爪つめが食い込むほどに拳こぶしを握りしめ、血を吐くように唸うなる。

「あなたを手に入れ、アタシは新たな『世界』を創つくる。アタシを出来損ないと蔑さげすむ者のいない、アタシこそが正しい世界を創ってみせる……！」

「世界の創造……ですか」

「そうよ！　手にした者は世界を手にし、自らの望むがままに世界を創り出す。魔道を極めし『ψ』が最後に遺のこした、原初の魔導機書が持つ機能。それさえ、それさえあれば、アタシは……っ」

「…………そういう、ことでしたか。なぜわたしなんて骨こつ董とう品ひんを求めるのかと疑問でしたが、そんな風に伝わっていたんですね」

　冷香の怨えん嗟さじみた唸りに──しかし音々子は声に顔に呆あきれもあらわに、小さく嘆息した。

　……ええ、たしかにあなたの言葉は正しいですよ。──ですが、

「………………ただ正しいだけ、なんですよね」

　それではなんの意味もない。いくら魔法使いとして一流でも、真夜以下の理解度だ。

　だから会話は無駄、と結論づけた音々子は、愛いとしい真夜の顔を見ようと振り返り──

「ああ、よかった。あなたは紛まぎれもなく未完の魔導機書。だったら──対処は簡単」

　一転してトーンの下がった冷香の言葉に、幼い顔を凍りつかせた。

「取り込んだ対象マスターを──もう一度、分解してしまえばいい。今度は再構成せずに、ね」

「────っ」

　反射的に音々子は冷香に視線を向けるが、彼女はすでに音々子を見ていない。

　冷香が冷めた瞳ひとみで見据えるのは、音々子の愛しいマスター──八や木ぎ真夜、その人。

　向けられた視線と、冷香の言葉を反はん芻すうしたらしい真夜が、ぽつりと呟つぶやいた。

「取り込んだ、対象……？」

「……あなた、まさか知らなかったの？　ああ、いえ。愚者に過ぎない身では当然ね」

　馬鹿を見るように、言葉通り愚者を見るように、冷れい香かが声に嘲あざけりを浮かべる。

　彼女は心底うんざりとした顔で、しかし視線に一抹の同情を込め──

「──あなたは一度殺されて、そして取り込まれ、再構成されている──ただの器よ」




　真しん夜やは、もれる声を止められなかった。

「な、なに言ってんだよ。俺が殺されてる？　おかしいだろ、ここに生きて……」

「……そう。本当になにも知らないのね。自分のことだというのに、無む頓とん着じやくな──いえ、疑問を抱きもしなかったのね」

　ふう、とため息を吐ついた冷香が面倒そうに肩にかかった髪を払い、淡々と、しかし冷徹に事実を並べはじめる。

「──なぜ伝説である未完の魔導機書が、五〇〇年以上も誰の手にも渡らなかったのか──答えは簡単。その本は、開いた者を取り込み殺すからよ。例外なく、全員ね」

　それは未完の魔導機書を知る者なら誰もが知る、疑う余地のない事実──だが、

「ところが、あなたは消えずに未完の魔導機書と一緒にいる。一般人が対抗できるような術式システムでないにもかかわらず。つまりなんらかの方法で、死後再構成された──ただの現うつし身み。ただの現し身なら──跡形もなく分解しつくせば、所有者は不在に戻るわ」

「ま……待て。待て待て待て！」

　自分の存在を暴かれるという根源的恐怖に、真夜は思わず叫んでいた。

　……なんだ。どういうことだ。俺がすでに殺されていて、この身体からだが器……だと？

　何を馬鹿な話────────────本当に？

　本当に〝馬鹿な話〟と言い切れるか？　思い当たる節はないか？

　──どうして、未完の魔導機書が読めた？

　──どうして、知りもしない魔法が使えた？

　──どうして、異常な身体能力を有してしまった？

　そもそも──突然放ほうり込まれた、魔法という別の法則が闊かつ歩ぽする非日常。

　なのに意識とは別で、身体の順応性が高すぎると──本当に疑問を持たなかったのか？

　それらは全すべて……と思考が及び、理性も本能も超越したなにかが、真夜の想おもいすら越えて彼の全てを混乱で染め上げ──

「ま、つまらない話はこれくらいにしておきましょう」

　しかし真夜には、戸惑う暇ひますら与えられていなかった。




「悩んだところで、どうせあなたは消え去るのよ」

　冷香は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす真夜を見て一瞬目を細め、すぐに鼻で笑った。

　後ろからロコの背を軽く押す。それだけで意図は伝わり、兎うさぎ耳みみがぴくりと跳ねた。

　ゆえに冷香は命じる。己の力に。集大成たる、その少女に──

「──その身を燃やしなさい！　ロコ──《氷熱無元アルター・テルロ・コリ》!!」

　直後。空間が歪ゆがみ──世界が悲鳴を上げた。

　冷気の放出。言葉にすればそれだけだが──その量が膨大だった。

　光を歪め、芝を凍らせ霜を降ろし、およそ温度の低下がもたらす全すべての現象を同時に引き起こし一帯を極寒の大地へと変へん貌ぼうさせながら、それでもなお冷気の放出は収まらない。

　現象の代償として、世界が周囲の草花や木々から無差別に熱量を奪い去る──どころか一部の物質が形すら失っていくのを見て、その意味を理解した音ね々ね子こが叫んだ。

「基幹式の暴走……!?　なんて無む茶ちやを……っ」

　真しん夜やを背にかばおうとする音々子を見ながら、冷れい香かは口角を上げる。

「ご明察。ロコの基幹式《氷熱無元アルター・テルロ・コリ》を暴走させたわ」

　使役者を分解すればいい──などと嘯うそぶいたが、かの未完の魔導機書が造った現うつし身みだ。

　通常の攻撃による破壊は可能か？　──可能だろう。この世界に存在しているのだから。

　しかし、確実とは言い難がたい。現し身の再生速度、強度、構成物質、一切が不明。なにより最大の障害として、埒らち外がいの強さと魔法を操る未完の魔導機書がいる。

　ならばどうするか。

　冷香は──こうすることにした。

　……基幹式の意図的な暴走。当然、自分にとってもリスクが高いのは承知の上。でも、これが最も効果的なのよ。

　魔導機書という魔法使いの集大成。規格外の魔法生物を生み出す中心となる基幹式。

　それほどの魔法が暴走した際に発現する影響は、破格の一言に尽きる。

　……だけど《氷熱無元》自体は、振動制御を応用した凍結魔法の一種に過ぎない。

　暴走したところで、せいぜいが公園地区一帯を氷漬けにする程度だ。

　だから──と冷香はそれを告げた。

「ロコじゃない。あくまで使役者を分解するのは──この世界よ」

　それは魔法の副産物──システム上必ず生じる不具合──通称『しわ寄せ』。

　通常は制御され、高効率に圧縮して害がないようにされる『しわ寄せ』を──しかし、暴走した基幹式は一切制御していない。規格外の出力で動いているにもかかわらず、だ。

　結果として起こるのは、目の前で起きている無尽蔵無差別なエネルギーの搾取。

「──何者も逃のがれられない世界の強制力。これがあなたを分解し、正しき死を与えるものよ。最後に覚えておきなさい、使役者」




　音々子は、立ち尽くす真夜を莫ばく大だい量の冷気からかばいながら唸うなった。

「そんなことをすれば、術者自身も……いえ、真っ先にロコが……っ」

「ええ、巻き込まれて消えるでしょうね。でも、アタシには関係ないわ」

　冷香が笑顔で頷うなずく。

　しかしそれは、諦あきらめに沈んだ投げやりなものではない。

　……あの余裕。自分〝だけ〟は助かるように仕組んでいるということですか。

　原因と結果を正常化するべく世界そのものが発生させる『しわ寄せ』に対して、防御も何もない。巻き込まれたが最後、魔法によって狂った因果を修整するエネルギーへと成り果てる。

　わざと暴走させられた『しわ寄せデメリツト』は、それ自体が脅威であり──攻撃メリツトだ。

　今やロコは──世界の恩恵を受けた、最悪の爆弾となっていた。

　対処法は二つ。元凶を消すか、範囲外まで逃げるか。

　音ね々ね子こが思考したのは、一瞬だった。

「真しん夜やさん。一度《狭間の踏破者スルーオーバー》で遠方まで退避します。奥の林まで強行突破するので掴つかまって…………真夜さん？」

　しかし真夜が動く気配がない。

　不審に思って振り返った音々子に、震える声がかかった。

「…………音々子……俺、は……」

　仰ぎ見た真夜の顔には、戸惑いがありありと浮かんでいた。

　それは冷れい香かの語った自身の正体についてか、周囲の状況か──そのどちらにもか。

　……いえ、原因がなんであれ、今は話す暇ひまがありません。

　音々子は即座に思考を断ち切り、真夜の手を取った。

「真夜さん。事が終わりましたら、なんでもお教えします。お答えします。ですので、どうか今だけは、ご無事で切り抜けることを最優先としてください」

「あ、ああ…………わかった……」

　真夜は頷うなずくものの、歯切れはあまりよくない。

　……真夜さんはここにいます。それで十分なんです。

　そう伝え安心させるように、音々子は真夜の手をしっかりと握りしめ──

「──ねえ。魔法使いと魔導機書レトヴイワールの違いを知っていて？」

　その言葉に、背中を悪寒が走った──瞬間。

　二人を、光の乱反射ダイヤモンドダストが包み込んだ。

「っ──!?」

　爆発を警戒し反射的に音々子は真夜を引き寄せ、入れ替わりに滞空させた〝黒アンノウン〟が衛星のように周囲を回って氷片を喰くらう。

　しかし冷香はその結果を見るでもなく、先の言葉を続けた。

「二者の最たる違いは──汎はん用よう性せい。魔法使いは、同時に魔法を制御できるのよ」

　途端、音々子の身体からだが動きを止めた。いや、止められた。

　音々子の背に、頭上に、左右に、なにかがあった。それらは見えないだけで、たしかな硬度と押し返しで、音々子の動きを封じ込める。

「空間そのものが、あなたにとっての枷かせよ。壊したければ壊しなさい。この結界内なら、いくらでもどんな形でも、好きなだけ作り直してあげるわ」

「くっ……下がってください、真夜さん！」

　音ね々ね子こは急ぎ展開し直した〝黒アンノウン〟で空間の壁を喰くらい、即座に方針の変更を決めた。

　……厄介ですね。爆熱を生む氷片群も、空間そのものの壁も、壊すことは容易たやすい。それでも、そちらに力を割けば他が手薄になるのは当然のことで……。

　それに──と音々子は苦々しく、すでに目視すらできる濃度になった膨大な冷気を睨にらむ。

　……これほどの魔法。最後まで暴走しきったら、『しわ寄せ』は街一つで済むかどうか。

　臨界のリミットもわからない状態で、それほどの距離を徒歩で逃げ切れる確証がない。

《狭間はざまの踏破者》なら一息だが、フラットな公園に狭間はない。当初使おうと思っていた奥の林まで、この中を突破するにはあまりにも時間がかかりすぎる。

　だから再度、音々子は自身に刻まれた魔法を呼び出した。

「────呼出コール《原初の輪アンノウン》！」

　インクの染みのように空間へ現れた〝黒〟が、爆熱も圧力も、空間の壁すらも喰らう。

　一瞬の解放。しかしそれが終わりの見えない氷の空間の中では、焼け石に水に等しいと他ならぬ音々子自身がわかっていた。

　瞬まばたきの間に修復される氷片の煌きらめきの向こうから、声が聞こえる。

「あら、さっきの魔法を使わないのね。あれならすぐに終わるでしょう？」

　クスクスと笑いを含んだ声を聞いて、音々子は歯は噛がみし心中で叫ぶ。

　……できるなら、とっくにそうしてますよ……！

　おそらく同じ疑問を持っているだろう真しん夜やに、音々子は肩越しに小さく囁ささやく。

「……残念ながら、《終ノ始リエンドロール》は広域殲せん滅めつ用なんです。動かないものの除外ならともかく、霧に埋もれて視認もできないのでは──まとめて消してしまいかねません」

「っ……」

　真夜が息を詰めた様子が伝わってくる。

　だが彼はこんな状況にもかかわらず──なぜか嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「──ロコか」

　どこに喜ぶ要素があったのか。しかし冷れい香かの宣告から心ここにあらずと悩んでいた真夜が、どこか吹っ切れたように自分の意志でしっかりと立ち上がった。

「なら、仕方ないな」

　苦笑を含んだその言葉の意味はどういうものなのか。音々子が思案するよりも早く、冷香が白々しく嘯うそぶいた。

「健けな気げね。……ああ、そういえば。あなたたちはうちの子と遊んでくれてたんですって？　うちの子と仲良くしてくれてありがとう。おかげで──楽に使役者を殺せるわ」

　直後、氷片が動きを変えた。




「言ったはずよ。アタシが欲しいのは、未完の魔導機書」

　冷香は漫然とトラップとして起爆させていた氷片群を、攻撃として操りながら告げた。

「──核たる書が無事だったら、それでいいのよ？」

〝黒アンノウン〟が冷れい香かの攻撃をことごとく喰くらい退ける。しかし、冷香の意志がフェイントを加え、

「きゃっ……!?」

　爆発させずに突撃させた細かな氷片そのものが、音ね々ね子この腕に裂傷を刻んだ。

　反射的に血にまみれた腕が下がる。その一瞬の隙すきをつき、さらに爆発と氷片が、逃げ場を塞ふさぐために空間の壁が展開される──それでも、

「ロコ……っ！」

　音々子が《終ノ始リエンドロール》を使う様子は、ない。

　使えば──友人を殺してしまうがために。

　……まったく、仕掛けた本人が言うのもなんだけど。

「ほんと……甘いわね」

　膨大な氷片群と空間壁を制御しながら、冷香は考える。

　流れはこちらにある。そうなるように時間をかけて組み上げたのだから当然だ。

　……でも、ここでダメ押ししておきましょうか。

　瞬時に判断し、記憶の底に刻みつけた魔法を呼び起こす。

　それは展開中の魔法と同じ──

「術式解放タスクパージ────《冷園の華ロンド・レイド》」

　──〝二重展開デユアルキヤスト〟。

　重ねがけされた魔法は氷片の密度をさらに増し、地上に雲海を作り上げる。

　それまで僅わずかとはいえ残っていた視界が完全になくなり、自分の手も見えないほどの濃密な氷片群は、もはやそれ自体が壁のように公園を覆う。──だが、

「大盤振る舞い、よ！」

　冷香はさらに即応マクロ化しておいた魔法を次々と、保存スタツクが尽きるほどに連続で放つ。

　結果──

「っ……腕が、動かな……っ!?」

　音々子の腕が多重展開した氷結空間に囚とらわれ、動きを止めた。

　それは即座に蠢うごめいた〝黒〟に破壊されるが、タイムラグは少なくない。その上、破壊した直後には別の箇所が空間を枷かせとして音々子の動きを阻害する。

「くっ……」

　唸うなり声ごえを響かせる未完の魔導機書に、冷香は淡々と告げた。

「早く決めなさい。──どちらも取りこぼしたいの？」




　爆熱と冷気、相反する暴風の中で音々子は聞いた。

「そうしてロコもマスターも守って、どちらも取りこぼすか──マスターを守って、ロコを殺すか。早く選ばないと、手遅れになるわよ」

「マスターが……真しん夜やさんが、殺される……？」

　あらためて現実を突きつけられた音々子の目が揺らぐ。

　……わたしだけなら、どこまででも耐えられる。しかしそれでは真しん夜やさんが……っ。

　真夜にも魔法を使ってもらえば──と一瞬思い、即座に打ち消す。

　それでは本末転倒だ。ここを切り抜けられても、真夜の死期が早まってしまう。今死ぬか、少し後に死ぬかの違いでしかない。

　……ですが、このままでは……。

　いずれロコが臨界を迎え、周囲もろとも全すべてが『しわ寄せ』として分解されてしまう。

　そこには当然、マスターも──愛いとしい真夜も含まれ──

「────それは、嫌」

　音ね々ね子この瞳ひとみから熱が失われていく。

　それは最後の熱──関心。ここ数週間で育はぐくんだ、真夜以外に向けた関心が消えていく。

「──させません」

　……ええ、そうでしたね。なにも躊躇ためらう必要なんてありませんでした。

　真夜マスターにも宣言したはずだ。

『やむを得ないときは迷わず──殺します』と。

　音々子は自分に問いかける。

　──音々子わたしの第一義は？

　──真夜さんいとしいひととともに〝永遠〟を歩むこと。

　ならば──

「──殺させない。真夜さんは、絶対に殺させません……っ！」

　最も大切な人を守るために、

「そのためなら、わたしは……わたしは!!」

　叫び、音々子は両手に纏まとわり付かせた〝黒アンノウン〟を瞬間的に膨張させる。

　それは周囲の氷片を一息に喰くらい尽くし、爆発も氷片も氷結空間も、冷気すら到いたらない純粋な空白を作り上げた。

　僅わずかな間。しかし音々子がそれを口にするには、十分すぎる間かん隙げきができる。

　だから音々子は熱を失った瞳で正面を──奥にいるであろうロコをも見据え、

「────呼出コール」

　全てを終わらせる魔法を──口にする。

「《終ノエンド──」




「──下がれ、音々子」




「っ──!?」

　音々子の身体からだが反射的に後方へ飛とび退すさる。

　彼女自身、意識が追いつかないままに。マスターの命を受けた身体が反応し後ろへ飛ぶ。

　すれ違い。入れ違い。一瞬前まで音々子のいた場所に立ち、

「────呼出コール《原初の輪アンノウン》」

　真しん夜やが、言葉を紡いだ。

　彼の言葉を受けた世界が意図を正しく汲くみ取とり、意思を反映し、家で暴発したときとは桁けた違ちがいの大きさで、〝黒アンノウン〟が迫る氷の爆発だけを呑のみ込み喰くらう。

　二度、三度と繰り返される〝黒〟の乱打に、後ろに飛んだまま呆ぼう然ぜんとしていた音ね々ね子こは、その意味をようやく理解して声を上げた。

「し……真夜さん!?　どうして、どうして魔法を使ったんですか……っ!?　これ以上魔法を使っては、真夜さんがどうなるか……っ！」

　今の魔法で真夜の変質がどれほど進んだのか、調べている暇ひまはない。

　しかし、音々子が真夜に告げた結末は揺らがない。

　魔法を使い、真夜の人外化が進めば──最後には、死ぬ。

　ここで冷香に殺されるのと、人外化が進行して存在が死ぬのと。どちらも変わりはないことはつい数秒前に自問自答したばかりだ。

　だからこそ自分は真夜に魔法を使わないように頼み、彼が自ら動く前に決断を──

「──それで音々子が、ロコを殺すのか？」

「……っ!?」

　音々子の息が詰まり、顔が歪ゆがむ。

　……そう。そういうことです。真夜さんを守るという大義があっても、ロコを殺すという事実が変わることはありません。

　だけど、と言葉を作る前に、真夜が繰り返した。

「俺を守るために、と。ロコを──友人を殺すのか？　それで音々子の心が傷ついても？」

「そ……それしか方法がないんです!!　真夜さんを守るためなら、わたしは相手が誰であろうと、なんであろうと殺します!!　それがあなたを死なせない、唯一の道だから!!」

　気づけば音々子は声を張り上げていた。

　頭を、握った両手を振り、見えないなにかから逃れるように叫び声を上げる。

　──その反応自体が、真夜の言葉を肯定していると気づかずに。

　だから真夜は、優しくそれを指摘した。

「だったら──どうして音々子は泣いてるんだ？」

「え……」

　反射的に音々子は自分の頬ほおへ手を這はわせていた。

　指先に感じるのは、湿った感触。血ではない、透き通った雫しずくが指先を濡ぬらす。

「なん、で……でも……でも、わたしは……っ」

　……わたしは、わたしの絶対的な基準に沿って判断しました。そこに泣く必要なんてありません。その……はずです。なのに、どうして……。

　音々子は戸惑い、次々と溢あふれてくる涙を拭ぬぐい──その声を聞いた。

「そうやって泣かせないために──俺がいるんだろ」




　静かに涙を流す音ね々ね子こに、真しん夜やは思う。

　もし音々子が淡々と──ロコと初めて出会ったときのように淡々と、一切の関心もなくロコを殺そうとしていたのなら、自分は止めなかっただろう、と。

　──それはそれで音々子だ。

　……だけど、そうじゃなかった。音々子は躊躇ためらい苦しみ──泣いてたんだ。

　この様子だと音々子自身気づいていないんだろうな、と考えて真夜はまた笑った。

　しかし即座にロコを殺さなかったこと。そして今なお涙を流していること。

　それらは一つの事を示している。彼女も、先程その言葉に否定は入れなかった。

　言葉でどう言おうと、心が判断していた。

　ロコは──友人だと。その死に涙するだけの存在なのだと。

　……だったら、することは一つだ。

「音々子、俺は言っただろ？」

「な、なにをですか……？」

　戸惑い、迷子になった幼子のように瞳ひとみを揺らす音々子の頭をなで、真夜は宣言する。

　……変わらない想おもいを、何度でも何度でも繰り返そう。

　それは、音々子が真夜を第一義とするように、

「──俺は、音々子を守る」

　たとえ──

「目に見える身体からだの傷でも、見えない心の傷でも。それは等しく〝傷〟だ。だったら俺は、音々子を悲しませ傷つけるもの全すべてから──音々子を守る」

　たとえ──

「結果として、俺が人でなくなってしまっても、死んでしまったとしても、すでに死んでいたとしても。それが音々子のためならば、音々子を守れるのなら──俺は一向にかまわない」

「真夜、さん……っ」

　口元を覆い、大きな目を見開き、音々子がさらに涙を流し始める。

　胸の奥からわき上がる不可思議な感情に突き動かされて、大粒の涙をこぼす。

　真夜は思う──想おもう。

　もし本当に死んでしまったら、音々子は悲しむだろう──と。

　だけど、そうはならない。根拠のない自信だが、確信がある。

　……宣言した本人が、音々子を悲しませるわけにはいかないからな。

　間近に感じる音々子の温ぬくもりを、匂においを、彼女だけを感じ、真夜は一つ頷うなずく。

「音々子にできないのなら、俺がするまでのことだ。音々子がそうしてくれたように──今度は、俺が音々子を守る」

　だからそのために、もう一度手に取ろう。

　彼女だけでも、自分一人でも抗あらがえないものを打破するために。

　意志を力に変える、奇跡のような産物を。

　全すべてのはじまり。彼女自身を──

　音ね々ね子こを守る力を──呼びつける。




「来いよ──未完の魔導機書ネストラネ・リワード・コア。主あるじがお呼びだぞ」




　瞬間、白の奔流が迸った。

　白い光は線となり糸となり、形骸かたちを編み上げる。

　一枚の平面を重ね直方体とし、装丁が施され──果たしてそれは一冊の古書を形作る。

　禁じられし書物。『ψプサイ』の最高傑作。音々子の核──未完の魔導機書。

　無数の名を持つ書は真しん夜やの手元に。彼の手に不思議とよく馴な染じむ重みを与える。

　そして──

　──最古にして原初の魔導機書が、主の帰還を喜ぶように自らその身を開いた。

　途端、ガチガチギシギシミシミシと、この世ならざる音が真夜から響き始める。

　刻みつけられた本来イレギユラーの回路システムに灯が点ともり、身体からだが変革を感じ歓喜に震える。

　現実を理想で侵食すべく、回路を組み替え最適化を行い、鳴動を開始する。

　全てが終わり──正しき目覚めリブートがはじまる。

〈──おかえり、真にして唯一の主殿。────もう戻はなれないぞ？〉

「……上等だ」

　真夜が閉じていた目を開き──

　──詠うたう。




「《────知よ、地よ、血よ──我が同胞はらからたるものよ──》

　《────其それは在るもの、其れは無きもの──》

　《────零は在りて、壱いちは無し。立つ地は何処いずこに──》

　《────全てを定めるは有り様にて。全ては欺ぎ瞞まん、全ては虚構──》

　《────斯かくして我は其れを名付けん。原初を、終わりを、始まりを──》」




　詠うたいながら、真夜は言葉に込められた意味を感じていた。

　……これは、願ういただ。未完の魔導機書に記されし魔法──古いにしえの魔法使い『ψ』の集大成。それは全てをはじめるための──終わってしまった人が、はじめるために詠んだ願いだ。

　ここから全ては──はじまる。




「《──其その銘な──《自在変異プログラマブル》────》」




　パタン、と本の閉じる音を合図に──世界が色を失った。

　それは文字通りの意味で。存在する全すべてが色を無くし、なに一つ動かない静寂に満たされた死の世界が顕現した。

「これは……」

　音ね々ね子こは目を見開き周囲を見回した。

　視線を下げると、愛用の服ドレスも手も髪も、彼女自身は白という色を保っている。

　しかし、冷れい香かやロコのみならず──爆発、粒子の振動という〝現象〟すら、色を失い全ての動きを止めていた。

　一周した視線が自然と、この世界で唯一自分以外に色を保つ存在へ──真しん夜やへと向かう。

「これに名前なんてないさ。……しいて言うのなら、俺も音々子も傷つかず、ロコを助けるための──〝願いまほう〟」

　肩をすくめた真夜が、動きを止め綿のようになった氷の炸さく裂れつに触れ……彼の触れたところから炸裂が塵ちりとなり崩れ落ちた。

「俺と音々子が望むもの以外──全てを、拒絶する世界だ」

「拒絶する……世界……」

　理解が広がり、思わず驚きが言葉となってもれた。

　これは音々子の持つ《終ノ始リエンドロール》と似ているが、まったく異なる魔法だ。

　終わりを引き寄せ、無かったことにしたのではない。これは──

「世界の──上書き……!?」




「そこまで、大おお仰ぎようなものじゃないんだけどな」

　呟つぶやき、真夜はなに一つ動かない世界を──七年前の惨劇に似た世界を見渡して思う。

　……似てて当然か。これは最初の鍵キーとして。音々子に預けた──真夜じぶんの世界なのだから。

　しかし今見える世界は、《自在変異プログラマブル》という魔法の一つの側面でしかない。

　世界の上書きという理解も、ある一面では正しく、しかし本質においては異なる。

　これは音々子の識しったものに依よって自在に形を変える、多様性をもつ魔法しんり。

　……だけど、それだけじゃない。

　詠み手しんやの識った、彼に刻まれた意味はもっと深い。

　しかしそれは、音々子にこそ気づいてもらわなければならないことだ。

　この魔法は真夜が詠んだものではなく──音々子の魔法であるがゆえに。

「さあ、音々子」

　真夜が言うと、音々子が頷うなずいた。その姿に、戸惑いはもう見られない。

　言葉がなくとも、繋つながっている二人にはどうすればいいか、もう伝わっていた。

　真夜が腕を振り、拒絶の範囲を広げる。それだけで、腕の軌跡にあわせて途上の全てが塵と化し、あらわになった少女が灰褐色を取り戻す。

「──終わらせよう」

　ロコが周囲の状況を認識し、虚うつろな瞳ひとみで真しん夜やを捉とらえ──背後へ駆けだした。

　速い。ロコは瞬まばたき一つで公園の端に辿たどり着つき、『刻限リミツトまで自身の保護を最優先』という命令を忠実に守ろうとひた走る。

　一瞬で小さくなったロコの背に視線を投げ、真夜は思う。

　……きっと、あれだけ離れても『しわ寄せ』には巻き込まれるんだろうな。

　それは一体どれほどの範囲なのか。周囲の街すら呑のみ込まれるのではないだろうか。

「ま、そんなことを考えても意味はないか」

　すでに逃げた兎うさぎを追って──

「──ありがとうございます、真夜さん」

　白猫が先回りしているのだから。

「わたし一人では、ロコを無防備にすることができませんでした」

　真夜からは遠く、音ね々ね子こからは近く。ロコが進行方向に現れた音々子に足を止める。

　しかしすでに音々子は白の髪で宙に弧を描き、身体からだを回している。

「ですが、邪魔がなければ──」

　その手には──〝黒アンノウン〟。

　全すべてを分解し、原初のエネルギーに還元する《原初の輪アンノウン》が──

「──喰くらい無に帰すのは、わたしの本領です……!!」

　ロコの胸へと押し当てられた。

「っく……あぁああぁあああっ……!?」

　逃のがれようと、ロコの叫びが上がる。しかし触れた瞬間にそれは始まり──終わっている。

　暴走したロコの魔法が喰くわれ、同出力の『しわ寄せ』へと充当される。

　世界の強制力が、喰らい尽くされる。

「これで──終わりです!!」

　周囲を吹ふき荒すさぶ空間の歪ゆがみが勢いを失い──世界に、色が戻った。

　瞬間。氷片の濁流が動きを再開し……霧散した。

　氷片群の守るべき対象は今、音々子に抱えられ動きを止め。すでに暴走は収まっているがために。

　──そして。




「残念ね。やっぱり最後まであなたは──愚者だった」

　本命が、成ったために。




　冷香の冷たい手が彼の額に押し当てられ──

「さようなら、愚かな使役者」

　──真夜が、消滅した。





　　　　◆






　────殺やった。

　冷れい香かは手て応ごたえに結果を確信した。

　即応マクロ化しておいた対使役者専用の分解魔法は、確実に発動した。

　使役者は間抜け面のまま、目の前で分解された。おそらく自分になにが起きたか理解する暇ひまもなかっただろう。

「あっけなかったわね。ま、使役者ならこの程度かしら」

　全すべては計算通り。予定通り。計画に狂いはなかった。

　そう、契機となった半月前を思い返す。




　最初の接触は、未完の魔導機書の力を測るための威力偵察だった。

　挨あい拶さつと言った言葉通り、あの時点で未完の魔導機書を奪う気など、さらさらなかった。

　……つーか相手を知らずに戦うような間抜けとでも思われてたなら、甚はなはだ心外だわ。

　──なぜこれまで誰一人として起動できなかった未完の魔導機書が起動したのか。

　──それを手にできた使い手とは、いったいどれほどの技量を持つ魔法使いなのか。

　未完の魔導機書──世界の創造さえできるという、魔法という不条理に満ちた世界にあってなお、枠から外れた全ての埒らち外がいにある原初の魔導機書レトヴイワール。

　実のところ、それを手にできた術者をこそ、冷香は警戒していた。

　最悪、伝説の『ψプサイ』クラスのバケモノが出てくることも想定しての威力偵察……にもかかわらず実際に出てきたのは、ただの使役者。怒りよりも先に呆あきれが出たほどだ。

　……それでも、計画が大いに楽になったのは僥ぎよう倖こうだったわ。

　どれだけ未完の魔導機書が強力だろうと、相手をするのは所しよ詮せん使役者いつぱんじん。魔法に対する抵抗力なんてゼロ。持ち合わせているはずもない。──なら、確実な方法がある。

　だから冷香は、その着地点へ誘導を開始した。

　大がかりな魔法で派手なことをして見せ、ロコを特攻させる。あとはどっちを選ぶかを決めさせればいい。ただの使役者なら、最初の戦闘で即座に冷香を殺さない甘さを見せたあのガキなら、間違いなく狙ねらい通どおりに動く。

　──人であることを捨てていないからこそ確信がある。出来損ないの自分にはわかる。

　こいつは、どっちも見捨てない。

　そして事実。冷香の想定外で──想定していた通りになった。

　だけど、だから、そこまで全てが予定通りだった。

「──全てはフェイク。アタシも驚くくらい、綺き麗れいにハマってくれたわね」

　どの言葉もロコの元へ未完の魔導機書を誘導し、使役者を無防備にするためのエサだ。

　そして切り札は、魔法抵抗のない使役者には逃のがれようのない、直接接触による分解魔法。

　全ては冷香の描いた青写真通りに。使役者は分解され──

「真しん夜やさん……っ！」

　未完の魔導機書は、使い手を失った。

「真夜、さん……」

　顔を悲しみに歪ゆがめ、地面に膝ひざから崩れ落ち。未完の魔導機書は涙をこぼしていた。

　……まったく。ただの魔導機書どうぐに随分と大それた模倣感情エミユレートを組み込んだものね。それだけリソースが減るってのに、呆あきれたものだわ。

　しかし、続いた言葉に冷れい香かは違和感を覚えた。

「……愚かなのは、わたしでした。わたしは、なにも理解していませんでした」

　音ね々ね子こは泣いていた。それは──己の愚かさゆえに。

「なにを……？」

「あなたが言った通りじゃないですか……」

　不穏な気配に違和感が強まり、冷香の足が止まった。

　……これが、プログラム？

　自じ嘲ちようするように己を愚かと呼び、泣きながら。だが──

「わたしは真夜さんを取り込んだ。真夜さんはわたしの中にいる。それはつまり──」

　悲しげに、同時に嬉うれしげにこぼす、この矛盾した〝感情〟が、プログラムなのか？

　他ならない捨てきれなかった自分の人間性が断じた。

　──否いな、と。

　瞬間、冷香は言葉にできない異様な直感に、全身が総毛立つのを感じた。

　そうだ。彼は──使役者は、未完の魔導機書が──

「わたしが〝殺し〟──再構成した身体うつしみ。何度分解しようと──」

　──ただ、〝再構成〟されるだけ。





　　　　◆






「っ──！」

　冷香の振り向きざまに放った魔法が、握り潰された。

「──そう何度も分解されたくないな。結構気持ち悪いんだぞ」

　それは、一人の少年の手によって。

「あなた、なんで生きて……っ」

「そこは重要じゃないな」

　冷香自身、直感として今ここに彼が──数分前に分解した使役者がいる理屈を把握している。

　しかしそれでも、冷香の腕を掴つかむ少年の存在が理解できない──受け入れられない。

「なんだあの動き。それに魔法。おまえ本当に人間か？」

「それはこっちのセリフよ……っ」

　飄ひよう々ひようとした態度も口調も。中肉中背、黒髪短髪、学校制服のワイシャツにスラックスという見た目も、なに一つ変わらない。

　──しかし、ただ一点。

　未完の魔導機書を詠よみ──詠んでしまい、人ならざる力を得たことを象徴するように。

　真夜の宵よい闇やみのような黒の瞳ひとみが──暗がりで妖あやしく灯ともる紅くれないに変わっていた。

　人外の証あかしともいえる紅の瞳に見据えられ、冷れい香かの身体からだが強こわ張ばる。

　……こいつはもう、人間じゃない。見た目が人間でも、そう思っちゃいけない。

　ただ生前を再現した現うつし身みなら、まだ人間と呼んでもよかった。伝え聞く未完の魔導機書のスペックなら、人間を完全に再現することも不可能ではないだろう。

　だが──これは違う。

　魔法を発動前に素手で握にぎり潰つぶす？　なんだそのデタラメは。

　発動後に喰くらうあの〝黒アンノウン〟ならまだ理解もできるが、発動前なんて形すらない概念以下の存在だというのに。

「いい加減……離しなさい！」

「嫌だね。だって離したらおまえ、また俺のこと分解するころすんだろ？」

　この腕力にしても、もはや人間とは呼べない。

　これでも冷香は天才と評される魔法使い。とくに今回は敵の懐ふところまで最接近する必要があったため、自身が持つ最大の身体強化魔法をかけてある。

　効果こそ短く、前線に耐えうる代物ではないが──代わりに得る力は絶大だ。

　今の冷香ならば、そこらのビルを素手で数分とかからず破壊できる。

　……それを両腕まとめて片手で軽く止めるって、どういうことよ!?

　身体強化の魔法なんて使ってない。使えば冷香にはわかる。つまりこれは素だ。

　素の腕力で、重機に匹敵する力を抑え込んでいるに等しい。

「バケモノめ……っ」

　真夜に掴つかまれた腕を引きながら、冷香は吐き捨てた。

　未完の魔導機書をバケモノだバケモノだと思っていたが、最初の考えが正しかった。

　やはり術者の方が──バケモノだった。

「バケモノ、か」

　自じ嘲ちようのように呟つぶやき、しかし真夜はやわらかく、いっそ優しげに微笑ほほえんだ。

「それで音ね々ね子こが守れるのなら、俺はバケモノにだって成ろう。バケモノでも人外でも、音々子を守り側そばにいられるのなら、それでいい。……ま、結局はさ──」

　真夜が笑う。それは彼にしては珍しく、どこか照れたようなはにかみで、

「俺の愛が──音々子と一緒にいたい、って想おもい続けてるんだよ。──だから」

　言葉と同時。真夜が掴んだ腕を振り、冷香を地面に叩たたきつけた。

「がっ、は……！」

「もう、動くな。今度は──砕くぞ」

　その言葉に殺意は欠片かけらもこもっていない。

　だからこそ、冷れい香かは淡々と致死の攻撃を放つ未完の魔導機書をそこに想起して──身体からだを弛し緩かんさせた。

　……まったく、どうしてこうなったのかしらね。

　思い、冷香は空気に溶けるように、ぽつりと呟つぶやいた。

「殺しても死なないバケモノなんて、どうやって殺せばいいのよ……」





　　　　◆






「無事か？」

　その声も見た目も態度も。

　近づいてくる真しん夜やは、音ね々ね子こから見ても瞳ひとみ以外なに一つ変わっていなかった。

　……本当に、本当によかったです……っ。

　変わらない真夜が嬉うれしくて。真夜が生きていたことに安あん堵どして。

　音々子は笑顔で立ち上がり、

「はいっ、わたしは大丈夫で──」




　ギチリ──と。音々子の胸の奥が軋きしみをあげた。

　いくら彼がそこに居ようと。変わらない姿を、変わらない態度で見せてくれようと。

　気づいてしまった事実は──覆らない。




　──真夜の死。

　それは音々子の識しる愛とは──〝永遠〟に共にいることとは異なる。

　だから音々子は──《追書変異ネストラネ・リワード・コア》は、真夜を死なないようにした。

　真夜はここに居る。それは疑いようのない真実だ。

　しかし同時に、真夜の本体、根幹とでもいうべき本質は──音々子の中にある。

　そういう風に、真夜を作り変えた。

　──他ならぬ、音々子自身が。

「……なのに」

　殺されたと思った真夜が生きていることに、どうして自分は安堵している。

　真夜を再構成できることは、わかっていた。

　所しよ詮せん、外装が一時的に壊れるだけだと。真夜自身は無事だと。

　そのはずなのに、わかりきっていたことのはずなのに──どうして安堵している。

　真夜を迎え入れようとした腕が下がる。顔が自然と俯うつむく。

「でも……それでは──」

　──〝永遠〟を共にするために、自分が最初にしたことは、なんだ……？

　自分が最初にやった〝再構成〟は何だった。

　それは──〝殺した〟と、なにが違う。

　冷れい香かが真しん夜やを〝殺した〟行こう為いと、音ね々ね子こがした〝再構成〟に、どれほどの違いがある。

　自分は機能的に、プログラム的に、真夜を取り込みころし、再構成した。

　そこにいったい、何の違いがある。




〝永遠〟を共に、とそれこそが愛だと思い実行したのに。

　音々子わたしは、そのために彼をこの手で──〝殺して〟いる。




　音々子の肩が──いや、もはや全身が震えだす。

　無意識的に、機能的に、プログラム的に、自分は愛する人を殺した。

　──なら、この感情は？

　真夜を好きだという感情すらも、単なる機能──プログラムに過ぎないと、どうすれば否定できる？

　少しでも考えればわかったことのはずだ。

　愛してくれたから愛する──なんだそれは。

　愛してくれる人と永遠を共にする。そのために愛する人を永遠に生かすために殺す──なんだそれは。

　まるで合理性がない。感情もない。

　ただただ機能的、プログラム的に行ったことに過ぎない。

　それなら、自分が愛していると思わされている真夜に対する感情も、ただの機能じゃないのか……？

　──一体どの口で。

　こんな自分のために、死んでもかまわないとまで言って愛してくれた人に──

「わたしは!!　わたしも愛してます──なんて口にしていたんですか……っ!?」




　音々子が叫ぶ。

　思いの丈を吐き出し、嗚咽おえつをもらす。

「こんなわたしの感情も、真夜さんを好きだという気持ちも、全すべて……全て、プログラムされたものじゃないと、どうすれば否定できるんですか……っ!?」

　喉のどよ壊れろとばかりに、音々子が涙をこぼし泣き叫ぶ。

　自分の不誠実さに、不義理さに、たしかなものがない矛盾にまみれた自身の感情に。

　──それこそが答えだと、気づかずに。

「否定できるさ」

「………え」

　だから真夜は声をかける。

　初めて知った感情に戸惑う赤子のように泣き続ける音ね々ね子この頬ほおをなで、顔を上げた彼女を真まっ直すぐ見据え。語り聞かせるように、ゆっくりと告げた。

「だって、音々子は自分の感情がプログラムに過ぎないかもしれないってことに──恐怖を感じてくれてる。俺のことを死んで欲しくないと思ってくれてる。罪悪感を感じてる。その時点で、否定してることにならないか？」

　全すべてが規定されたものならば、疑う必要はない。

　ましてや恐怖など、感じることもない。

　しかし音々子は自身の感情を疑い、その事実に恐怖を抱き、罪悪感すら抱いている。

　そのどこが、あらかじめ決められたプログラムだというのだろうか。

「でもっ、そうだとしても、わたしは真しん夜やさんを殺して……っ」

「それは気にしなくていい。言っただろう？　俺は音々子のためなら、死んでもかまわない。何度だって死んでかまわないんだ」

　──なにいのちを犠牲にしても、音々子いとしいひとを害する全てから守る。

　それこそが自身の愛だと、真夜は視線で語っていた。

「器だと言われ、殺されたと言われ、最初は戸惑った。混乱した。でもなんのことはない。音々子が、俺と一緒に居るためにしたことなんだろ？　なら感謝しても、怒りはしないさ」

「…………違う……それは、わたしの識しる──〝理解した愛〟とは、違うんです……っ」

　音々子が頭かぶりを振り、涙を散らす。

「わたしは、〝永遠〟を共にすることこそが愛だと、そう理解していました。ですが真夜さんは、わたしのために死んでもかまわない、と言ってくれます。その想おもいを、真っ先に強引に強制的に否定したわたしに対して、そう言ってくれます」

　では──と、音々子が真夜を見上げる。

「いったい──好意とは。それを示す行動とは。愛の、示し方とは……」

　大粒の涙をこぼしながら、音々子が訊たずねる。

「真夜さん──」

　その身に課せられた至上命題としてではなく。

　今度は自分から──音々子として。

　──問いかける。




「教えてください。愛とは、なんですか……？」




「──そうやって泣きながら心配して、悩んでくれることとか、かな」

　真夜は音々子の濡ぬれた瞳ひとみを見つめ、答える。

「愛に悩む時点で、それは自分の意思だ。どこかに……それこそ音々子の魔導機書レトヴイワールにでも答えが書いてあるなら、そうして悩んだりしないだろう？」

　これが──真夜の結論こたえ。

「そうやって悩むのも、愛の一つの形だと、俺は考える」

「一つの、形……？」

「愛に絶対なんてない。この愛が正しいも悪いもない。全すべてが愛。百人いれば、百人の愛の形がある。音ね々ね子この〝永遠〟も、俺の〝死〟も、等しく愛だ」

　真しん夜やが視線を動かす。

　つられて音々子が見たのは、地面に横たわり、苦々しげに真夜を睨にらむ冷れい香かの姿。

「あれだって一つの愛だ。自己愛や怒りや憎しみ──つまるところ欲望も、なにかを求める、守ろうとすることで──全部が愛だ」

　──愛とは、なんですか？

　音々子の問いに、真夜はもう一度答える。

「そうやって涙を流して問うこととか──全部じゃないかな？」

　だから──

「悩むなら、一緒に探そう。音々子が納得するまで、自分の愛の形を確かめられるまで」

　真夜が音々子に手を伸ばす。

　これからも一緒にいるから、と。想おもいと誓いを込めて。

「真夜、さん……」

　その手を見つめ、音々子が声を絞り出して訊たずねる。

「わたしはあなたを殺して、自由意思を奪ったんですよ……？」












「元々一回、あの災害で死んだようなものなんだ。自分の意思で──音ね々ね子このためにあと十回死のうが二〇回死のうが、とくになにも思わないさ。音々子が好きだと、この想おもいが続くなら、いくら死のうが俺は俺だ。関係ない」

　……こんな考え、正気じゃないんだろう。だけど、これが本心である以上どうしようもない。それだけ音々子のことが好きなんだから。

　好きになった人を全力で、命をもかけて守り抜く。これが自分の愛だ。

　狂っていると言いたければ言うといい。だが、古来より伝わる言葉がある。

〝愛は盲目〟──と。

　……ちょっと違ったか？　だけど自分にとってはこれが正しい言葉。

　愚直に狂うほどの愛こそが、自分の──八や木ぎ真しん夜やの求めるものだ。

　笑みすら浮かべ言い切る真夜に、音々子が涙をこぼす。

　涙はすでに意味を変え、しかし胸の内から溢あふれだす想いはとめどなく。言葉にのせて。

「どうして、どうして真夜さんはそんなに、そこまでわたしのことを好きだと……こんな魔導機書わたしを、好きになってくれたんですか……？」

「……よくさ。物語の中で、なぜヒロインが、あるいは主人公が、お互いに好きになったり嫌いになったりするのを、脈絡がない、とか。好きになった意味がわからない、って言うだろ。正直俺もそう思ったことはある。──でもさ、今ならわかるんだよ」

　真夜は指先で音々子の涙を拭ぬぐい、照れたように、それを告げた。




「──ないんだよ、理由なんて」




「ない……んですか？」

「ああ。魔法のように〝ご都合主義〟なんだ、愛なんて。好きになった、って結果を前にいくら理由を並べても結果は変わらないだろ。好きになった、って結果はさ」

　真夜は思う。そこにアレコレと理由をつけるから、間違えるのだと。

　音々子を一目で好きになった。普通に考えたら見た目が好みだったから、としか思えない。性格もなにも知らないうちに惚ほれたのだから。

　では、もし音々子がまったく別の姿になったら、自分は嫌いになってしまうのか。

　……ノーだ。ありえない。

　それでもたぶん自分は音々子を愛する。性格がどんなのでも、きっとそれを愛する。

　どう変わっても──やっぱり八木真夜は、音々子を愛する。そう、思う。

「──愛は本質的に魔法と同じなんだ。意図も理由もない。脈絡なんてない」

　魔法とは、そういうものなのだ。そう教えてくれたのは、音々子自身。

　だから、音々子の突然の行動や脈絡のなさも当然。

　彼女は魔法の産物。どうしてそうするのか、なんて理由は全すべて後からくるのだから。




　愛は本質的に魔法だと、真しん夜やは語る。

　そして、世界そのものが──いや、その世界を創つくっている人間そのものが、愛という全すべての感情をそう呼べるもので創られている、とも。

　それを知れ──そう言ったあの人の真意は、まだわからないけれど……。

「……世界は愛に充みち満みちている、ですか」

　音ね々ね子こは涙を拭ぬぐいながら呟つぶやく。

　ならばこの想おもいは。結果として、結論として、真っ先に浮かぶこの想いは──。

　新たな答あえいを自身に追記しながら、音々子は問う。

「──わたしが真夜さんを愛してます、と。勝手に想ってもいいんでしょうか？」

　真夜が笑って──答えた。

「俺も勝手にそう想ってるから、いいんじゃないか？」

　その言葉に音々子は、真夜と出会った日、追記したピリオドに改行を加える。




　──という一つの形を知ったのがあの日。そして、




　と、読点コンマを打った────。




「じゃあもう一度、聞かせてくれないか？」

「ふぇ……？」

「告白プロポーズの、返事を」

　音々子は真夜の言葉に一瞬目を丸くし……すぐに、にっこりと笑みを浮かべ、真夜との間に残っていた一歩を詰めた。

「真夜さん。今度こそわたしは、わたしの心から。記述されているものでも反射的なものプログラムでもなく、わたしの心から生じた気持ちをあなたに、伝えます」

　ですが、と音々子は微笑ほほえむ。

「これまでが偽りだったわけでは、決してありません。わたしの心はどうやら変わらないようで。真夜さんと触れあううちにもっともっと、この気持ちは大きくなっていったのですから。確実に、わたしの中から生じたものだと言えるほどに」

「ああ。音々子がそう言うのなら、俺は信じるよ」

「ふふ、真夜さんは最初からそうでしたね。ずっと、わたしを信じてくれていました」

　音々子は口元の笑みを深くして、一度深く息を吸う。

　そして──

「わたし、音々子は──」

　踵かかとを上げ、顎あごを上げ、首に腕を回し、

「真夜さんのことを──」

　宣言するように、宣誓するように、















「────愛してますっ♪」




　愛の言葉と共に──唇が重なった。





　　　　◆






「はは……あはははははははっ！　なによ、やっぱりアタシが正しかったんじゃない！」

　冷れい香かは笑う。愛を語らう真しん夜やと音ね々ね子こを横目に、気づいてしまった真実を笑う。

　……ああ、ようやくわかった。今ならわかる。そしてそれで十分すぎるほどの答えよ。

　あの魔導機書レトヴイワールは──世界を創つくり変える装置などではない。

　そんな〝くだらないこと〟より──よほど壮大で、馬鹿げたシロモノだ。

　世界を創り変える？　馬鹿馬鹿しい。

　自分がそうと認識すれば、世界はそうあるのだ。誰の文句も異論も受け付けない。まさしくそうやってここまで上り詰めたのが、他ならぬ自分なのだから。

　あれは、そんな〝気の持ちよう一つで変わる〟ような──〝たかが〟世界の再創造の装置じゃない。

　あれは──。

「……まったく。アタシってば、トンデモないものに手を出したわね」

　冷れい香かは苦笑し、身体からだを起こした。

　直接的な傷は叩たたきつけられたときの擦り傷と打撲程度。殺されていないことに、むしろ首をかしげるほどだ。

「ま、〝出来損ない〟にしては上出来じゃない」

　今なら言える。自分はたしかに〝出来損ない〟だと。

　望みを──新しい世界を創つくるために、未完の魔導機書を手に入れようとした。

　その思考が、すでに間違えていたのだ。

　結果に因果を追いつかせるのが魔法の──魔法使いの定理。

　因果を積み上げて結果に至ろうとするなんて、あまりにも条理に縛られた一般人思考だ。

　これでは、たしかに魔法使いとしては失格。〝出来損ない〟もいいところだ。

　……愛は本質的に魔法だと──そう言った使役者のほうが、よほど魔法使いに近い思考をしてたなんて……皮肉もいいところね。

「──ロコ」

「……ん」

　呼びかければ、いつものように自分の魔導機書レトヴイワールが近づいてきた。

　自意識を奪う暗示が解けたロコの姿は、基幹式暴走の余波でボロボロだ。全身から出血していたのか、身体中に痛々しく血の跡がこびりついている。

　そんな魔導機書を──ロコを見つめ、冷香はふっと身体の力を抜いた。

　……こいつも、そうなのよね。

　認めていなかっただけだ。だけど、これからは──

「ロコ……あんた、そいつらと一緒に好きに生きなさい」

　冷香の顔は憑つき物ものが落ちたように自然で。

　対するロコは──

「……主従リンク破棄……了解」

　淡々と、無表情のままに冷香の言葉を実行した。

　だが──と冷香は思う。

　今の自分だからわかる。認めたからこそわかる。微かすかに──製作者である自分でなければわからないほど僅わずかに──こいつは落ち込んでいる。

　マスターの役に立てなかった。自分が役割を果たせなかったから、捨てられてしまった。

　そう、落ち込んでいるのだ。

　……ほんと、この子は。

「勘違いしない。ったくこれだから欠陥品は……」

　吐き捨てるような言葉とは裏腹に、冷香の声は優しい。

「ちゃんと命令しなきゃわからない？　そいつらといた方が、あんたのためになるし──ま、見てなさい」

　……そうね。まずはこの子に宣言しましょうか。

　今日学んだことを活いかし、次に進む。それは──

「近いうちに、あんたより出来の良い妹を連れてきてあげるわ」

　くしゃっと冷れい香かはロコの頭をなでる。

　クセがありながらも柔らかい、灰褐色の髪を梳すくようになでる。

　優しく優しく、まるで親が娘にするかのように。

「…………の？」

　それは──熱。振動がもたらす、僅わずかな僅かな熱。

　零点運動への──刺激きつかけ。

「……いい、の？」

　ロコが訊たずねる。

「好きにして、いいの？」

　真顔のまま、訊ねる。

「もう……もう、〝我慢〟しなくて、いいの……？」

　真顔のまま──ボロボロと大粒の涙をこぼして泣きながら、ロコは冷香に訊ねる。

　……我が子ながら、本当に欠陥品ね。

　冷香は笑う。──まるで、自分のようだと。

　人間性の破棄を徹底的に拒んで造った結果が、人間性の排除だった魔導機書レトヴイワール。

　そんなもの──感情の完全放棄などできたはずもない。

　文字通り抑え込んでいるだけでは、それはもう欠陥品と呼ぶしかあるまい。

　……そうやって抑え込んで造った自分のように。腹立たしいことに、そっくりね。

　だから──

「ええ。言ったでしょう。これからは──好きに、生きなさい」

「…………う……うぁ……うぁぁあぁああああ……っ」

　ロコが泣なき止やむまでは、こうしていてやろう。

　冷香は泣きじゃくるロコを抱きしめながら、そう思う。

　……離れるまでは、離れきるまでは──アタシは、この子のマスターなのだから。






　　　エピローグ　オープニング






「…………ん……」

　日の暮れた八や木ぎ家で、少女が柔らかな肢体をすりつけていた。

　リビングのソファー。隣に座る少年──真しん夜やに、だ。

　すりつけられる身体からだはひんやりとしており、体温が急激に上昇している真夜には自分から触れたいほどに心地がいい。

「…………」

　そしてまた、無言のまま動きが変わる。

　少女は真夜に横から抱きつくように、身をさらに寄せ、身体をすりつける。

　真夜の肩や腕、脇腹に女性の一ひと際きわ柔らかな部位が押し当てられ──。

　しみじみと真夜は思う。身体に触れる感触に、

　……ああ、うん。これが──貧乳でよかった。

　残酷なる格差社会に、なにかを悟った優しい顔で真夜が隣へ振り向く。

　そこにいるのは、兎うさぎ耳みみに綿毛のような尻尾しつぽ。灰褐色の髪を揺らす少女──ロコ。

　先程からすりつけられている身体は起伏に乏しく──しかし、それでも少女の柔らかな身体が、真夜の思考と理性を毎秒削り取っていく。

「あのー、ロコさんや？　いったいなにを……？」

「…………」

　ロコはあくまで無言。ともすれば真夜に興味など微み塵じんもなさそうにすら見える。

　しかし無表情のまま、すりすりと身体をすりつけることは一向にやめる気配がない。

　そして、上目遣いに真夜を見る視線が訴えていた。

『──なでろ』、と。

　……どこをだ、どこを。

　一瞬、真夜の視線がワンピース越しに、今も腕に触れているロコの胸へ向かう。

　おそらく感触的につけてない。ワンピース一枚だ。もしこれが巨乳の音ね々ね子こなら、即行で押し倒していたことは確定的に明らかであり──じゃなくて！

　動かない真夜に、意味が伝わらなかったと思ったのか、ロコが再び視線を向けてくる。

『なでていいよ？　はよはよ』

　今度は頭を真夜に向けて傾け、兎耳を揺らして、明確に場所を宣言しつつ。

　若干弱めに、しかし視線に込められた力は変わらぬ命令形のまま、ロコが訴える。

　……まったく。と真夜は内心で苦笑する。

　ついさっきまで泣なき喚わめいていたというのに、さっきの今でこれか。

　冷香にしがみつき幼子のように泣いていた名残は、今のロコからはもう見られない。

　だが──変化は確実に生じていた。

　無表情に、無言のまま、感情も示さず──しかし、ロコは己の望むことを自ら訴え、行動していた。〝我慢〟することなく。

　それはロコの変化。僅わずかな熱が与えた、爆発へと至る振動の結果。

　このマーキングのような仕草も、なでなでを催促する視線も、ロコの望みの表出だ。

　……とはいえ、それに応こたえてくれるかどうかは相手次第だし、状況次第なわけで……。

「──な、なななななにをしてるんですかぁ!?」

　叫び声は向かいのソファーから。

　唐突なロコの蛮行に、呆ぼう然ぜんとしていた音ね々ね子この復活だった。

「うふふふふ……ロ～コ～？　せっかく真しん夜やさんのおかげで助かった命、粗末にするものじゃありませんよ～？」

　猫耳も尻尾しつぽも逆立てた音々子が、ロコの肩を万力じみた力で掴つかみながら笑顔で言う。

　しかし──

「あー!?　なんでもっとすりすりするんですかぁ!?」

　音々子の叫び通り、ロコはすりすりと──いや、もはや、すりすりすりすりすり!!　くらいの勢いで真夜に身体をこすりつけていた。

「真夜さん！　やっぱりこの子捨ててきましょうよ！　こんな、こんな……っ」

「ってわけにもいかないだろ？　なんか冷香マスターにまで捨てられたっぽいし」

「……新マスター募集中」

　ロコがここにいる訳、それ自体は単純だ。

　──押しつけられた。

　あえて悪意のある言い方をすれば、そうなる。

「はあ？　こんなかわいい子を預けるって言ってんのよ。男ならここは泣いて喜ぶところでしょうが。──ああ、ちょっとなら手ぇ出してもいいわよ。アタシが許可するわ」

　とは、泣き疲れて眠ったロコを、真夜に文字通りぶん投げた冷香の言である。

　女の子ロコを投げ返すこともできず。闇やみに溶けるように消えていった冷香を追うこともできず。成り行きで家に連れ帰ってきた──のが、数十分前の話。

　そして目覚めたロコにいきなり、すりすりされ始めたのが、ほんの数分前だ。

「というかですね。目が覚めたのなら、『好きに生きろ』と言われたことですし、どこへなりと行けばいいじゃないですか。どうしてここに居い着つこうとするんですか」

「…………？」

　音々子の疑問に、しかしロコは『なぜわからない』とでも言いたげに首を捻ひねる。

　そして──さらりと、告げた。




「──シンヤが好きだから」




　一秒、二秒、三秒……と空白の時間が過ぎ──

「真しん夜やさん！　この子殺していいですか!?　いいですよね!?　呼出コール──」

「落おち着つけ！　俺が好きなのは音ね々ね子こだから！」

　瞬間的に魔法を起動しかけた音々子を、真夜が抱きしめて阻止する。

「な、落ち着けって。たとえロコが俺のことを、その……なんだ、女の子的に好きだとしても、俺は音々子が好きなんだ。音々子だけだ。だから、問題ないだろう？」

「真夜、さん……」

　胸元から真夜を見上げる音々子は涙目だ。

　しかしそこからは安あん堵どがたしかに感じられ、そっと真夜にかかる力が強くなる。

「はい。ありがとうございます……♪」

　落ち着いた音々子の頭を、真夜はゆっくりとなで──

「ショック。一瞬でふられた」

　ロコの空気を読まない発言に、頭痛が再発した。

「いや、その。ロコ？」

「なに？　脱げばいい？　服が邪魔だった？」

「ロコ？　《原初の輪アンノウン》と《終ノ始リエンドロール》、どちらがお好みですか？　うふふふふ……♪」

「……残念」

　なにが残念なのかはともかく。さすがのロコでも一切目の笑っていない音々子からは恐怖を感じたらしく、服にかけていた手を下ろした。

　……おかしい。ロコはこんなキャラじゃなかったはずだ。もっと冷静沈着で欲求に忠実な…………そう見ると変わってない、のか？

　しかし疑問を持ったのは真夜だけでなく、真夜と抱き合う音々子からも声が上がる。

「どうしていきなり真夜さんを好きだなんて……。もちろん真夜さんはとても素敵な男性です。包容力があって、ときに男らしく強引で、でもしっかりわたしのことも気にかけてくれて、優しく守ってくれて、寂しくならないよう自然に寄り添ってくれて──」

「あーうん、音々子。わかったから、もう勘弁していただけないでしょうか……」

　……は、恥ずかしい。想おもいは嬉うれしいけど、あらためて言葉にされると無性に恥ずかしい。

　音々子は丸い瞳ひとみに少しだけ悪戯いたずらっぽい光を宿し、ストップをかけた真夜に囁ささやきかける。

「ふふ、わかりましたっ。続きは、二人きりのときにでも♪」

「……意地悪め」

「いつもいじめられてるので、ささやかなお返しですっ。……お嫌、ですか？」

「いや。そういうところも、かわいい音々子だよ」

　真夜がぎゅっと抱きしめる力を強め、言葉と行動で気持ちを伝える。

　それは音々子にも伝わり、真夜を抱き締め返す力が強くなる。

「ロコが、シンヤを好きな理由？」

　……ワンテンポ、ずれてるなあ。もっと余韻とかその辺りを大切にしてほしいものだ。

　なんともマイペースなロコに、真夜は嘆息しながら向き直る。

「いきなりすぎるだろ？　そりゃ何回か遊んだりしたけど」

　出会って即座にプロポーズした前例もいるので、真しん夜やが言えたことではないのだが。

　しかし真夜と音ね々ね子この馴なれ初そめを知らないロコは、もっともだ、とばかりに頷うなずき──

「ロコのモチーフは、ウサギ」

「……うん？」

　なんとも意図の読み取りづらいことを口にした。

　真夜が首を捻ひねる横で、しかし音々子がぽつりと呟つぶやく。

「──寂しいと死ぬ、ということですか」

　こくり、とロコが頷く。そして補足するように、

「ロコは、シンヤに助けられた。ロコはあのままだと、消えてた。シンヤが、助けてくれた。とても………………嬉うれしい」

　真まっ直すぐに真夜を見つめ、波一つない湖面のような青の瞳ひとみを弓なりに曲げる。

　言葉で伝えきれない想おもいを伝えるように、すりすりとロコが再び身体からだをすりつけだす。

「えっと……音々子、理解できたのか？」

「…………だいたいのところは。理解したくありませんけどっ」

　威嚇するように尻尾しつぽをゆらゆらと揺らしながら、音々子がロコを睨にらむ。

「だからって、真夜さんは渡しませんよ！　わたしの愛いとしい人で、マスターなんです！」

「そう」

　だからそれが？　とロコの青い瞳が語る。

　無表情でクールなところが、ここにきて威力を発揮していた。

　そして──ロコの落おち着ついた態度に、泣きそうなのが一人。

「真夜さぁん……ロコが、ロコがぁ……っ」

「よしよし。俺はロコになびいたりしないからなー。音々子一筋だからなー」

「うぅ……こんなわたしで、いいんですか？」

　音々子が猫耳をぺたんと伏せ、紅玉の瞳をうっすらと濡ぬらしながら訊たずねる。

「真夜さんはわたしを好きだと言ってくださるのに。それなのに、ちょっと他の子が真夜さんに触れたくらいで嫉しつ妬としてるような、そんなわたしで、いいんですか……？」

「──そこだ」

「ふぇ？」

　どこです？　と音々子が小首をかしげる。

　だが、真夜は──真夜だけは、その変化に気づいていた。

　そのことに喜びを隠すことなく、音々子の戸惑いに揺れる瞳を覗のぞき込こみながら告げる。

「〝嫉妬〟って音々子は言ってるけど──それも、愛の一つの形だぞ」

「あ……」

　音々子の目が驚きに見開かれる。

　自身も気づいていなかった感情の変化を確かめるように呟つぶやく。

「嫉しつ妬とも……愛の形」

「完全にどうでもいい相手なら、嫉妬なんてする必要はないだろ？　だけど〝取られたくない〟〝わたしの方を見て欲しい〟そういう気持ちあいがあるからこそ、嫉妬は生まれる」

「そう、ですね……。これまでなら、わたしはロコに警戒こそあれ、嫉妬なんて……」

　指摘された感情に戸惑いながら、音ね々ね子こが感情しつとを抱きしめるように胸元へ手を置く。

「そうやって、これからいろいろと学んでいこう。例えば──こういうのを参考にしてみるとかな」

　真しん夜やの示す先。それは、変わらず無表情ですりすりと真夜にくっつくロコの姿。

　やわらかかった音々子の顔が一気に渋くなる。

「……これを、ですか？」

「これだって、愛情表現の一種……のはずだからな。ロコの、ロコなりの愛の形だ」

「…………なるほど」

　音々子は真夜の言葉に深く深く、何度も頷うなずき、

「失礼しますね」

「おお……？」

　──不意に、真夜にくっついていたロコを一息で持ち上げた。

　引きはがしたロコを自分の隣に置いた音々子は僅わずかに逡しゆん巡じゆんし、ロコの座っていたところに──真夜の隣に座り込む。

「……えと……その……」

　あどけない童顔を朱に染め。視線をこれでもかと泳がせながら、もじもじ身体からだを揺らすことしばし。葛かつ藤とうを示しふらふらと揺れていた猫耳と尻尾しつぽが、決意を受けてピンと立った。

　大きく深呼吸を一度挟んだ音々子は、意を決するように小さく拳こぶしを握り──

「……………………ぇぃ」

　小さな小さなかけ声と共に、そっと……本当にそっと、真夜の肩に身体を預けた。

　触れた身体はやわらかく温かく。肩に載せられた頭からは少し浅めの吐息がもれており。熱を帯びた吐息のふれた耳から、ゾクゾクとした快感が真夜の背筋に走る。

　……これは、まずい。

　そこに音々子がいるというたしかな証あかしとして、身体にかかる微かすかな重みは心地良く。

　甘いミルクのような幼さを感じさせながらも、優しさや母性のようなものすら感じる、音々子だけの落おち着ちく香りが真夜の鼻び腔こうをくすぐる。

　綺き麗れいでかわいくて愛らしい音々子が──大好きな人が自分に身体を預けている、という事実が真夜の全身を震わせる。

「ね、音々子……？」

「…………」

　音々子は応こたえない。

　しかし──動きがあった。

「っ……!?」

　すりすり──と。

　真しん夜やの腕を抱くように。身体からだに横から抱きつくように。

　僅わずかに向きを変えた音ね々ね子こが、主あるじに甘える子猫のように、真夜に身体をすりつけだした。

　真夜の腕に肩に脇に、ロコとは異なる肉感的な感触が伝わる。

　すりつけられる身体は、どこもかしこもやわらかく。とくに真夜の腕を間に埋うずめるように挟みこんだ胸は、ロコとは比較にならないほど大きくふかふかだ。

　細身で華きや奢しやな身体の、どこにこれほどのやわらかさがあるのか。

　優しく包み込むように、ふにふにすりすりと音々子は真夜に身体をすりつけ続ける。

「…………」

　その音々子は、相変わらずの無言だ。

　赤い顔は努めてそう保とうとしているようで、わざとらしいまでの無表情。

　あくまで真夜のことなど気にしていないようにクールな素振りで。しかし甘えるように、音々子は真夜に身体をすりつける。それはまるで──

「……そういう、ことか」

　そこまで考え、真夜はようやく音々子の行動の意味に気づいた。

　これは、ロコの仕草だ。

　音々子はロコの仕草を──〝愛の形〟を、そのまま実践しているのだ。












　いわば──

〈音ね々ね子こは〝クーデレ・無表情で甘える〟スキルを手に入れた〉

　といったところだろうか。

　そして、真しん夜やが気づいたのと時を同じくして。恥ずかしがっていた音々子にも欲が出てきたのか──むしろ我慢できなくなったのか、恐る恐る頬ほおをすりつけだした。

「…………真夜、さん……♪」

　音々子は頑張って無表情を保とうとするも、もはや瓦が解かい寸前。甘えるような声ももれてしまっている。それが無性に愛いとおしい。

「音々子」

「は、はいっ！　……じゃなくて、えとえと……」

　思わず返事をしてしまい慌てる音々子の頭を優しくなで、真夜は笑いかける。

「参考、でいいんだ。音々子には、音々子なりの愛の形があるんだから。我慢するんじゃなくて、参考にして、自分の心に素直になればいいんだよ」

「参考に、素直に……」

　そう。いつも──それこそ出会った最初から、音々子がしていたことだ。

　躊躇ためらうことなく、脈絡がなくとも。想おもいのままにしたいことをし、気持ちを告げる。

　だから素直に、結果を真っ先に表せるように。

「いろいろな愛の形を知って、参考にして、音々子なりの愛の形を見つけていこう。探すときは、一緒に探すから。音々子がいろいろな愛を示してくれるのは、俺も楽しみだ」

　いっそ──と、ぽーっと赤い顔で見上げる音々子に、真夜は悪戯いたずらっぽく提案する。

「今回のロコみたいに、いろんな魔導機書レトヴイワールと触れあって、それぞれの愛の形を参考にさせてもらう、とかもいいんじゃないか？　探してみるか？」

「ふふっ、真夜さん。わたしやロコに加え、まだ魔導機書を拾ってくるつもりですか？　またわたし、嫉しつ妬としちゃいますよ？」

「そういうつもりじゃないさ。でもそんな風に、いろいろなところから学んでいけばいいんだよ。それこそ──」

　そう真夜が言ったとき。リビングのドアが開き、黒髪の少女が目をこすりながら入ってきた。

「お兄ちゃんうるさいー、もう夜中だよ？　む。音々子さん、なにお兄ちゃんといちゃついてるの！　お兄ちゃんは私と結婚──ってうわ、なんかウサミミの子が増えてる!?」

　それは騒がしい愚妹──結ゆ愛あ。

「それこそ──こういうところから学んでもいいわけだしな」

　真夜が騒がしい結愛に苦笑しながら言うと、音々子も頷うなずく。

「そうですね。きっとわたしの、この〝嫉妬〟という感情は、結愛さんから学んだものなのでしょう」

「だろうな。あいつは嫉妬の塊みたいなやつだから……」

「あは。そこまではならないように、気をつけて学んでいきますねっ」

「うん、俺も音ね々ね子こがどんな甘え方をしてくれるのか、楽しみにしてるよ」

　真しん夜やは音々子と顔を見合わせ、笑いあう。

　誰よりも何よりも一番近くで。寄り添いあい、笑顔を交わす。

「真夜さん……」

「音々子……」

　ロコと結ゆ愛あが互いに気を取られ、こちらに注意を向けていないことを確認してから。

　二人は──そっと顔を近づける。

「大好きですっ」

「大好きだ」

　二人の想おもいは小声で、二人にしか聞こえないように。

　吐息が薄れる前に唇がさらに近づき……ふれあった。

　それは、二度目の口づけ。

　一度目と同じように、誓いのように口付けた二人は、ゆっくりと唇を離す。

　音々子の唇は柔らかく、甘く、とろけるよう。もう一度といわず味わいたくなるのを堪こらえ、うっとりと上目遣いに見上げる音々子に、真夜は僅わずかな茶ちや目めっ気けをまぜ、口を開く。

「さっき音々子はロコの愛の形を実践してたけどさ」

「ふぇ……？」

「俺はいつもの音々子が、一番好きだな」

「ふ、ふにゃっ……!?　あ、ありがとう、ございますっ」

　猫耳をピンと立て尻尾しつぽを揺らし、てれてれと赤い顔でお礼なんて口にする、かわいい音々子の頭をなでる。

　そうして真夜は思う。

　……ああ、やっぱり音々子への告白は間違いなんかじゃなかった。

　たとえそれで自分が死んでも、殺されていても。

　自分の想いのままに、愛を貫き音々子と一緒にいられることに喜びを覚える。

　だから──

「なあ、音々子。俺は愛に絶対はない、なんて言ったけどさ」

「？」

　きょとんと小首をかしげる音々子を見つめ──想いを告げる。

「俺が音々子を愛してるってのは──絶対だ」

　囁ささやかれた音々子は嬉うれしそうに幸せそうに、

「造られた意図も意味もわからないわたしですが……わたしも、これだけは絶対です」

　声を弾ませ、ぱあっと花開くように、

　これ以上ない満面の笑みを浮かべ──




「真しん夜やさん、愛してますっ♪」




　自らの意思で、〝愛〟を口にしたのだった。





　　　　◆






　ここが、はじまり。




　一つ目の愛コンマを得た少女の先は長く、終止符ピリオドはまだ遠く。




　これは、少女の求めた愛ピリオドが、途中の読点コンマに過ぎなかったというお話。




　愛ピリオドまでに、必要な愛コンマは────。





Next　Love　is　...?














あとがき




　お久しぶりです、水み月づき紗さ鳥とりです。

　初めての方は、はじめまして、水月紗鳥です。




　いやー、ようやくの新作ですよ。

　ここまで長かった……。オムニアのとき以上に紆う余よ曲きよく折せつがありました。

　語ると長くなるので割かつ愛あいしますが、本当に刊行できてよかったです。




　さて、今回は二ページなのでサクサクと。

　はい、イチャイチャです。今回もイチャイチャです。

　とはいえ、今回はオムニアよりもさらに甘さ控えめになっています。理由は本編を読んでいただければわかるかと。

　この巻を通して音々子はようやく一つの結論を得ましたので、これからはもっともっと、あま～くいちゃつくことでしょう。

　さてさて、今回のコンセプトですが『ファンディスク』というより、『終わりと始まり』。

　つまりタイトルに全てが込められています。本編を読んだあと、もう一度タイトルについて思いを馳はせていただけると、なにか違った見え方がするかもしれません。

　ですが今回はそれだけじゃありません！　──ケモミミです！

　しかもそんなケモミミ娘たちを、萌もえ木き原ばらふみたけさんが描いてくれました！

　引き受けてもらえると思っていなかったので、決まったときにはリアルにガッツポーズでした。それからイラストが届く度たびに、ニヤニヤし続けて気持ち悪い人になってましたよ。

　そんなかわいいイラストも本編も、楽しんでいただけましたら幸いです。




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　担当さん（この一冊だけで四人関わっているのですが）、イラストの萌木原ふみたけさん、編集部の皆様、出版流通に携わってくださった方々、書店員の皆様、いろいろと相談にのってくれた友人たち。

　そしてなにより、この本をお買い上げくださった読者の皆様。

　全ての方に、心からの感謝を申し上げます。ありがとうございます。




　それではまたお会いできる日まで──。
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